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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















口絵・本文イラスト　いのまたむつみ







　目次





プロローグ

一章　落城

二章　岩屋

三章　辺境の町

四章　闘たたかい

五章　隠れ里

六章　陰謀

七章　魔術

エピローグ




　あとがき


















　古代を越え、紀元をも遥はるかに越えた時代。

　大洋の中にその大陸はあった。

　かつては大陸全土が統一され、華はなやかに栄えていたが、一〇〇〇年ほど前から数度起った大災害と、氷河時代の終しゆう焉えんによる海面の上昇、そして全土をひたひたと浸しん食しよくする砂さ漠ばく化が、大陸全体を荒こう廃はいさせ、大陸を統一していた共和国の体制は崩くずれ、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの時代を迎えていた。

　全土は麻あさのように乱れた。







　プロローグ




　空気が動き始めていた。

　空気の流れ……それは、気温の変化を示している。

　日が暮れようとしているのだ。

　太陽は遥はるかな地平線の向むこうに、喘あえぎつつ姿を没しかけている。

　赤い赤い夕日。

　常つねよりも巨大に見える。

　風が動き、どこか遠くの砂を巻き上げているのかもしれない。

　珍めずらしく、太陽は揺ゆらいでいる。

　この地点には、砂はほとんど存在しない。

　岩だらけの岩石砂漠で、僅わずかに見える赤茶けた大地は罅ひび割れ、その裂け目からは白く塩が吹き出している。

　大地は平へい坦たんではない。

　岩と土、低い岩山、半分枯こ死ししかけている灌かん木ぼく帯たいが、縞しまのような模様を織りなして蜿えん蜒えんと続いている。

　そして、その向うに、太陽が今、姿を隠そうとしているのだ。

　砂漠地帯では、旅人は正午を挟はさんで数時間の炎熱の時間帯と、寒気の厳しい夜や中ちゆうとを避け、朝夕に旅をする。

　道はあるかなきかだが、砂の多い砂漠とは違って、一夜の砂嵐で辺あたりの様相がまったく一変するということはないので、方角に気を付け、目標を見逃さなければ、道に迷うことはない。

　太陽は、完全に大地の陰に沈むところだった。

　一人の旅人が、足を止め、最後に沈もうとしている真しん紅くの丸いものの頂上を眺めていた。

　すっぽりと外ハ套ザを着て、頭巾フードも被かぶっているが、男だろう。

　一人で砂漠を旅する女は、ほとんどいない。

　だが、外套の上からも、身体からだつきがほっそりとしているのは、良く分かった。女にしては背が高いので、まず見間違えられることはないだろうが……。

　太陽は、地平線にその姿を隠してからも、まだ最後の残光を地上に放っていた。

　しかし、東の空は既に淡い藍あい色いろに変化している。

　旅人は、再び歩き始めた。




　砂漠の夜は深く濃い。

　だが、曇くもることはほとんどないので、月や星が間違いなく方向を示してくれる。

　見上げると、手が届きそうに近く大きく、星々が空を飾っている。

　旅人は岩山の辺りに差しかかっていた。

　ふと、足を止める。

　音が聞こえたのだ。

　日中、炎暑に焼かれ、０度以下にまで下さがる夜との温度差で岩がたてる音、いわゆる〝精霊の歌〟とは違う。

　音楽だ。

　それは、ランピーという、四弦の楽器で奏かなでられているようだ。

　ランピーを弾ひく者がいる。

　人間がいるのだ。

　旅人は、音の方向に歩き始める。




　焚たき火の炎が、大きく踊っていた。

　近くには、枯死しかけた灌木帯がある。燃料にはこと欠かない。

　焚き火の前に、荷を解いた一人の旅人が腰を下ろしている。

　手には、マンドリンの首を長くし、小型にしたような楽器がある。これがランピーだ。徒歩の旅のため、荷物は少ない。

　毛布代わりにもなる外套ハザ。水を入れた羊の革袋。食料。火付け道具などの日用品を入れる袋……。

　楽器を持って歩く旅人は少ないが、ランピーはごく軽く、あまり荷物にはならない。

　一人旅のつれづれを慰なぐさめるには、手ごろだった。

　このランピーを奏かなでているのは、いまだ一五、六歳にしかならない少年だった。

　焚き火があるので、外套を下に敷き、これから一休みして、夜が明けて、少々気温が上ってから、耐え難い酷暑になるまでの間に、また歩くのだ。

　今日は、燃料と、一休みする手ごろな岩陰を見付けた。

　運が良い。

　突然、少年はランピーを弾き止やめると、身体の左側に置いてあった剣を引き寄せ、正面の岩陰に向って声を掛かける。

「出て来い……」

　少年は、むろん岩山を背にして座っている。

　前に焚き火があり、その向うにも、もうひとつ大きな岩があるのだ。

　その岩の辺りで気配がすると、外套をすっぽりと着た人間が、焚き火の光の中に姿を現わした。

「盗賊か……」

「怪あやしい者ではありません」

　外套の男は、静かに言った。

　涼すずやかな声だが、男の声であることは確かだ。

　まだ若い。

「怪しいもんじゃない……か。みんな、そう言うよ。一応はな」

「そうなのですか？」

　外套の男は尋たずねる。やけに素直そうだ。

「知らないのかよ」

　少し拍子抜けして、少年は言う。

「盗賊に遭あったこと、ないのか」

「盗賊というのは、他ひ人との物を取る人達のことでしょう」

「そんなに甘いもんじゃないの。普通は殺して盗とるんだ。特にこの辺りに出没してるやつらはね」

　少年は半分呆あきれ、半分警戒して言った。

　この男は、頭がおめでたいのか、演技のうまい盗賊のどちらかだ。

「殺すのはいけません……人を殺すのは、良くないことです」

　外套の男が言った。

　少年は全身から力が抜けそうになった。

　盗賊ではなくとも、相当の変人だ。

　よく見ると、剣を持ってはいない様よう子すだった。少なくとも、大剣や中剣などの、外から一目でそれと分かるものは……。

　短剣なら、外套の下に隠し持っているかもしれない。

　少年も、中型のこの剣の他に、いくつかの武器を持っているのだ。

「もう少し焚き火に近寄って外套を脱げ」

　少年は命令口調で言った。

「はい……」

　男は言われた通りに火に近付くと、おもむろに、目の上ぐらいまでを覆おおっていた頭巾を後ろに下ろした。

　顔が露あらわになる。

　少年は一瞬、陶とう然ぜんと相手を見つめ、慌あわてて厳しい顔を作った。

　女かと思った。

　女だとしたら、これは絶世の美女と形容すべき顔だろう。

　美しかった。

　どのような名画工でも、これほど美しくは描けまい。

　色は、雪花石膏アラバスターのように白く、輪郭の繊細な細ほそ面おもての顔をしている。

　眉まゆは、新しい月のような曲線カーブを描いている。

　鼻はごく薄く細い。

　唇くちびるは厚くはないが、どう見ても女の唇だ。線が柔やわらかく、薄いピンク色をしている。

　この極きわめて美しい顔の中で、最も印象的なのは眼めだった。

　ただ美しいのではない。

　この世ではなく、どこか遠い世界でも夢見ているように翳かげっている二つの眼は、左右の色が違っていたのだ。

　右眼はエメラルドの緑。

　左眼は紫水晶の明るい紫。

　年もかなり若いようだ。少年より少々年上……せいぜい一七、八歳というところだろう。

　まだ少年だ。

　この輝かがやくような美び貌ぼうの旅人は、座っている少年の目の前ですっかり外套を脱ぐと、同じように地面に敷いて、焚たき火を挟んで座った。

　服は、ごくありきたりのもので、身分や出身地を推測する手がかりにはならないが、とにかく、短剣すらも持っていないようだ。

　少年には、それがかえって不思議だった。

　この地方は、決して治安の良い方ではない。それなのに、身に寸すん鉄てつも帯おびずに一人旅をするとは……。

〝よっぽど豪ごう胆たんなのか……脳のう天てん気きなのか〟

　少年は茫ぼう然ぜんとして、口をポカンと開けている。

「わたしは、本当に怪しい者ではありません」

　美しい旅人は言った。

「わたしの名は、アウル・トバティーエといいます。わたしを育ててくれた人は、ティーエと呼んでいました」

「まだ座っていいなんて言わないぞ、おれ」

　少年は苦笑した。

　確かに変人だ。

　だが、害意はなさそうだ。

「わたしは薬くす師しです。薬を使って、人の病気や怪け我がを治ち療りようしてお金をもらいます」

　ティーエと名乗った少年が、わざわざ薬師と言ったのは、医者とは違うからなのだ。

　この大陸では、医者は、薬を使って治療をする他に、呪まじないで身体に取とり憑ついた病魔を追い払ったり、その病気が、他人の呪じゆ詛そのせいで起きたものならば、呪詛返しのようなものも行うのである。

「わたしはずっと山の中で育ちました。山を下りたのは、つい三月ほど前のことなので、あまり世間のことを知らないのです」

　なるほど、それでこの相手のとんちんかんな反応も頷うなずける、と、この焚き火の主あるじである少年は考えた。

　この少年も、かなりの美貌だった。

　ティーエと名乗った旅人とは、まったく違った美しさである。

　ティーエは金色味を帯びた茶色だが、少年は、短い黒髪だった。

　小柄で、肌の色はごく薄い赤しやく銅どう色いろだ。手足がすんなりと良く伸びている。

　少々目尻が吊つり上って、きりりとしている。表情はいきいきとして、よく変化した。

「おれ……ラクシ・アーダ」

　少年はやっと名乗った。

「ラクシ……」

　ティーエは、素直に首を傾かしげる。

「あなたはどうして男のふりをするのですか？」

「あっ！」

　少年の身体が一瞬強張こわばった。

　ほぐれかけていた空気が、ピリピリと緊張する。

　もっとも、これはラクシの方だけで、ティーエはしごく和なごやかな様子なのだが。

「おまえ……おれに言いがかりをつける気かよ」

　ラクシは、一度置きかけた剣を握り締める。

「言いがかり……いいえ」

　ティーエは首を振った。

　長目にした髪がサラサラと揺れる。

「あなたの気に障さわったのなら、謝あやまります。ただ、わたしにはあなたが女性だと分かったものですから」

「なんだって！　なんでおれが女なんだよ」

　ラクシは気け色しきばんだ。

「でも……あなたのオーラの色は、女性の色です」

　ティーエは困ったように言った。

　明らかに、相手の意外な反応にとまどっているのだ。

「オーラ……」

　ラクシは首を傾ける。

　また拍子抜けすると共に、おかしなことを言うやつだと思った。

「オーラって、なんだよ」

「オーラというのは……」

　ティーエは眼を細める。

　こうすると、明るい所でもオーラが良く見えるのだ。

「人間の身体を包む光です」

「光……」

　ラクシに、そんなものは見えはしない。

「人間だけでなく、全すべての生物が、その光を発しているんです。生きている証あかしとでも言うのでしょうか……普通の人には見えないそうですが」

「おまえは、見えんのかよ」

「はい……あなたのオーラは美しい。誰だれよりも輝いています」

　ティーエは、眩まぶしげにラクシを見つめる。

　これほど美しい眼で見つめられて、ラクシは血ち潮しおがさっとその頰ほほに昇るのを感じていた。

　炎の色で、もともと顔色が赤く見えるのが有あり難がたい。

「本来、薬師は、人のオーラが見えなければならぬと、育ての親が言いました。病気は、悉ことごとくオーラの色に出るのです」

　ティーエは、まだラクシを見つめ続けている。

　ラクシは、その視線を断ち切るように、剣を立てて、トンと地面を突いた。

「病気になると、オーラは濁にごります。悪い心を抱いても、オーラはいやな色になるんです。でも、あなたのオーラは澄すんでいます」

　ティーエは付け加える。

「あなたは、いい人です」

〝とっとっ……〟

　ラクシは、のけぞりかけた。

　どうもこの旅人はテンポがずれている。

〝やっぱり変人だ……〟

　ラクシは思った。

〝それも筋金入りの……〟

「それで……おまえは、どこに行くんだ？」

　ラクシは話を変えようとした。

　オーラの話には、ついていけそうにない。

「どこ……」

　ティーエはポカンと口を開ける。

「目的地さ」

「目的ですか……分かりません」

　ティーエは首を振った。

「分からない……」

　ラクシは、眉み間けんに皺しわを作った。

　少女にしては、いかにも男っぽい仕し種ぐさだ。

　だが、それが身に付いているところを見ると、男装もかなり年期が入っているのだろう。

「わたしは、まだわたしの運命を知らないのです。育ての親は、それを捜さがして来いと言いました」

「おれが聞いてるのは、人生の目的なんていう、ごたいそうなことじゃない」

　ラクシはイライラして言った。

　ティーエと話していると、神経がおかしくなる。

「とりあえず、どこに行く気かってことさ」

「ああ……そのことですか」

　ティーエは、ラクシのイラついた声にも、まったく平気な様子で、真ま面じ目めに言う。

「ハイダ・アテンの街です」

「ふうん……」

　ラクシは、目的地が違うことに満足した。そして、心の隅すみのどこかで、少しだけ残念に思った。




　二人は、焚き火を前にして、明け方までの数時間を過ごした。

　あまり多くを語らなかった。

　ラクシが、相手の害意のなさを認めながらも警戒心を解かなかったせいもある。

　ティーエは、仕方なくラクシからランピーを借りて爪弾いていた。

　それほどのテクニックはないのだが、音が澄んでいる。

　その音ね色いろは、無人の砂漠の夜の中に広がっていった。

　聞いていたのは、月と星のみかもしれない。




　やがて、夜はしらじらと明け初める。

　明け方の最も厳しい寒気が和やわらぐ頃、焚き火は燃え尽きた。

　もう、新たに燃料を足す必要はない。

　ラクシは、荷物を纏まとめると、焚き火に砂を掛けた。

　ティーエも、同じように荷物を身に付ける。

　薬が入っているのか、布の小袋をいくつもベルトに結び付けている。

　あとは、ラクシと同じような品々……水や食料といったものだ。

　二人は無言のまま、岩山を出、砂漠の道に向った。
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「じゃあな」

　道に出ると、ラクシは言った。

「ハイダ・アテンに行くんなら、あっち」

　ラクシは二ふた叉またに分かれた一方を示す。

　ちょうど分岐点なのだ。

「おれは、こっち……」

　ラクシは、もう一方の道をスタスタと数メートル歩いてから振り返った。

「おまえの運命とやらに、早く巡めぐり合えよな」

「はい……」

　ティーエは、ラクシの揶や揄ゆが分かっているのかいないのか、素直に頷うなずく。

　ラクシは、再び前を向くと、歩き出した。

　もう振り向きはしない。

　ティーエは、しばらくその後ろ姿を見ていたが、やがて歩き出した。

　二人の年若い旅人は、こうして別れた。

　行く手にも後ろにも、ただ砂漠が広がるのみである。







　一章　落城




　城壁の中は、静まり返っていた。

　夜は、砂漠すらも押し包む。

　普ふ段だんなら、こんな夜は、耳を澄ますと、岩の軋きしむ音……精霊の歌も風に乗って聞こえて来るのだが。

　市民たちの多くは、眠ってなどはいないはずだ。

　待っているのである。

　固唾かたずを吞のんで……。

　来てはほしくないものを待っている。

「静かだな」

　裏門近くの城壁の上にいる見張りの兵士が、通りかかった巡回の見張り兵に声を掛けた。

　傭よう兵へいではなく、全員が市民兵だ。

　声を掛けた男はまだ若いが、巡回の方は、もうかなりの年配だった。

「静か過ぎるよ」

　年配の男が答え、城壁の外に目をやった。

　城壁は堅けん固ごで高さは二〇メートル近い。

　この都市国家から、砂漠地帯まではかなり離れてはいるのだが、砂漠の強い影響を受けずにはいられない。

　それでも、都市の中は緑が豊かだ。

　一歩外に出れば、そこにはよく耕された農地が広がり、砂漠と都市を隔へだてる湖がある。

　マレオ湖だ。

　北方のラトリ山脈に降った雨水が、砂漠や岩石地帯の地下水脈を通り、突とつ如じよここで湧わき出すのだ。

　大陸の北方に位置するラトリ山脈には、少量の雪も降るという。

　マレオ湖は豊かだ。

　農業用水と、生活水の全すべてを保証し、砂漠からの季節風を和やわらげてくれる他に、漁獲量も十分にある。

　水上交通が盛んだから、他の都市との交こう易えきも頻ひん繁ぱんに行われている。

　特に、隣国カゼス王国との交流は盛んで、両国は互いに大使を交換し、ごく親しい友好関係を保っていた。

　それも、三月ほど前までの話だが。

　カゼス王国は、今はもう無い。

　強国アドリエに敗北し、属国となり、王族はほとんど処刑されてしまった。

　王の弟一家だけは処刑を免まぬかれたが、それも、一年半ほど前にアドリエ王が、王弟の姫を妃きさきに望んだおかげだった。

　まだ一七歳の、素す晴ばらしい美少女だったという。

　従姉いとこである、カゼス王女によく似ていると、評判だったのだ。

　カゼス王の王女は、近隣諸国にその名を謳うたわれた美び姫きであった。




「もうじき、砂嵐の季節だね。とっつあん」

　若い見張りが言った。

「そうだな。早く来るといいが……」

「今日や、明日は無理だろ」

　若い男は、哀かなしげに笑った。

　都市の人々が待っているのは、総攻撃だ。

　現在、共和国デンの城壁は、ぐるりとアドリエ軍に包囲されているのだ。

　たった今、砂嵐にでもならない限り、攻撃が延期されることはない。

　アドリエの総攻撃……。

　それは、デン共和国市民のほとんどにとっては、死を意味していた。

　さもなくば、待ち受けているのは、奴ど隷れいとしての屈くつ辱じよくの人生のみだ。

　コツ、コツ、コツ……。

　年配の方の兵士は、巡回のために去って行く。

　残った見張り兵は、城壁の外に目を向けた。

　そこには、夜営の火が蜿えん蜒えんと広がっていた。

　包囲軍の灯火だ。

　それは、こうして眺めていると、マレオ湖の湖面に映った満天の星のようにも見える。

　だが、その火のひとつひとつを、何人もの兵士が囲んでいるはずなのだ。

　冷たい風が吹いて来て、兵士は身体からだを震わせた。

「おお……さむっ……」

　両肩を抱き、腕を擦さする。

　ヒューッ……。

　兵士は、微かすかな音に気付いた。

　気付いた時は、もう遅い。

　プッ！

　ほとんど音も無く、一本の矢が深々と兵士の喉のどに突き立った。

　声も出せない。

　兵士は矢を外はずそうと踠もがいた。

　仲間に知らせなければ……。

　しかし、矢は見み事ごとに兵士の喉を貫つらぬき、首の後ろまで抜けている。

　兵士は二、三歩、踊るように進むと、つんのめって城壁の頂上に覆おおい被かぶさるように倒れた。

　ヒュッ！

　ヒュッ！

　風を切る微かな音と共に、黒い飛礫つぶてのようなものが、城壁の手て摺すりを越えて来る。

　それは、先が鉤かぎになった、細いロープだった。

　カラン……。

　鉤は、うまく城壁の石の間に引っ掛かる。

　やがて、ロープがピンと張られた。




　アーン……アーン……。

　急に赤ん坊の泣き声が家の中に響いた。

「おや……泣いているようだな」

　デン共和国の元首である、評議会議長、アウル・バカンは、その泣き声に耳を傾ける。

　生まれて間もない赤ん坊にしては、どこか不安そうな声だった。

「あの子には、何もかも分かっているのかもしれませんわ……回りの人間の気持ちが、不安定になった時に限って泣くんです」

　バカンの妻ラウリアが言った。

「昨日も、生まれて間もないというのにあの子は火が付いたように泣き出しましたが、それは……」

　ラウリアは必死に感情を押し殺した。

「レンキエの首と死体が城門の外に晒さらされた時でした……」

「しっ……」

　バカンは妻を止める。

「その話、まさかシレーナの耳には……」

「もちろん、教えたりはしませんわ。まだお産をしてまる一日半しか経っていないのですから」

　デン共和国では、評議会議長は、総理大臣のような役も兼ねている。実質的な指導者だ。

　総攻撃を前に、アウル・バカンは、会議堂の裏にある官邸から慌あわただしく私邸の方に戻って来たところだった。

　家族との、最後の別れになるかもしれない。

　家族と言っても、一人息子、レンキエはもうこの世にはいない。

　評議会議員で、デン市民軍の次席指揮官だったレンキエは、昨日未明に都ま市ちの外で戦死してしまった。

　次席指揮官とは、他国の軍制から言えば、将軍に当る。

　ただし、デン共和国では、上級士官は全員、投票によって選ばれるのだ。

　任期は五年。

　レンキエは、兵士たちの間では抜ばつ群ぐんの人望があったのだが……。

　アーン、アーン。

　まだ赤ん坊は泣いている。

「可哀かわい想そうな子……」

　ラウリアは喉を詰まらせて言った。

「自分の父親の死んだ日に生まれるなんて……」

「それも、あの子の宿命なのだろう」

　バカンは、妻の肩を優やさしく抱いて言った。

　バカンも妻も、ほぼ五〇代半ばほどだ。

　バカンは背が高く堂々とした人物で、今は激務のために無ぶ精しよう髭ひげの生はえた顎あごに、大きな傷がある。

　その傷は、バカンが若い頃には歴戦の勇士だったことを物語っていた。

　妻のラウリアは、小柄で、金色に近い茶色の髪と、同じ色の眼を持っており、五〇代にしては、まだ若々しく、美しさを止とどめている。

「とにかく、シレーナの所に行こう」

　バカンは妻を促うながした。

「すぐに官邸に戻らねばならない。その前にあの子の命名式をしておきたい」




　母子おやこは、邸やしきの中に作られた祭壇の前にいた。

　この都ま市ちの主神である、トバ女神のための祭壇だ。

　むろん、個人の家のものだから、小さなものに過ぎないが、三日月を彫り込んだ黄金の円盤が正面に掛けられ、灯とう明みようや花が捧げられている。

　赤ん坊は、やっと泣き止やんでいた。

「シレーナ、こんな所にいらしたの？　だめですよ。まだベッドにいなくては……」

　祭壇の前に、赤ん坊を抱いて跪ひざまずいていた若い女が振り向いた。

　美貌である。

　まるで、月の女神その人かと思われるほどの美しさだった。

　まだ寝ていなければならない身体なので、結い上げもせず、自然のままに流している黒髪は艶つややかで、その下の白い肌をますます白く見せている。

　眼はエメラルド・グリーンだった。

　その眼が翳かげっているのは、長い睫まつ毛げのためだけではないようだった。

「お義と父うさま、お義か母あさま……」

　シレーナは言った。

「わたくしは、今、知りました」

「何をだね、シレーナ」

　バカンは優しく尋たずねる。

「レンキエ殿が討うち死にされたことは知っていました。でも……昨日、軀むくろが門の外に晒さらされたとか……」

「誰だれがそんなことをあなたに教えたの？」

　ラウリアが、眉まゆ根ねを寄せる。

「誰も……」

　シレーナは、傭やとい人たちを庇かばって口ごもった。本当は、下働きの少女から無理矢や理りに聞き出したのだったが。

「立ち聞きしたのです」

「レンキエは一軍の将、晒されても、已やむを得まい」

「違います」

　シレーナは首を振った。

「これは、アドリエ王の憎しみの強さを、わたくしに示すためなのです」

「考え過ぎだ、シレーナ」

「お義と父うさま……この戦いくさ。もとはと言えば、わたくしから起こったことです。わたくしがレンキエ殿を諦あきらめ、アドリエ王国に嫁とついでいれば……お義父さま」

　シレーナは立ち上がり、赤ん坊を抱いたままバカンの前まで進んだ。

「わたくしを殺し、死体をアドリエ王に差し出して下さい」

「なにをバカなことを！」

「シレーナ！」

　夫婦は同時に叫んだ。

「わたくしを差し出せば、市民のかたたちの命は助かるかもしれません。でも、わたくしは生きてアドリエ王の前には出ないと誓いました」

　シレーナは、決意をありありと浮べた顔を、まっすぐバカンに向けている。

　目が少々潤うるみ、今まで血の気の無かった頰ほほにはうっすらと赤味が差して、えも言われぬほどの美しさだった。

「シレーナ……」

　ラウリアはシレーナの気を静めるように、その肩を抱く。

　シレーナは、気丈な性格だ。

　その激しさが、今日の禍わざわいを招いたのではないとは、言い切れないだろう。

　シレーナ……。

　シレーナ姫は、隣国カゼス王国の王女で、近隣諸国にその美しさを謳うたわれていた。

　デン共和国の特使として、カゼスを訪問したアウル・レンキエと愛し合い、父王にも認められて婚約したのだったが、その時、もう一人の求婚者が現われたのだ。

　アドリエ王、ネモスアデル七世。

　前王妃を亡なくしたアドリエ王は、四〇歳近い年だったが、独ひとり身だった。

　アドリエ王は、シレーナ姫への求婚のためと称してカゼス王国を訪問し、一目姫を見たとたんに、本来の目的も忘れて恋の虜とりことなった。

　本来の目的とは、この地方の視察である。

　アドリエは、マレオ湖の交易権を狙ねらっているのだ。

　マレオ湖から流れ出した水は、アドリエ第二の都市、ターフィから海に注ぐ。

　ターフィからマレオ湖への交易ルートを握ることは、アドリエに莫ばく大だいな富を約束することに他ならない。

　カゼス王も、そのもくろみには気付いていた。

　今、シレーナ姫がアドリエ王妃になれば、いずれアドリエ側は親戚として、交易権を要求して来るだろうし、ゆくゆくは、カゼス王国そのものも、乗っ取られることになるだろう。

　しかも、王女はアドリエに行くよりは死を選ぶ性格だ。

　カゼス王は、王女をデン共和国に嫁がせた。

　いくら元首の息子とは言っても、アウル・レンキエは平民だ。

　ネモスアデルは、その誇りを著いちじるしく傷付けられたのだった。

　その後、アドリエ王は、カゼス王の弟の姫を所しよ望もうし、王弟はカゼス王の反対を押し切って娘を嫁がせてしまった。

　姫は、シレーナに良く似た美少女だった。

　この妃は、アドリエ王に愛されたが、将来王太子となる王子を産むと、引き換えのようにこの世を去ってしまった。

　三月半ほど前のことである。

　姫の故国カゼスは、その一〇日ほど後に滅ほろんだ。

　カゼスと同盟を結び、徹底抗戦を続けて来たデン共和国の滅亡は、更さらに悲惨な結果となるだろう。

　そのことを示したのが、レンキエの死体の晒さらしだった。

　アドリエ王は、この美貌の恋こい敵がたきの死体を、戦場から探し出させ、首を晒したばかりでなく、四し肢しを切断し、自みずから死者に数々の侮ぶ辱じよくを加えた上で、バラバラにした死体すらも晒した。

「シレーナ」

　バカンは優しく微笑した。

「アドリエ王は、それだけの男ではないよ」

　バカンは言う。

「カゼスとこのデン。アドリエが欲しがっていたのは、もともとこの二つの国なのだろうね。マレオ湖のもたらす富だ。あなたがアドリエ王妃になっていたとしても、結果は今とたいして違ってはいなかったはずだ」

　バカンは赤ん坊の顔を覗のぞき込んだ。

　赤ん坊は、まだ見えないはずの目をじっと開いて虚こ空くうを見ている。

　まるで、この会話を聞いているような感じがした。

「お父君、カゼス王も、それを良く知っておられた。兄君もな……お父君に、一目この子をお見せしたかったが……」

　バカンは、元首の地位に就ついてもう一一年になる。

　評議会議長の任期は五年だが、三期目に入っているのだ。

　デン市民の絶大な人気と信頼とを集めている。

「可哀想な子……生まれてまだ二日。この子はあと何日生きられるのでしょう」

　気丈なシレーナも、母の立場に立つと、ついこんなことを口に出してしまう。

「とにかく、命名式だ。わたしは、そのために戻って来たのだよ」

　バカンはそう言うと、シレーナの手から赤ん坊を抱き取り、祭壇の前に進んだ。

　シレーナとラウリアもその後ろに並ぶ。

　大陸のこの地方では、子供の名前は神の前、つまり神殿か祭壇の前で付ける習慣なのだ。

「名は、アウル・トバティーエ」

　バカンは厳おごそかに言うと、赤ん坊を祭壇の上に置いた。

「トバティーエ……」

　シレーナが呟つぶやく。

「それは、古い言葉で、トバ女め神がみに捧ささげられたものという意味ですわね」

　ラウリアが言った。

「トバ女神に……」

「そうだ……この子の運命は、トバ女神にお任まかせすることにしたんだよ」

「でも……」

　シレーナは、さすがに耐え切れなくなって、その白い頰の上にハラハラと涙を零こぼした。

「この子の命も、わたくしたちと同じように、せいぜい明日か、明後日あさつてまで……」

「いや……シレーナ。そうではない」

　バカンは、赤ん坊をシレーナの腕に戻して言った。

「あなたは、この子を連れて逃げるんだ。手はずは整えて来た」

「いいえ、お義父さま」

　シレーナは大きく首を振る。

「わたくしは、始めから、この都市とレンキエ殿と運命を共にするつもりで、嫁いで参まいりました。なにを今さら、このわたくしが、そんな卑ひ怯きようなまねをいたしましょう」

「卑怯ではない。この子のためなのだ」

　シレーナは、一瞬、ハッとした。母の愛が、胸の中で首をもたげて来る。

「この子は〝世界〟だ」

　バカンは付け加えた。

「世界……何のことでしょうか」

「この子の眼だ。右が緑、左が紫……おそらく、この大陸に二人とはいまい」

「この子の眼……」

「これは、世界の相なのだ。わたしは若い頃、ケントウリ族の一人に、そう教えられたことがある」

「ケントウリ族！」

　シレーナは思わず大声で言った。

　ケントウリ族とは、幻まぼろしの半神族で、一〇〇〇年近い昔、つまり、まだこの大陸が統一され平和と繁栄を享きよう受じゆしていた頃は、人間たちとの交流があったというが、今では完全に姿を消したと言われ、もうその存在すら伝説になりかかっているのだ。

　バカンは、そのケントウリ族に会ったと言うのである。

「そうだ。わたしは若い頃、都市を出、放浪して歩いたのだが、なぜかケントウリ族がわたしの前に姿を現わし、様々なことを教えてくれた」

　バカンは、昔を懐なつかしむように目を細める。

　髪にも、大分白いものが混じっていた。

「そのケントウリは、ケイローンといった。たった今、目覚めたばかりなので、人が懐かしいのだと……」

「目覚めた……何のことなのでしょうか」

　シレーナにはさっぱり分からない。だいたい、バカンその人の話でなければ、ケントウリ族に会ったなどということは、頭から信用しないに違いないのだから。

「あなたも知っているように、ケントウリ族には予言の才がある」

「予言……」

　シレーナは震え声で繰り返した。

　それが、我が子に関わることなのだろうか。

「その時、わたしは何のことか少しも分からなかった。この子の眼を見るまでは……しかし、ケイローンは知っていたのだ」

「この子のことを……ですか」

「わたしの孫に〝世界〟の相を持った者が生まれることをだ……」

　バカンは大きく頷うなずくと、もう一度シレーナの腕の中の、この生まれたばかりの孫の顔を覗いた。

　気のせいか、赤ん坊はじっとバカンを見ているような様子だ。

「世界の相を持つ者は、世界の鍵かぎを握っていると、ケイローンは言った」

「世界の鍵……どういうことなのでしょう」

「ケイローンは、それ以上は教えてはくれなかった。だから、この子に直接、それを教えてもらうのだ」

「お義父さまは……わたくしに、この子を連れて、そのケントウリ族を訪ねろとおっしゃるのですね」

　シレーナはすぐに言った。

「その役なら、他のかたに頼むことも……」

「ケントウリは、ラトリ山脈のラテル山に棲すんでいる。そこまで、五日、いや、子供連れの女では七日はかかるだろう。しかも、アドリエの追手から逃れてだ……その間、誰がこの子に乳をやるね？」

「あ……」

　シレーナはしばらく言葉に詰まった。

「誰か、お乳の出る人を捜せば……」

「あなたは、すぐに都市を出るんだ。そんな時間は無い。それに、急ごしらえで頼んだ乳う母ばが、この子をアドリエに差し出さないと、誰に言える？　誰でも命は惜おしいものだ。まして、女は我が子を救うためならば、何でもするのではないかな」

「でも……」

「シレーナ、わたしは、あなたに、今は母親になってほしい」

「でも、わたくし一人が都市から逃げる訳わけには行きません」

「あなた一人ではない。都市の者で、逃げ出した者はかなりいる。わたしは、門の兵士たちに、出たいものは出してやるように言ってある」

　バカンは言った。

「あてのある者は逃げればいいのだ」

「さあ、シレーナ」

　ラウリアは、いつの間に用意したのか、外套や荷物を差し出した。

　バカン夫婦は、始めからこうするつもりだったのだ。

「お義母さま……」

　その時だった。バタバタと音がして、三〇歳ぐらいの男が一人、走り込んで来た。

　官邸の者だった。

「議長、総攻撃が始まりました。既に、東門が破られた模様です」

　男は、足取りよりはずっと落ち着いて言った。

「来たか」

　バカンも落ち着いている。

「早かったな」

　バカンは苦笑した。




　戦闘は、既に始まっている。

　戦闘と言うよりは、一方的な破壊と殺さつ戮りくだ。

　デン市民軍は、もはや壊かい滅めつ状じよう態たいなのだ。

　二日前、レンキエも戦死した戦闘が、最後の、死力を尽くしたものだった。

　数万のアドリエ軍に対して、市民軍は僅わずかその一〇分の一に過ぎない。戦闘は玉ぎよく砕さいに近いものだった。同盟諸国が全すべて滅亡するか、アドリエの軍門に降くだった今、籠ろう城じようは、徒いたずらに苦しみを増すだけに過ぎない。援軍は決して来ないのだ。

　城門の外は、広い農地だ。

　数十年前までは、ここまで水が来ていた。

　デンは、もともとマレオ湖に突き出した島の上に築かれた都市で、三方を湖に囲まれ、昔せき日じつは難なん攻こう不ふ落らくを誇ったものだったのだ。

　だが、ここにも大陸の異変が影を落している。

　大陸の気温は上昇し、砂漠は広がりつつある。

　大陸が枯れ始めているのだ。

　マレオ湖も、徐々にではあるが水位が減り始め、とうとう、都市の門で湖水に面しているのは、裏門ただひとつになってしまった。

　その裏門を潜くぐったのは、シレーナ母おや子ことラウリア、そして供の者だった。むろん、その男はバカン夫婦の信頼が篤あつい。

　既に、何組もの市民がこの門を潜っている。

　脇わきの通用門を出ると、すぐに石段があり、湖水は足元まで来ている。

　手配の舟が来ていた。

「シレーナ、ご無事で」

　シレーナと家か令れいをしていた供の者を舟に乗せると、ラウリアは言った。

「お義母さま……」

　シレーナは、一緒に逃げようなどとは言わない。

　ラウリアの決心はもう分かっている。

　都市と夫と運命を共にするつもりなのだ。

　シレーナも、もう決意を固めていた。

　子供をケイローンに託たくした後で死のうと。

　今は、子供をラテル山に連れて行くのが使命なのだ。

〝世界の相〟を持った子供を……。

　ラウリアはシレーナの手を握り、もう一度愛いとしげに赤ん坊の顔を見てから、さっと身を翻ひるがえし、門の中に消えた。
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　供の者はすぐに舟を出す。

　門から逃げ出して来た人々が、舟に乗り込もうとしたからだ。

　いくら枯れ始めたとはいえ、マレオ湖は広い。

　舟はやがて闇の中に滑すべり込んだ。

　アドリエ側も逃亡者狩り用に、舟の用意ぐらいはしてあるだろうが、デン市民にとって、マレオ湖は自分の庭だ。

　都市からは、悲鳴と怒ど号ごうと泣き声と……様々な音がひとつになった、ワァン……という音だけが追って来た。




　城壁は堅固だった。

　アドリエは、この地方でも一、二を争う城壁崩くずしの技術を持っているが、その技術ではそう簡単に破壊することは出来ないはずだった。

　それが、どうしてこうも易やす々やすと攻め入られてしまったのか……。

　アドリエは、城壁を壊さなかったのである。

　アドリエ王は、城壁崩し部隊の他に、特殊技能を持った一団を配下に抱えていた。

　貴族でも平民でも奴隷でもなく、ましてや神官でもない人々。つまり、時として人間扱いすらされない賎せん民みんの一族だったが、呪じゆ術じゆつをよくする他に、特殊工作に長たけているのだ。

　彼等は、ロープも無しに猿のように身軽に城壁をよじ登るという。

　その一族の者が、既に見張りすら十分に確保出来なくなっている、手薄な城壁に登り、兵を引き入れ、内側から東の門を開いたのだった。

　夜営の火は、ただの飾りでしかなかった。

　夜や陰いんに乗じて密ひそかに城門の近くで待機していたアドリエ軍が、一いつ斉せいになだれ込んだ。

　男は皆殺しにせよ、女、子供は奴隷に……。

　王の命令が出ている。

　むろん、女、子供といえど殺しても咎とがめはない。

　兵たちは狂暴な野獣と化した。

　手当り次第に殺し、女は犯し、金目のものを略奪する。

　都市は、むせるような血の臭においに満ちた。

　どこかで放火をしたらしく、街のあちらこちらで火の手が上る。

　その中を、まだ逃げまどう市民の姿があった。




　ワーツ！

　ウワァ！

　ギャアア！

　悲鳴は、評議会議長官邸の執務室にも響いてきた。

「議長……そろそろです。大分アドリエ兵が近付いて来たようです」

　さっき、報告に来た男が、外の様子を伺うかがいながら言った。

「そうか……では」

　バカンは頷うなずく。

　デン共和国の評議会議長の緋ひ色いろのローブをきちんと着て、アウル・バカンは執務用の机の前に座り直した。大理石の、立りつ派ぱな机だ。

「ホルカ……きみも、よくやってくれた」

「議長こそ」

　執務室に居る、二人の男に涙は無い。

　二人は、まったく対等の、デン共和国の一市民として頷うなずき合うと、短剣を取り出した。

「ではお先に！」

　ホルカが、まず何のためらいも無く、喉のどに刃を突き立て、床に倒れる。

　バカンはそれを見届けてから、剣を構えた。

「トバティーエ……」

　バカンは、今名付けたばかりで、舌に馴な染じみのない孫の名を呼ぶと、微笑した。

「ラウリア……レンキエ……シレーナ」

　バカンは、一気に剣を突き立てた。




「トバさま……女神さま。嫁と孫を守りたまえ」

　バカンの妻、ラウリアは、さきほどの自宅の祭壇の前に跪ひざまずき、祈りを捧げている。

　トバ神の祭壇だ。

　悲鳴がすぐ近くで聞こえる。

　逃げ遅れた使用人の娘が襲おそわれているのかもしれない。

　たとえこの邸から出たところで、逃げて行く先は無いのだ。たとえ都市の外に出ることが出来ても、そこにはやはりアドリエ兵が待ち構えている。

　バタバタ……。

　廊ろう下かを、荒々しい足音が近付いて来る。

　ラウリアはさっと短剣を引き抜くと、喉に当て、床に突っ伏した。

　女の力では、喉を突いても深くは届かないかもしれない。だから、床の力を借りたのである。

　兵たちの足音と共に話し声も聞こえて来たが、もう、ラウリアの耳には届かなかった。

「やあ、女が倒れてるぞ」

　兵の一人が、ラウリアに近付く。

「なんだ、婆ばあさんだ。もう死んでる」

　兵はラウリアの身体を蹴けって上を向かせると、金のネックレスや指輪を毟むしり取った。

　持ち主の血に濡ぬれたネックレスを……。

　別の兵士は、つかつかと祭壇に歩み寄ると、女神のシンボルである黄金の円盤を壁から外はずした。




　放たれた火は、すぐに街じゅうに回った。

　アドリエ兵に追われ、自みずからその火の中に身を投じた者も多い。

　都市は、三日三晩燃え続けた。

　人々の屍しかばねと共に……。

　生き残った者でも、男は何の容よう赦しやもなくその場で殺され、女と子供は奴隷にされた。

　火が収おさまると、更さらに徹底的な破壊がこの都市を待っていた。

　焼け残った城壁や石造りの建造物がただの瓦が礫れきの山となるまで崩くずされ、農地は、二度と耕作が出来ないように塩が撒まかれた。

　官邸から運び出された、アウル・バカンを始め都市の主だった指導者の首は塩漬けにされ、首都で晒さらされたのだった。

　一四八共和国デン。

　まだ大陸が共和国連合であった頃、一四八番目の共和国として認められ、一〇〇〇年の歴史と安定と、そして繁栄を誇って来た、大陸最後の共和国の、これが終しゆう焉えんであった。




　舟は闇の中を進んで行く。

　シレーナは、何度か都市を振り返った。

「都ま市ちが……」

　シレーナは呟つぶやいた。

　デンが炎に包まれていた。

「若奥さま、声を出してはいけません」

　家令のヨルトが囁ささやいた。

「ごらんなさい。あそこにも、あそこにも、逃亡者狩りのアドリエの舟が出ています。音をたてれば、気付かれます」

　ヨルトは、昔漁師をしていたと言うだけあって、舟の櫓ろをこぐ名手だった。

　少しも音をたてない。

　赤ん坊が泣くのが、一番心配だったのだが、赤ん坊は、この状況を理解しているのか、声ひとつたてなかった。

　眠っている訳わけではなかったが……。

　舟は音もなく進んで行く。







　二章　岩屋




〝ティーエ、ティーエ、どこにいる〟

　自分を呼ぶ声に、うたた寝をしていた少年は、目を覚ました。

　谷川の水が、爽さわやかな音をたて、頭上では風が鳴っている。

　少年は身体からだを起こした。

　谷川の側そばに薬草を摘つみに来て、あまりの天気の良さに一休みしていたら、つい眠ってしまったのだ。

　谷川の奥は、急に険けわしい崖がけになっており、中腹から一本の滝が流れ落ちている。

　今は乾期なので、それは、この位置から見ると細い糸束のように見えた。

　崖の遥はるか彼方かなたには、ラトリ山脈の山々が連なり、中には雪を載いただいているものもある。

　霊れい峰ほうスクーナ・ラトリ……。

　山々の大神、スクーナが住むという神秘の山だ。

　細い糸のように見えた滝の水だが、意外と水量が豊かなことが分かる。

　少年のいる辺あたりの谷川の水は、勢い良く流れ下って行く。

〝ティーエ、ティーエ、帰っておいで〟

　少年は、太陽で温まった岩から降りると、薬草を入れた籠かごを拾った。

　籠はもう一いつ杯ぱいになっている。

　籠を持つ手は、繊せん細さいで白い。

　その顔は、もっと白い。

　この山、ラテル山は、やはり神の山として恐れ敬うやまわれているので、めったに人が足を踏み入れることはない。

　しかし、もし足を踏み入れた者がいて、山の中でこの少年に出会ったとすれば、少年を神の使い、あるいは、山の神の化け身しんだと思うことだろう。

　際きわ立だった美しさだ。

　少年なのだが、顔そのものは美少女、それも、極きわめて稀まれな美少女のそれだった。

　山の大神スクーナの娘と言われる、山の処しよ女じよ神しんラキスもかくやと思われる美び貌ぼうと、霊峰の雪のような、どこか別世界の住人のような雰囲気を持っている。

　それは、眼めの色のせいでもあった。

　少年の眼は右が緑、左が紫と、左右の色が違っているのだ。

　まだ、年は一一、二歳というところだろうが、手を触ふれてはならぬような気品を感じさせた。

〝ティーエ、ティーエ〟

　また声が響く。

　その声は、少年の耳にではなく頭の中に直接届くのだ。空気を振動させるものではない。

　少年は、何度か、その声の送り主に、同じ方法で返事をしようと思うのだが、未いまだに成功してはいない。

　これは、声の送り主の一族が、互いに話を交かわす時の方法なのだという。

　人間たちの中にも、ごく稀にこの力を所有する者がいるというが、少年の場合は、あってもごく弱い。

〝ティーエ……〟

「はい、ケイローン」

　少年は声に出して返事をしてから、身軽に、谷を遡さかのぼり始めた。




　しばらく谷を上り、崖を回って行くと、細い昇り坂と石段がある。巧妙に隠されているので、近くまで行かないと、それとは分からないのだが、石段を登って行くと、洞どう窟くつの入口が開いている。

　そこが少年たちの住すまいだった。

　住い……。

　それだけではないのだが。

　少年は入口の石の台に籠を置くと、奥に入って行く。

　入口は狭く、高さは二メートル、幅は一・五メートルほどだが、中は広い。

　入ってすぐの所が、広いドームのようになっていて、天てん井じようまで五メートル、直径二五メートルはある。

　その奥に、いくつか、人が通れるような穴が開いている。小部屋のようなものがあるのだ。

　穴の向うに、いくつか明りが見える。むろん、ドーム内も、あちらこちらに明りが灯ともされている。

　木の実から採るロウを燃やすランプだ。

「ただいま、ケイローン」

　少年は、一番奥の穴に向って声を掛かける。

　やがて、奥の穴が明るくなった。

　明りが近付いて来るのだ。

　明りを持っている人物と共に。

「ティーエ、草は採れたかな」

　穴の奥から、穏やかな声が聞こえた。

　本当の、鼓膜を震わせる声だ。

「はい」

　穴の入口が更さらに明るくなると、カッカッという、下の岩を踏む硬かたい音と共に大柄な人物が姿を現わした。

　いや……人ではない。

　半分は人の姿をしていたが、完全に人間なのではないのだ。

　高僧のように威い厳げんのある、知的な顔、そして逞たくましい肩と胸……だが、その下は人間のものではなかった。

　二対、四本の足がある。

　獣けものの足だ。それも蹄ひづめのあるスラリとした足……。

　そうだ、その人物は、下半身が馬に似た動物の姿なのだ。

　その姿こそ、今は伝説となって人々の間に伝わる、幻まぼろしの半神族、ケントウリ族の体型なのだった。

　カッ、カッ……。

　半人半馬の人物は、少なくとも顔や上半身は、中年の男に見えた。

　全身をごく薄い布で出来た、ぴったりとした衣服で包んでいるが、体型は服の上からも良く分かる。

「ケイローン、ご用は？」

　ケイローンが、わざわざティーエをあの方法で呼び寄せるのは、よほど急ぎの用がある時だった。

「ここに座りなさい」

　ケイローン……この半馬の人物は、テーブル代わりに使っている平らな岩を示した。回りにも、椅い子すに手て頃ごろな石がある。

　ティーエは言われた通りに、その石のひとつに座った。

「ティーエ、今日はおまえの誕生日だったな」

「はい」

「一一歳か……」

　ケイローンは、ティーエを見ながら眼を細める。

「大きくなったものだ。おまえは、ますます母に似て来たな」

「そうですか……ケイローン」

　ティーエは、四本の足を折って向むかいに座ったケイローンの顔をじっと見上げる。

　顔の色は艶つやのある灰色で、金属のような感じがする。髪と髭ひげは黒だった。

「でも、ぼくは母のことを知りません。ケイローンは、大きくなったら話してやると言うだけで、ちっとも話して下さらないんだもの」

「悲しい物語だからだ。おまえに、その悲しみに耐える力がつくまでは、話すことが出来なかったのだよ」

「悲しい……話して下さるんですか？　ケイローン」

「おまえは一一歳になった。もうそろそろ、いいだろう」

「では……今？」

「今夜にしよう。ティーエ。今では、あまりに急だ。おまえは、今夜までに心の準備をしておいで……少し瞑めい想そうするか……何でもいい。心を静めるのだよ」

「今夜……」

　ケイローンは、一度も噓うそをついたことがない。ケイローンの言うことはいつも正しい。

　ティーエはそれを知っていた。

　もの心ついた時から。

　ティーエは、ケイローンに育てられたのだ。

　赤ん坊の時から、ケイローン以外のひとの存在を知らない。

　ケイローンは、世の中には何千万もの人々がいることを教えてくれたが、ティーエが知っている人間は、自分自身だけだった。

「今夜……」

　ケイローンが、奥に姿を消してしまってから、ティーエはもう一度呟つぶやいた。

　ティーエは、自分の生まれた状況を知らない。どうしてケイローンと暮らすようになったかもだ。

　自分が、ケイローンとは別種の生き物であることは分かる。

　生き物には、必ず、それを生み出す親というものがあることも学んだ。

　父親と母親……。

　そして、父親も母親も、おのおの自分の両親というものを持っており、遡れば、人類発生まで切れ目なく続くのだ。

　だが、ティーエは自分以外の人間というものを見たことがない。

　ティーエの世界に存在するひとはケイローンだけなのだ。

　ティーエは立って、ケイローンが入って行った一番奥の穴の前に行った。

　遥か奥の方が、微かすかに明るい。

　奥が深いのだ。

　この穴の先に行ってはいけないことになっていたが、ティーエはこの奥に何があるか知っている。

　まだ小さかった頃に、禁を犯おかして、二、三度入ってみたことがあったからだ。

　入口とは比べものにならないほど、巨大なドームがあった。

　ドームは、全すべて金属で出来ている。

　その中に、やはり白っぽい金属のトンネルのようなものがあった。

　入ってみると、大きな金属製の棺ひつぎのようなものが並んでいる。

　棺の上部は、一部が透明な板のようなものになっていた。

　ケイローンは、そういうものがこの世にあることを教えてはくれなかったが、ティーエは別に不思議とは思わなかった。

　ケイローンが、まだ教えてくれないことのひとつなのだろう。

　いずれ教えてくれる。

　ティーエは確信している。

　透明な板から中を覗のぞいて見ると、そこにはケイローンのようなひとが横たわっていた。

　死んでいるのか眠っているのか、ティーエには分からなかったが、どの棺にも同じようなひとが入っていることと、その誰だれもがケイローンではないことだけは分かった。

　これが、ケイローンの仲間なのだ。

　ティーエが、人間の仲間を持っているように……。




「ティーエ、おまえは、わたしの言いつけを破って、奥に入ったね」

　ティーエが奥に忍び込んだ日の夕食の時に、ケイローンは言った。

　別に怒っている様よう子すもない。

「はい」

　ティーエは素す直なおに認めた。

　噓うそをつくことを知らない。

　言いたくないことがある時は、ただ、黙っているだけなのだ。

「ごめんなさい」

「もう、二度としないと約束出来るかな。おまえは、三度奥に入ったね」

「はい」

　ティーエはこっくりと頷うなずく。

「約束します」

　ケイローンは微笑した。

　生まれついての美しさだけでなく、これほど清らかな子供を知らない。

　だが、いつか大きくなり苦悩を知った時、この子はどう耐え、どのように成長するだろう。

　そればかりが、気がかりだった。

「ケイローン、あの奥のひとたちは、死んでいるの？」

　ティーエも、死は分かる。

　山の動物たちも、木も草も、全てがティーエの友だ。猪も熊さえも……。

　だが、生あるものには必ず死が訪おとずれる。

　死ねば、その肉体は腐くさり、霊は、大たい抵ていの場合はどこかに去って行く。

　もう、二度と会うことはない。

　死は別離だ。

「死んではいないよ。眠っているのだ」

「眠って……でも、起きて来ないよ」

「彼かれ等らが起きるのは、ずっと先だ」

「ずっと先……」

「そうだ。何百年も、いや、何千年も先のことだ」

「生まれ代わるんじゃなくて？」

「生まれ代わるのではない。ただ今は時が過ぎて行くのを待っている。われわれケントウリは、この大陸に絶望したのだ」

「絶望……」

「そうだよ。われわれは、無む垢くな未来を、こうして眠りながら待つことにしたのだ」

　ケイローンの言うことはほとんど理解できなかったが、ティーエはその後、ケイローンとの約束を守り、二度と奥に入りはしなかった。




「父親……母親……今夜……」

　ケイローンが入って行った奥の洞どう窟くつの前に佇たたずみ、ティーエは呟いた。

　心の準備をしておけとは、どういうことなのだろう。きっと、複雑な話に違いないとティーエは思った。

　まだ日は高い。

　ティーエは再び洞窟を出、初夏の日差しのもとに戻って行った。

　風が清すが々すがしい。

　今度は谷ではなく、森の方に向う。

　広葉樹の多い森だ。

　ラテル山は、神の山と言われているが、スクーナ・ラトリや他の山々ほど高くはない。

　現在、ティーエがいるのは、標高七〇〇メートルの辺あたりだが、ほぼ、山の五合目に当った。

　歩くことを覚えてから、雨が降らない限りは、ティーエは戸外で過ごすことが多い。

　この近くなら、隅すみ々ずみまで熟じゆく知ちしていた。

　ティーエが森に入ると、動物たちが寄って来る。

　木々も、親しげに枝を垂たれ、新しい生気を惜おし気げもなくティーエに注ぎ掛けた。

　言葉を掛けはしないが、ティーエの回りは優し気な気配に満ちる。

　心が通じ合うからだ。

　ティーエは更さらに森の奥に行くと、この森で最も古い木の根元に腰を下ろした。

　松の一種で、高さ数十メートル。幹の太い部分は、直径三メートルはある。

　ティーエは地上を這はう太い根に触さわる。

　地下から水分を吸い上げる、生命いのちの動く音が伝わって来る。

　松は風にサラサラと鳴って、わざとのようにティーエの頭上にまだ青い葉を落した。

　ガサッ……。

　ガサ……。

　森の下した生ばえを踏んで、何かが近付いて来る音がする。

　大きい。

　ガサ……。

　ザザザ……。

　灌かん木ぼくを搔かき分けて姿を現わしたのは、巨大な熊だった。

　色合いは濃いグレーだが、ヒグマの一種だ。

　ティーエは、少しも慌あわてない。いや、それどころか、熊に向って微笑ほほえみかける。

　熊は、ティーエに近付くと、その白い頰ほほをペロリと舐なめてから、隣りにドシンと座った。

　ティーエの数倍、いや、それ以上の大きさだ。

　ティーエは、熊の巨大な腹の上に身を投げかけると、頰ほお擦ずりをした。

「オフクロさん……」

　ティーエは熊に話しかける。

　オフクロさんとは、ケイローンがこの熊に付けた名だ。

　ティーエは、それが母親を意味する言葉であることを、最近になって教えられた。

　ペロリ……。

　大熊は、またティーエの頰を優しく舐め、大人しくティーエのするに任まかせている。

　ティーエは、熊の毛皮を撫なでた。

「母親って、あなたのようにあったかいの？」




　満天の星は、手が届きそうなほど近かった。

　今にも落ちて来そうだ。

　山の夜は深い。

　明りが僅わずかに、ケイローンとティーエの住む洞窟から外に漏もれ出す他は、星だけが唯ゆい一いつの、頼りない、しかし豪ごう奢しやな照明だった。

　ケイローンとティーエは、洞窟の中で、さきほどの岩をテーブル代わりに、向い合って座っている。

「ケイローン、約束です。話して」

「心を静めて来たな、ティーエ。今のおまえの心は澄んでいる。一点の曇くもりもない」

「はい、ケイローン」

　ティーエは頷うなずくと、じっとケイローンの眼を見つめた。

　ケイローンも、じっとその眼を見つめる。

　エメラルドと、紫水晶のような双ふたつの眼。

「では、話してあげよう」

　ケイローンは、厳おごそかな調子で言った。

「おまえがこの山に来たのは、まだ生まれて一〇日ほどしか経ってはいない頃だった。一一年前の今頃、一人の若い女が山を登って来た」

「その人が、母？」

「そうだ。おまえは、その女性の胸にしっかりと抱かれていた」

「ぼくが……胸に……」

　ティーエは、一瞬、オフクロさんの温かさを思い出した。

「その女性は、半死半生だった。気力だけで、この山に辿たどり着いたのだ」

「病気？」

「いや、病気という訳わけではない。子供を産んだばかりでの長旅のせいだ。しかも、追っ手を避けながらの逃とう避ひ行こうだ。とうとう追っ手に見つかってしまった時、供の者はおまえたちを逃がすために切り死にをしたという」

「それで、母はどうしたの？」

　ティーエは、たいした思い入れもなく、母という言葉を使っている。まだ、しっくり来ない言葉なのだ。

「わたしは、その女性をこの岩屋に運び、手当てをした。ほら、おまえが今使っている部屋だ」

「ぼくのベッド……」

「そうだ。そこに、おまえの母とおまえは寝ていた。おまえの母は僅わずか三日ほどのことだったが」

「母はどうしたの？　どこかに行ったんですか、ケイローン」

「いや……死んだのだ」

　ケイローンは言った。

　いつも優しいのだが、あまり感情を現わさない。ティーエも、いつの間にかその影響を受けていた。

「死んだ……では肉体は消滅して、魂たましいはどこかに行ってしまったのですね」

　ケイローンは、何も言わなかった。ただ、哀あわれむような目でティーエを見、微かに笑った。

「生きる意志が無かった。生きる強い意志さえあれば、わたしの医術であの女ひ性とを救うことは出来たのだ。だが、あの女性は死ぬつもりでいた。今はもう亡ない夫と、家族と、そして滅びてしまった国と共に、自みずからをも消滅させたいと願ったのだ」

「夫って……ぼくの父？」

「そうだよ、ティーエ」

「家族って、ぼくの家族？」

「そうだ。おまえの父の両親だ。わたしは、おまえの祖父に会ったことがある。だから、おまえの祖父は、おまえをわたしに託たくしたのだよ」

「父、母、祖父、祖母……」

　ティーエは、頭の中がゴチャゴチャになるような気がした。

　そんなに何人も家族というものがいるとは……。

　だが、その人々は全員が、もうこの世にはいないのだ。

　ケイローンは、ゆっくりと、分かり易いように、共和国デン滅亡のいきさつを話した。

　市民軍の指揮官である、父が戦死した日の夜にティーエが生まれたこと。

　その僅か二日後に、都市が陥かん落らくしたこと。

　そして、母シレーナだけが、生まれたばかりのティーエを連れて脱出し、この山まで逃げのびて来たこと。

　ティーエは、ケイローンから学んだ通りに、表情をほとんど変えず、一心に聞き入っていた。

「それで、父や母はどんな人？」

「おまえの父は知らない。祖母もだ。会ったことがないからね。しかし、祖父の若い頃の姿と、母の姿はわたしの記憶の中にある。今見せてあげよう。手をお出し」

「はい」

　ティーエは、両手をテーブルの真まん中なかに揃そろえて置いた。

　ケイローンは、口や絵に描いただけでは説明できないものをティーエに教える時は必ずこうするのである。

　イメージを直接ティーエの頭の中に送り込むのだ。ちょうど、さいぜん、ティーエを呼ぶために、言葉を送ったように。

「目をお瞑つむり」

「はい」

　ティーエは目を瞑った。

　ケイローンは、その大きな手でティーエの白い華きや奢しやな手を取った。

　ティーエの瞼まぶたの裏に、やがて一人の若い男の姿が浮んで来た。二は十た歳ちを少し過ぎたばかりで、人ひと懐なつっこい笑みを浮べている。

　がっちりとした体格で、顔は日焼けはしているものの、北方の白色の民族の出身であることはすぐに分かった。

　むろん、ティーエと同じだ。

「この男が、おまえの祖父、アウル・バカンだ。確か、あの時は二一か二歳だった。諸国を放浪して歩いた後で、国に帰るところだった」

「祖父……おじいさん」

　ティーエは、祖父を呼ぶ時の言葉をやっと思い出した。まだ一度も使ったことはないのだが。

　やがて、男のイメージは瞼から消え、代わりに別の光景が浮んで来る。

　それがどこなのか、ティーエにはすぐに分かった。自分が寝起きしている部屋なのだ。

　石造りのベッドの上に、若い女が横たわっていた。

　むろん、石の台の上に、枯れ草のマットを敷き、毛布を何枚も掛けてある。

　女は、腕に布でくるんだものを抱いていた。
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　赤ん坊だ。

　ということは、この女が母で、赤ん坊はティーエ自身ということになる。

　女は、かなり窶やつれていたが、美しかった。

　確かに、今のティーエはその女に良く似ている。

「この女ひ性とが、おまえの母だ。絶世の美女と言われた、シレーナ姫だよ」

「母……おかあさん」

「そうだ、おかあさんだ」

　ケイローンの掌てのひらの中の細い手が震えている。




　カッ、カッ……。

　足音を忍ばせ、ケイローンは洞窟内のティーエの部屋の入口に行く。

　自分の生いたちをすっかり聞かされてから、ティーエは夕食も取らずに引き込もってしまった。

　ケイローンは、何も言わずに、ティーエの様子を見ることにした。

　ティーエの受けたショックは、最も親しい遊び相手だった山猫ラオの死などとは、比較にならないはずなのだから……。

　ラオが、獲え物ものの岩場ネズミを深追いし過ぎて、崖がけから落ちて死んだ夜も、山の天気は荒れ模様だったが、今夜も、星はいつの間にか姿を隠し、風雨が強くなって来ている。

「ティーエ」

　ケイローンは、小部屋の中を覗のぞき込む。

　中は暗かったが、ティーエが起きているのは気配で分かった。

　ただし、ベッドの上に突っ伏している。

　泣いているのだ。

　無理もない。

　まだ、一一歳になったばかりの子供なのだから……。




〝ティーエ、ティーエ、起きなさい〟

　少年はベッドの上で目を覚ました。

　泣き疲れていつの間にか眠ってしまったのだ。

〝ティーエ、早く岩屋から出ておいで〟

　また、ケイローンが呼んでいるのだ。

　頭の中に直接声が聞こえるということは、急いでいることに他ならない。

　ティーエは飛び起き、いつも服を置いてある台の上を見る。

　服はない。

　それもそのはずだった。

　ティーエは服を着たまま寝てしまったのだから。

　ティーエは、大急ぎで洞どう窟くつを出る。

　ケイローンは、途中の階段の所に立っていた。

「ティーエ、ごらん。自分のしたことを」

　ケイローンは、半なかば呆あきれ、半ば怒ったように言った。

　ケイローンが、こんな風に物を言うことは珍しい。

「ぼくのしたこと……」

　ティーエは、不思議な面おも持もちで辺あたりを見回した。

　叱しかられるようなことをした覚えはない。

「あっ！」

　さすがのティーエも大声をあげた。

　谷の上の崖が大きく崩れ、滝の形が変っている。しかも、崩れた岩が、谷を堰せき止めているのだ。

「それだけではないぞ、ティーエ……」

　ケイローンは、そう言うと、先に立ってどんどん歩き出す。

　ティーエは、首を捻ひねりながらも、ケイローンに続いた。

　なぜ、自分が非ひ難なんされるのか分からない。

　今まで、ケイローンはめったにティーエを叱ったことはなかったし、こんな風な、訳わけの分からない態度を取ったこともなかった。

　ケイローンは、いつも与あたう限りの愛を注いでくれた。

　もっと小さい時には、馬のようなその背に乗せてあやしてくれたものだったが……。

　ティーエは、不安を覚えた。

　やがて、森に着く。

　森もひどい有り様だった。

　大嵐の後のようだ。

　木々の枝は折れ、弱い木は根も露あらわに倒れている。

　倒れた木の下敷きになって、ティーエの知っている穴ウサギが何匹か死んでいた。

「これは……いったい、どうしたの？」

　ティーエは、不安な目でケイローンを見上げる。

「ゆうべの大嵐のせいだ」

「大嵐……」

　ティーエは、自分のショックと哀かなしみに夢中で、外の嵐などまるで気付かなかった。

「おまえが呼んだのだよ」

「ぼくが？」

「そうだ。おまえが、無意識に風と雨の精霊を呼び寄せてしまったのだ。おまけに、滝の崖の精霊までがおまえの悲しみに感応して、自ら崩れ落ちてしまった」

「ぼくが……でも、ぼくはまだ魔術を使ったことはありません。ちゃんとした使い方を教わっていないもの」

「そうだ。わたしは、おまえに魔術の基本は教えたが、使い方を教えてはいない。だが、おまえは、それを無意識に使ってしまったのだ」

「無意識に……」

　ケイローンの言うことが本当ならば、ティーエの魔術の天てん稟ぴんは、実に恐るべきものだと言える。

　ティーエは、まだケイローンの言うことが理解できずに、ぼんやりと雨の惨さん状じようを眺めていた。

「ごらん……何もかも、おまえの呼んだ精霊の仕し業わざだ。雨と風の精霊は、おまえに呼び寄せられたものの、心が乱れているので、こうして荒れ狂ってしまったのだよ」

「ぼくが……したこと……」

「そうだよ、ティーエ。おまえは、まだまだ感情が激しい。完全に感情を制せい御ぎよすることを学ばねばならない。そうでないと、こうして回りのものを巻き込んでしまうよ」

「ぼくのせいで……」

「明日から、また修業をしなければ……」

　ティーエは、ケイローンの言葉を、もう聞いてはいなかった。

　よろめくように、潰つぶされた穴ウサギに歩み寄ると、その死し骸がいを抱き上げ、しっかりと抱き締める。

「ごめん……ごめんね」

　ティーエは、ウサギを抱きながら、肩を震わせる。

　ポツン……。

　ポツン……。

　いつの間にか、雨粒がケイローンの馬のような広い背中を叩き始めていた。

　今まで晴れていたというのに。

　ティーエが、また無意識に雨の精霊を呼んでしまったのだ。

「やれやれ……」

　ケイローンは苦笑した。

　ティーエの回りには、動物たちが集まって来ている。

　まるで慰なぐさめるように。あるいは、共に泣こうとしているように。




「ケイローン、どうして鳥は飛ぶの？」

　いくつの時だったろう。ケイローンが、初めて魔術のことを教えてくれたのは……。

　多分、六つか七つぐらいの時のはずだ。

　ティーエは思い出していた。

　それは、薬草の勉強をするために、草原に行った時のことだ。

　真青な上空を、大きな鷹たかが掠かすめて飛んだ。

「揚よう力りよくだよ」

　ケイローンは、ティーエの質問に答えて言った。

「風の力が、鳥を支えているのだ」

「どうして、人は飛べないの？」

「鳥は、翼の構造で、最も多く、しかも効果的に風の力を受けられる。だが、人間には、それがない」

　ケイローンは言葉を切って言った。

「だが、人も、空を飛ぶことは出来る」

「どうやって？」

「魔術を使えば、可能だ」

　それが、ティーエが魔術という言葉を初めて耳にした時だった。

「方法は三つある。ひとつは風の精霊を使役して、身体からだを浮かせてもらうこと。もうひとつは、自ら鳥に変身すること。そして、もうひとつは、幽ゆう魂こんを肉体から投出することだ」

「それが、魔術で……」

「そうだ。いずれ、おまえは魔術を学ぶことになる。だが、ひとつ忘れてはいけないことがあるよ」

「なんですか？　忘れちゃいけないことって……」

「鳥は、飛ぶことを疑いはしないということだ」




　一一歳の誕生日を迎えた時から、ティーエは本格的な魔術の修業に入った。

　天てん賦ぷの才能はあるものの、魔術には、極度の精神集中力が必要不可欠だ。

　ティーエの魔術修業の半分は、精神鍛たん練れんに当てられた。

　瞑めい想そう、断だん食じき、山の中を歩き回ること、滝に打たれること、それは、オーラを見、病気を探り、それに合った薬草を調合する、薬師の修業とは、比べものにならないほどに厳しい。

　しかし、ティーエは進んでそれを行った。

　食事も、完全な菜食に切り替える。

　これまでは、成長期の栄養のために、卵ぐらいは口にしていたのだが、それも断たった。

　ティーエは、それも喜んで断った。

　生き物を殺すのが嫌いやだったからだ。

　本当は、植物といえども生き物なのだが、まったく食べない訳わけにはいかない。

　やがて、ティーエは、ケイローンも驚くほどの速さと適確さで、確実に魔術をマスターしていった。




　やがて、ティーエは一七歳の誕生日を迎えた。

　見違えるほどに成長し、ますます亡き母に似て、その美しさも顕けん著ちよになっている。

　ケイローンは、岩屋の入口に立って、ティーエに外を示した。

「ティーエ、わたしは、もうおまえに教えることはない。おまえは今日、山を下るのだ」

「山をですか、ケイローン。わたしは、どこへ行けばいいのですか」

　ティーエは、傍かたわらのケイローンを仰あおぎ見る。

「それは、自分で決めるのだ。おまえは人間だ。人間の世界に戻らなくてはならない」

　それは、以前からケイローンに言われていたことだった。

〝時が来たら、おまえは人間たちの世界に帰るのだ〟と。

「ケイローン、あなたは？」

「わたしは、三日後に眠りに入る」

「眠りに……では、奥のひとたちのように」

「そうだよ。わたしたちは、五〇年交代で、見張りを一人置くことにしたのだ。わたしは五〇年前に目覚めた。おまえの祖父に会ったのは、長い眠りから起きたばかりの頃だった」

　ケントウリ族は、何百年も生きる長寿の一族なのである。

「祖父……アウル・バカンですね。デン共和国の評議会議長だった」

　ティーエはすらすらと言った。

　故国、デンのことだけなく、下の世界の情勢は、全て教えられている。

「わたしは、五〇年ぶりの眠りに戻る。もうおまえに会うこともないのだ」

「ケイローン……」

「わたしは、わたしの仲間に内ない緒しよでおまえを育てた。それは、おまえが世界の相を持っているからだ」

「はい」

「おまえこそが、この世界の命運の鍵を握る者……おまえは、人間の世界に戻り、様々な経験をしなければならぬ。それは、おまえにとっては、魔術の修業より、もっと苦しいことだろう。だが、おまえは耐えなければならぬ」

「はい……ケイローン」

「おまえは強い。おまえの魂が強いのだ。おまえはきっと耐えるだろう。この世界のために……」

「はい」

　ティーエは大きく頷うなずいて言った。

「おまえは、そのうち、アドリエ王国に辿たどり着くだろう。そこでは顔を見られてはならない」

「顔を……」

「そうだ。おまえは、アドリエで、おまえの運命と出会うだろう」

「わたしの運命……それは、何ですか？」

「今は、言えない。言わない方がいいだろう。おまえは、それまでに、耐える力を身に付けるのだ」

「はい」

「では、お行き」

　ケイローンは、ティーエの背を促うながすように軽く叩いた。

「ケイローン」

　二、三歩石段を下りてから、ティーエは振り返り、懐かしげな目で、じっとケイローンを見つめた。

「ひとつお伺うかがいしてもいいでしょうか」

「なんだね」

「ケイローン、あなたがた、ケントウリ族は、この世の者ではないと、以前あなたはおっしゃいました」

「そうだったな」

　数年前、ティーエが、何故ケントウリ族は人間とは姿が違うのかと質問した時に、ケイローンはそう言ったのだ。

「では、あなたがたは、どこから来たのですか？」

　ケイローンは、天を指さして言った。

「宇宙からだ」

「宇宙……」

　ティーエは呟つぶやき、空を見上げる。

　雲ひとつ無く晴れ渡った空に、昼の月が出ていた。

　月……トバ女神。

　そうだ。行く先はトバ女神が示してくれよう……。

　ティーエは、ケイローンの姿が見えなくなるまで、何度も振り返りながら崖を下り、谷に出た。

　川筋に沿って行けば、麓ふもとに着くだろう。

　下るほどに、谷川はゆるやかに、広くなって行く。

　ティーエは急がずに歩いた。

　人間たちの世界に向って……。







　三章　辺境の町




　ラクシは、複数の男の声を聞いたように思い、反射的に岩いわ陰かげに身を隠かくした。

　砂漠とはいえ、この一帯が岩石地帯なのが、もっけの幸いだ。

　やがて、大きな岩を回って、五人の男が街道に姿を現わした。

　街道といっても、砂漠の道だ。荷車ひとつ通る訳わけではないが、砂の多い地帯と違って、道は白く、ひと筋に続いている。

　男たちは、ラクシの行く手から来て、今通って来た方へ、道を逆に辿たどっている。

〝盗とう賊ぞくだ！〟

　ラクシは直感した。

　よく見ると、直感の正しいのが分かる。

　男たちの年齢、服装などはまちまちだったが、全員が剣を帯びている。それも、中剣だけでなく、懐ふところには短剣も隠し持っているし、他にも武器がありそうだ。

　砂漠を旅する者が、剣を持つのは当り前のことだが、この男たちは、いかにも使い慣れていそうだ。

　早い話が、血の臭においがしそうな感じがするのである。

　人の血を流すことを、なんとも思わない者たちだけが持つ、あの厭いやな臭いだ。

　ラクシも、砂漠を一人で旅するからには剣を使う。やむなく、相手を絶命させたこともある。

　だが、他ひ人とに血を流させるということは、決して気持ちの良いものではない。

　しかし、この男たちは、そういう正常な感覚など、とうに失なくしてしまっているのだ。

〝どこに行くんだろ〟

　気配を押し殺して、側そばを通り過ぎる五人の男の様子を伺うかがいながら、ラクシは考えた。

　あの分かれ道で、どちらの道を選ぶのか。ラクシが来た方角に行けば問題はないのだが、もし、ハイダ・アテンの町の方角を選んだとしたら……。

〝あいつ……〟

　ラクシの脳裏に浮んだのは、あの奇妙な旅人のことだった。

〝あいつ……丸腰だ〟

　金かね目めのものは、持っていそうになかったが、あの美び貌ぼうだ。殺されないまでも、奴ど隷れいに売られてしまうに違いない。

　盗賊たちの足取りはかなり速い。同方向なら、すぐに追いつかれてしまう。

　そう思った時には、ラクシはもう行動を起こしていた。

　岩山に身を隠しながら、男たちをつけて行く。

　とにかく、行く方角を確かめるのだ。




　ティーエは、ごく普通の速度で街道を進んでいた。

　徒歩の旅だから、自分のペースで歩かなくては疲れてしまう。

　疲れて倒れても、助けてくれる者はいないのだ。

　旅程と体力を考え、無理なく次の町に着けるペースを取る。

　ほっそりとした身体からだながら、山中で育ったから、体力はある。

　山中歩行の修行をし、ラテルの山の中を駆け回っていた。薬草を採るために、岩山も登った。汗をあまりかかない方法や、歩きながら身体の一部を眠らせる方法も会え得とくしている。

　砂漠の旅は、苦にはならなかった。

　それよりも、あまり人に会わないで済む分だけ気楽だ。

　ケイローンと別れて、ラテルの山から下り、初めて村というものに出た時の苦痛を、ティーエは思い出している。

　とにかく、人間の世界に戻るなら、人数の少ない所から徐じよ々じよに慣れなければ、神経がおかしくなってしまう。

　ケイローンは、ティーエが山から下りたら、まず行く所を考えておいてくれて、日頃、ああしろ、こうしろと助言をしていた。

　ティーエは、その助言通りに、砂漠を控ひかえた東のアドリエ王国側ではなく、ラトリ山脈の西側の方に下山した。ラテル山もそうだが、この一帯は雨が良く降るので、緑が豊かだ。海から来る湿った雲は、皆、このラトリ山脈にぶつかり、北側と西側にのみ雨を降らす。だから、東側と南側が乾燥地帯なのだった。

　ラテル山の西の麓ふもとに村がある。

　ハイセレという名の村だ。

　ケントウリ族を、主神と崇あがめているところを見ると、村人の先祖が、ケントウリの誰だれかに会っているのだろう。

　山から下りて来たティーエの姿を見て、人々が集まって来た。

　服はごくありふれたものだったが、この美貌と現実離れした雰囲気に加えて、左右の色の違う、信じられないほどに美しい瞳ひとみだ。

　村人たちが、ティーエを神の使いと思い込んでも、無理からぬことだった。

　村人たちは歓声をあげ、ティーエの回りに集まり、ティーエを村の中に連れて行こうとした。

　何人かが、ティーエの手を引き、身体に触れる。

　いきなり、いくつもの思考が、ティーエの頭の中に飛び込んで来た。

　相変わらず、ケイローンのように、思考を遠くに送ることは出来なかったが、今のティーエは、相手の身体に触れれば、相手が強く思っている事柄が流れ込んで来る。心の叫びなら、触れなくても分かるのだ。

　何人もの人の思考。

　喜び、恐れ、疑い……。

　そして、人々のオーラの色。

　村人は、一〇〇人にも満たなかったが、ティーエには無数に思えた。

　一度に、何十もの考えとオーラの色と、そして言葉がゴチャゴチャに飛び込んで来るのだ。

　息が詰まりそうだった。

　ティーエは目を瞑つむり、両手で耳を塞ふさいだ。

　だが、叫びや思考はまだ流れ込んで来る。

　人間とは、こんなにも種々雑多に、様々なことを考えるものなのか。

　しかも、ティーエが今まで知らなかった醜みにくい思念がある。混乱した思考がある……。

「ああっ！」

　ティーエは叫んだ。

　耐えられなかった。

　ティーエは、叫びながら、人々を搔かき分け、走り出した。

　村を出、山に入るまで、ずっと耳を押えたまま駆け続けていた。

　ティーエは、そのまま山中に三日間隠れていた。

　だが、これはティーエが克こく服ふくしなければならないものの第一歩に過ぎないのだ。

　ティーエは勇を鼓こして村に戻った。

　人々は、神の使いが帰って来たことを喜んだ。

　二度目なので、ティーエにとっても、三日前ほどに辛つらくはなかった。

　しばらく我が慢まんしていると、人々の思考も区別出来るようになったし、触さわらないでくれと頼んだので、入って来る思考が大分減った。

　落ち着いて村人を眺ながめられるようにもなった。

　ケイローンに見せられたイメージではなく、初めて見る、本当のひとの姿……。

　男、

　女、

　老人、

　子供……。

　生きて、生活している人間たち。一人一人の人間たちだ。

　村人たちは、ティーエを神殿に連れて行くと、次々と捧ささげ物を持って来た。

　神殿と言っても、岩を積み上げた祠ほこらのようなものに過ぎないのだが……。

　木の葉の皿に盛った肉、素焼きの壷つぼに入れた果実酒、川で捕った魚から、装身具や金かねまでだ。

　ティーエは、魚や肉以外の食料と金を受け取り、代わりに病人の治療をした。

　これが、ティーエが薬くす師しとして金を得た、最初の経験だった。

　ティーエは一週間ほどハイセレの村に滞在してから、仲良くなった村人たちに別れを告げて旅立った。




「おいっ、待て！」

　突然、背後で男の声がしたと思うと、数人の男がバタバタと走って来て、ティーエを取り囲んだ。

　五人居る。

「はい……」

　ティーエは、足を止めた。

　後ろから、数人の男たちが速い足取りで来るのに気付いてはいたが、呼び止められるとは思わなかった。

「何かご用ですか？」

　誰だれが見てもそれと分かる盗賊に向って、ご用ですかと問う人間も珍しい。男たちは、一瞬、啞あ然ぜんとして、この旅人を見つめた。

　外ハ套ザの頭巾フードを被かぶっているので、顔は、そろそろ強くなり始めた日差しの作り出す陰で、ほとんど見えない。

　手や声から、若い男らしいとは分かるのだが。

「これが見えないのか」

　一人の男が、スラリと剣を抜き放った。

「はあ……剣ですね」

　ティーエは、少し困ったように言った。

　まったく人を疑うことを知らない。

　ただ、この男たちの漂ただよわす雰囲気は不快だった。

　ティーエは、頭巾の中で眉まゆを顰ひそめる。

　盗賊たちは頭を悩ましている。

　この男の無む邪じや気きなほど平然とした態度は何なのか……。

　よほど腕が立つことから来る自信か、それとも、ただおめでたいだけなのか……。

　見たところ、武器を持ってはいない様子だが、油断は出来ない。

「剣ですね、じゃない」

　剣を抜いた男が言った。

　中剣は両刃で、刃渡りは五、六〇センチだが、この男の剣は多少長目に出来ている。

　男はそれを、ティーエの目の前に突きつけた。

「金を出してもらおう。金目のものは全部だ」

「お金ですか」

　ティーエは頷うなずいて言うと、懐に手を入れようとした。

　むろん金を出すためだ。

「待て！」

　もう一人の男がそれを止める。

　懐に、短剣を持っているかもしれない。

「手を動かすな。金はおれが取る」

　四〇がらみの男は、この五人の中ではリーダー格なのかもしれない。残る四人に警戒させると、一人、ティーエに近付いた。

　ティーエは大人しく立っている。

　男は懐に手を入れる前に、ふと思いついて頭巾に手を掛けた。

　顔を見れば、腕が立つかどうかが分かるだろう。

　男は、頭巾を後ろにはね上げる。

　露あらわになったティーエの顔を見て、五人の男は一様に驚いた。

　若い男の不敵な面構えが現われるとは思いの外、世にも稀まれな美女の顔だったのだから。

「なんだ、こいつは……」

「女か？」

「あのう……わたしは男ですが」

　ティーエは真ま面じ目めに言った。

「なんだ？」

　ティーエを相手にすると、誰でも調子が狂うようだ。

「あにき。やっぱり、こいつはどっか、おかしいぜ」

　二五、六歳か、五人の中で一番若い男が、指先で自分の頭をコツコツと叩たたいて言った。

「構わんさ」

　もう少し年上の男が言った。

「とぼけているだけだろうと、本当にイカレていようと、値段には関係ない」

　男たちは、もうティーエをどこかに売りとばすことを考えているのだ。

「この顔だ」

　ティーエの側そばの男が、その顎あごにぐいと手を掛け、上を向かせた。

「おれは、こんなきれいな顔を見たのは初めてだぜ。おまけにこの眼め」

「きっと高く売れる」

「あのう……お金なら差し上げますが」

　ティーエには、この盗賊たちが何をもくろんでいるのか、まったく理解出来てはいない。

「金はもういい」

「欲しいのは、おまえだ」

　男たちは言うと、包囲の輪を狭せばめた。

「わたしですか？」

　ティーエは首を傾かしげる。

「ああ、もうっ！　見てらんねえ」

　突然、近くの岩陰で、イラついた少々甲かん高だかい声がしたかと思うと、小柄な人間が飛び出して来た。

　ラクシだった。

　盗賊たちが、ティーエの去った方角に行くのを確かめ、しばらく迷った後で追って来たのだ。

　どうしても、放ほうっておけなかった。

　あの〝変なやつ〟は、どうも頼りないような気がする。

　こうして来てみれば、案の定じようだ。

　ラクシは、五人の男の輪の中にパッと飛び込むと、ティーエを背後に庇かばって身構えた。

　むろん、手は剣の柄つかだ。

「おまえら、とっとと消えな。下へ手たに手を出すと、怪け我がするぜ」

　ラクシは威い勢せいのいい啖たん呵かを切った。

　あれよあれよという間に加か勢せいが来たので、目を白黒させていた盗賊たちだったが、飛び出して来たのが、小柄な少年一人だったのに、いささか拍ひよう子し抜けした。

　おまけに、こちらもなかなかの美少年だ。

　盗賊たちは、互いに目くばせをし合った。

　新たな獲え物ものが、向うから飛び込んで来たと思ったのだ。

「よしな、坊や」

　一応飛び退すさって構えていた、リーダー格が鼻先でせせら笑った。

「その可愛かわいいお顔に傷でも出来たら、価値が下がる」

「大人しくしてなよ、お嬢ちゃん」

　別に、ラクシを少女と見抜いた訳わけではなく、ただ小バカにするために、若い男はそう言ったのだが、ラクシの頭には、カッと血が昇のぼった。

「なんだと、このヤロウ！」

　ラクシは、柄に手を掛けたまま、その若い男の懐近くまで飛ぶと、パッと剣を抜き打ちで下から上に振り上げ、直後にはもうもとの位置に戻っている。

「あっ！」

　若い男は、一瞬茫ぼう然ぜんとした。

　何が起きたのか、分からなかった。

　それほどに、少年ラクシの動きは素す速ばやかった。

「ドム！」

　仲間の一人が叫ぶと、若い男の胸の辺あたりを指差した。

　そして、着ていた外ハ套ザの胸の辺りが、突然二つに分かれ、だらりと垂れ下がる。

　いつの間にか、外套の胸の辺りが大きく切り裂かれていたのだ。

　赤いものが、服に付いていた。

　刃は胸まで達していた。

　しかし、ラクシはわざと擦かすり傷程度に止とどめておいた。

　これは警告のつもりだ。

「これで分かったろ。怪我するのは、どっちだか」

「クソッ！」

　ラクシの言葉も終らないうちに、胸を切られた男が剣を抜いて襲いかかっていた。

　ラクシは、すっかり体勢が出来ている。

　パッと飛び退のきざま、男の喉のどを剣で横よこ薙なぎにした。

　ラクシの剣は、珍しく片刃で、突くことも出来るが、引いて切ることを目的として作られている。

　これが、ラクシの戦法なのだ。

　バッ！

　血ち飛沫しぶきがあがる。

「うっ……」

　若い男はそのまま前につんのめり、数歩行ってから、どっと倒れた。

　喉を骨近くまで切り裂かれている。

　この大陸で、盗賊相手に下手な手加減をする者はいない。

　まして、五対一だ。

　ラクシがどんなに腕が立っても、長引けば疲れる。

　剣の威力ではなく、身ごなしの素速さが利点のラクシだから、疲れれば後おくれを取ることになる。

　敵は、一人ずつでも、確実に片をつけておかなければならない。

　ラクシは、もう次の盗賊に切り掛かっていた。

　まだ茫然としているうちの方が有利だ。

　カチッ！

　カチッ！

　リーダー格は、数すう合ごう剣で受けたが、体勢が十分ではない。よろめいて一歩退しりぞく。

　ラクシは、それを見逃さずに、剣の柄を両手で握ると、体当りするように全身の力を掛け、男の胸に剣を深々と突き刺し、直後にその胸を蹴飛ばしながら引き抜いた。

　身体が軽く、腕力も足りないので、全すべての動作に、全身を使う必要があるのだ。

　それも、スピードがなければならない。

　ラクシは、早くも、三人目に向って体勢を整えている。

　何がなんだか分からずに、目を丸くしていた残る三人も、やっと事態を理解したのだ。

　少年ながらも、相当の腕だ。

「気を付けろ」

　三〇代半ばの男が言った。

　他の二人も、ひとつふたつ下だろうが、やはり三〇前後の年だろう。

　三人共、剣を抜いて構えている。

「フン……」

　ラクシは、鼻先であざ笑った。

「仲間を担かついで、さっさと消えた方が利口だぜ」

　そう、うそぶきながらも、目ではちゃんと、三人との間ま合あいを測っている。

「ラクシ……もうそのぐらいにして下さい」

　目を見開いたまま、前でくり広げられる光景を茫然と見つめていたティーエが、やっと口を開いた。

「もう、殺さないで」

「それは、こいつらに言ってくれよ」

　ラクシは言った。

「こいつら次し第だいだ」

「くそうっ！」

「よくも仲間を！」

　三人は一いつ斉せいに、ラクシに飛びかかった。

　ラクシは低く身を沈めると、三人の隙すき間まから転がり出る。

　ガチッ！

　ガチッ！

　二人が剣をぶつけ会い、一人はようやく手前で止めた。

「アホッ！」

　ラクシは、起き上った時にはもうきっちりと構えている。

　後ろから一人の首の後ろを払はらった。

　ガリッ！

　厭いやな音がした。

　ラクシは、正確に頸けい椎ついを切断している。

　切られた男は、しばらく泳ぐように両手を動かしていたが、やがて後ろにばったりと倒れた。

　ラクシは、倒れた男の身体を飛び越えると、その勢いで、剣をぶつけ合ってはね返され、よろけた男の脇腹に、ズブリと自分の剣を突き刺し、そのまま引き抜かずに、パッと手を離して転がった。

　引き抜いていては、間に合わない。

　もう一人が、剣を振り上げている。

　ラクシは、腰のベルトに差している短剣を引き抜くと、わざと男の懐に飛び込んだ。

　盗賊の剣は、普通の両刃のもので、突く目的で作られている。

　あまり近過ぎると、動きを封じられてしまうからだ。

　ラクシは、五人目の腹に、渾こん身しんの力を込めて短剣を突き入れた。

「ああ……うっ！」

　男は呻うめきながらも、ラクシの首を捉とらえようとする。

　ラクシは、パッと短剣を離し、飛び退すさった。

「ううっ……うっ……」

　男は腹を手で押え、屈かがみながら前に進むと、ガクッと膝ひざを突いた。

　両手を短剣の柄に掛け、引き抜こうとする。

　まるで、そうすれば、何もかも元に戻るとでもいうように。

「いけません……」

　ティーエが言って、男に歩み寄った。

「剣を抜けば、死にます」

〝なんだ？　こいつ〟

　ラクシは、呆あきれ顔でティーエを見た。

　五人もの相手と闘ったのだ。さすがに、息を切らしている。

「抜いたら、死にますよ」

　男はティーエを見、首を振った。

「今なら、まだ命は助かります。わたしが、助けてあげます」

　ティーエは、男の側に片膝を突いた。

　ラクシは、ティーエが薬師であることを思い出していた。

　確かに、ラクシは男の急所を刺した覚えはない。

　男はじっとティーエの目を見つめた。

　そして、さっと短剣を引き抜き、どっと倒れる。

　噴き出した血が、見る間に辺りを染めて行った。

「あ……」

　ティーエは嘆たん息そくした。

　僅わずかながら、哀かなしげな色があった。

　ティーエの目の前で、男の身体から発していたオーラが消えて行く。

　調べるまでもなかった。

　もう、全員がオーラを発してはいない。

　既すでに死んでいるのだ。

　ティーエは立ち上ると、羊の皮袋に入れた水を布に付けてラクシに近付いた。

「心配ないよ」

　ラクシは言った。

「おれ、怪我してないもん」

　ティーエは何も言わず、ラクシの顔や腕に付いた返り血を拭ぬぐい始めた。

〝強いんですね〟

　とも、

〝ありがとう〟

　とも言わない。

　まるで、余よ計けいなことをしたような感じだと、ラクシは思った。

「触さわんないでくれったら」

　ラクシは身を引いて言った。

「本当に、怪我はないんだ」

「なにも……殺すことはなかったんです」

　ティーエは静かに言った。

「えっ……」

　ラクシは茫然とした。

　盗賊をやっつけないで、どうしようと言うのか……。

「人を殺すなんて……良くないことです」

「とっ……」

　ラクシは、転びそうになった。

　命を助けてやった礼がこれか。

「こいつらを殺さなきゃ、どうなってたと思うんだよ、おまえは！」

「わたしは、この人たちを説得するつもりでした」

「このアホウ！　話して分かる相手か」

「でも……」

「相手は盗賊なんだぞ、この先、何人の罪のない旅人を殺あやめるか……」

「はあ……それもそうですね」

　ティーエは真顔で言った。

「でも……なんとか殺さないで済すむ方法はなかったでしょうか」

　ラクシは顔を覆おおった。

　本当に、調子が狂う。

　やはり、どこかおかしいのだ。

〝可哀かわい想そうに……〟

　ラクシは思った。

　盗賊を説得しようなどとは……。
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　この男は、自分の身を守る術すべも知らないのだ。

「おまえさ」

　ラクシは言った。

「金かね、持ってる？」

「お金ですか……」

「こいつらに、金をやろうとしてただろ」

「はい……少しですが」

「目的地は、ハイダ・アテンの町？」

「今のところは……」

　ラクシは、盗賊の死体と、返り血だらけの自分と、そしてティーエとを見比べた。岩陰に荷物を投げ捨ててから飛び出して来たのだが、ランピーは胴のところに穴が開いてしまっている。これでは、もう使えない。

「それじゃ、おれもハイダ・アテンに行くよ」

　ラクシは言う。

「おれを、用心棒に雇わない？」

「用心棒……」

「つまりさ、おれがおまえの身を守ってやろうっていうのさ、代わりに、町に着いたら、服を一着買ってもらう。それから、宿屋に泊るんだ。それでいい」

「はあ……」

「おれさ、あんまり金が無いんだ。ベツサトンの都ま市ちまで行けば、知り合いがいるから、そこで金を借りるつもりだったけど……たまには天てん井じようのある所で、ベッドの上で寝たいからな。泉の水の豊富な町だと、風ふ呂ろにも入れるんだぜ」

「お風呂ですか……」

　ラクシも、やはり少女なのだ。

　本当は、返り血の付いた身体を洗い、服を替えたいに違いない。

　もっとも、こんな感覚は、この朴ぼく念ねん仁じんには分かるまいが……。

「ハイダ・アテンじゃ、無理だと思うけど」

「そうですか」

　何が何だか良く分からないまま、ティーエは頷うなずいた。

「とにかく、わたしは、そのぐらいのお金なら持っています。町に着いたら、服を買って、宿屋に泊りましょう」

「よし、それで手を打った」

　ラクシは、嬉うれしそうに言うと、盗賊の死体から、自分の剣を引き抜いた。

　新たな血が迸ほとばしる。




　ティーエとラクシは、日が落ちる前に、ハイダ・アテンの町に着いた。

　ハイダとは、砂漠の町特有の名前で〝オアシスのある小さな町〟というような意味である。

　小さな町だが、ハイダ・アテンの城壁はなかなか立りつ派ぱだった。

　小さくとも、自治都市なのだ。

　城壁は外敵から身を守るためにある。だが、砂漠の都市では、もっと大きな目的があった。

　砂嵐だ。

　襲い来る砂嵐から、都市を守る。それが、城壁の最も重要な役割なのだった。

　岩石砂漠の地帯でも、砂嵐はやって来る。

　ハイダ・アテンは、大陸の北部砂漠地帯に位置するごく小さな町だったが、街道の要所にある関係から、意外に人の出入りが激しい。

　荷物を持った商人が次から次へとこの町に入り、一夜を過ごして、また次の町かオアシスヘと出発して行く。

　町の門を入って、中央の道メイン・ストリートを、宿を探しながら歩いていると、道の真まん中なかに人だかりがしていた。

　物見高いラクシは、さっそく覗のぞきに行った。

　小柄な身体を生かして、群集の中に割り込んだラクシの目に見えたものは、人々の作った輪の中で、対たい峙じする二人の男だった。

　二人とも、かなり大柄な男だ。

　とりわけ印象的なのは、灰色の男だった。

　肌も髪も眼も、それぞれ違った灰色に見える。

　この大陸には、主として東部、それも東北部に多い白い肌の人々と、赤しやく銅どう色いろの肌をした人々と、二種類の肌色の人種がいる。

　もちろん、ラクシも赤銅色の方に属するのだが、かなり混血が進んでおり、ラクシの肌の色は、日焼けさえしていなければ、かなり白い方だろう。

　この男も、ラクシのように、赤銅色の民族の出身のはずだ。

　だが、やはり民族間の長年の混血と、日頃砂漠の太陽と風に焼かれ尽つくしているためか、その皮膚は鋼鉄のような灰色だった。

　髪も、もともとは黒なのだろうが、戦場の風雨に晒さらされたためか、銀色を帯びて、光の加減によっては、灰色に見えた。

　眼も、肌に近い灰色だ。

　年の頃は、二七、八歳か、逞たくましい身体つきで、背丈も二メートル近くある。

　顔も、その肉体にふさわしく精せい悍かんだ。

　右頰に、五センチもある大きな傷跡があった。

　男は、背に大剣を負っている。

　一・二メートルもある大きな両刃の剣だが、この男なら、振り回すのは苦ではあるまい。

　男は、背の剣に、肩越しに手を掛けてはいたものの、その顔には迷惑そうな表情を浮べていた。

　売られた喧けん嘩かなのかもしれない。

　この灰色の男と向い合っているのも、大男だった。

　背は更さらに高い。おまけに、筋肉隆々たる小山のような巨体の持ち主で、灰色の男が、小さく見えるほどだった。

　青々と剃そり上げた頭の、てっぺん辺りに、大きな傷跡がある。

　男の得え物ものは柄の長い斧おのだ。

　この大男なら、片手で易やす々やすと扱えるだろう。

　いかにも、賞金稼ぎか流れ者の用心棒というタイプだ。ただし、用心棒をしていても、いつの間にか強盗に豹ひよう変へんしかねない。そんな顔付きの男だった。

　こういう男は、よほど切せつ羽ば詰つまっていなければ、傭よう兵へいに雇う都市も無いだろう。

　傭兵は、ただ強ければいいというものではない。規律に従い、配属された隊の一員になり切らなければ、指揮系統を乱すだけだ。

　大勢集まった見物人の内に、今にも始まりそうな決闘を止めようなどという殊しゆ勝しような人物はいない。

　辺境の町だ。人々の気性も、その風土のように荒々しくなって来るのだろう。

　皆、面おも白しろい見み物ものだとばかりに、今か今かと、闘いが始まるのを待っているのだ。

　もっとも、ラクシもその一人だったが……。

　ほとんどの見物人が、灰色の男ではなく、大男の勝利を予想していた。

「おい……早くやれ」

「とっととやらねえと、日が暮れるぞ」

　大男の後ろで、遠巻きにしている男たちの一団から声が掛かる。

　大男の仲間だろう。

　大小強弱、様々な国家が乱立し、常にどこかで戦争があるという世界である。

　こういう男たちの需要は、決して無くなりはしないのだ。

　用心棒、賞金稼ぎ、そして刺し客かく……。

「おまえら、手を出すなよ」

　大男は、薄い唇くちびるを舐なめて言った。

　唇は薄く色が悪いので、男の顔に酷こく薄はくそうな表情を与えていた。

「いい加か減げんにしろ」

　灰色の男が言った。

「勝手にインネンつけて……」

　いざとなったら、加勢するかもしれない仲間を見ても、灰色の男は少しも恐れてはいないようだ。

　ラクシは、その度胸に、灰色の男がすっかり気に入ってしまった。

「ラクシ……」

　後ろから、ティーエが声を掛ける。

「服はどうするんです？」

「ちょっと待てよ。こいつが終ってからだ」

「この人たちは、何をしているんですか？」

「野や次じ馬うまさ。おれもそうだけど」

「野次馬……」

「これから、決闘が始まるんだ」

「決闘……」

　ティーエは、やっと、群衆の中を覗き込み、二人の男を見た。

　大男は、斧を両手で頭上に翳かざしたまま、じりじりと灰色の男に近寄って行く。

　むろん、一飛びで相手の頭ず蓋がいを破ける間合と、隙すきを伺うかがっているのだ。

　灰色の男は、まだ剣も抜かず、ただ右手で柄を、左手で鞘さやの先を握ったまま、立っている。

「あ……」

　ティーエは低く呟つぶやいた。

「どうしたんだ？」

「あの人……死相が出ています」

「死相……」

〝どっちに〟とラクシが問う前に、ティーエはもう人を搔かき分け、見物人が作った輪の中に飛び込んでいた。







　四章　闘たたかい




「わっ！」

「なんだ？　あいつは」

　群衆は、決闘をしている輪の中に、突然飛び込んで来た人の姿に、驚いた。

　驚くよりも、不満の声だ。

　やっと始まった決闘だというのに……。

「あぶない！　来るな」

　灰色の男が言った。

　しかし、ティーエは、周りの全すべてを無視し、殺気を放ち合っている、二人の大男の間にさっさと割って入った。

　灰色の男の殺気は、ティーエを見てすぐに薄らいだが、斧おのの男の殺気は、少しも減らずにすさまじいものがある。

　だが、その殺気にもろに晒さらされても、ティーエは平気だった。

「おい、どけっ！」

　大男はまだ斧を構えたまま怒ど鳴なった。

「そいつと一緒に、叩っ殺すぞ！」

「よせ！」

　灰色の男が、ティーエに駆け寄り、腕を摑つかむと引き寄せる。

「仲間か？」

「関係ない。おれは一人だ」

　灰色の男は、ティーエを引っ張ると、大男の斧の届かない距離に後退する。

　ぐずぐずしていると、大男は、本当にこの闖ちん入にゆう者しやを殺してしまうだろう。

「なんだって、こんな所に飛び込んで来たんだ？　おまえは」

　灰色の男は辛しん抱ぼう強づよく言った。

　決闘の真まん中なかに飛び出して来るような人間に会ったのは、臍へその尾切って以来、初めてだ。

　無む謀ぼうなのか、勇気があるのか……。

「止やめて下さい。殺し合いなんて」

　ティーエは、静かだが、はっきりと言った。

「止めろ、だと？」

　大男は訝いぶかしむ。

「そいつは、おまえのいろかなんかか？」

　ティーエは、まだ旅行用の外套の頭巾フードを真深に被かぶっているので、例によって顔は見えない。

　だが、声や様子で、若い男であることは分かるので、大男はわざと嘲あざけったのだ。

「殺し合いなんて、無む駄だなことです。話し合えば分かるのに」

「話したさ、おれは。だが、それの通じない相手だ」

　灰色の男も、半ば呆あきれながら言った。

　この若い男が、わざわざ決闘を止めに来た真意が分からない。

「でも……片方が死ぬのですよ」

「片方……あるいは両方かもしれん」

　灰色の男が言った。

「いいえ……死ぬのは、あの人です」

　ティーエが指差したのは、灰色の男ではなく、斧を構えた大男だった。

「あなたは、あの人を殺してしまう。だから止めてほしいのです」

「とんでもねえこと、言いやがるぜ。まったく……」

　大男が、不快げに言った。

　自みずからの勝利を確信しているというのに……。

「おい、顔を見せろ。よく面つらを覚えておいて、こいつを叩き切った後で礼をするからな」

「わたしの顔ですか……」

　ティーエは素直に、頭巾に手を掛ける。

〝ああっ！　駄目だ〟

　群衆の中で、ハラハラして見守っていたラクシは、目を覆おおった。

「あっ……」

「おおっ……」

　目を覆っているラクシの耳に、人々のどよめきが聞こえて来た。

　無理もあるまい。

　あれほど美しい顔が現われれば……。

　野次馬だけでなく、二人の当事者も、一瞬、茫ぼう然ぜんとして、目の前の世にも稀まれな顔を見つめた。

「おまえ、こっちへ来い」

　大男が言った。

　ティーエは、言われた通りに、男に近付いた。

　灰色の男が止める隙すきもない。

　ティーエは大男を見上げる。

「おまえ、本当に男か？」

「はい、そうですが……」

「勿もつ体たいねえ」

　大男は心から言った。

「後で可愛かわいがってやるから、そこで見物してな」

　大男は、そう言うやいなや、斧の柄でティーエを突き飛ばした。

　後ろの仲間の方へだ。

　仲間の一人が、ティーエを抱き止める。

　戦いは、もう始まっていた。

　大男は、ティーエを突き飛ばした直後に、大地を蹴けっていた。

　灰色の男の不意を突いたつもりだった。

　だが、灰色の男は、大男が地上に着く前に既に剣を引き抜いている。

　一秒の何分の一か……。

　恐ろしいほどの速さだ。

　灰色の男は、剣を引き抜きざま、横っ飛びに飛んだ。

　ガシッ！

　大男の斧が打ち下ろされる。

　しかし、その落下点にもう、灰色の男の姿は無い。

　ガン！

　斧は地面にめり込んだ。

　ヒュッ！

　金属の光を閃ひらめかせつつ、灰色の男は両手に構えた大剣を横に一振りする。

　それだけで十分だった。

　ガッ！

　嫌いやな音がしたと思うと、何かが、ゴロンと地面に転がっていた。

　剃そり上げた頭部……。

　大男の首だった。

　すさまじい、大剣の威力だ。

　僅わずか一振りで、男の首を切断していたのである。

　激流のような剣気……。

　灰色の男の剣気をティーエは感じ、目をぎゅっと瞑つむった。

　結果は始めから判っている。

「やった！」

　ラクシは躍り上った。

　ドッ！

　首を失った大男の身体は、片膝を突いたまま、前のめりに倒れた。

　灰色の男は、飛ひ鳥ちようのような素速さで、大男の仲間たちの前に走り寄ると、その血にまみれた剣を、ティーエを抱き竦すくめている男に突き付けた。

　これも、かなりの大男だが、死んだ男ほどではない。

「おまえたちも、やるか？」

　灰色の男は、息も切らせずに言った。

「い……いや」

　仲間たちは、茫然として、声も無い。

　それもそのはずだ。

　仲間内で一番の手だれが、この有り様なのだ。

「では、その子を放せ」

「わ……分かった」

　男はすぐにティーエを放した。

「大丈夫か？」

　灰色の男は、ティーエの顔を覗き込む。

　美しい顔は、微かすかに翳かげっていた。

「はい……」

　まだぼんやりして、ティーエは答える。

　大男の仲間は、いつの間にか姿を消していた。

　群衆も、結果に満足して、そろそろ散り始めている。

「あんたは、良い予言をしてくれた」

　灰色の男は言った。

「感謝するよ」

　灰色の男は、惚ほれ惚れするような笑いを浮べた。

　灰色の男は、剣の血を拭ぬぐい、鞘さやに収めると、すぐに踵きびすを返した。

　町の門に向っている。

　長なが居いは無用だ。

　ぐずぐずしていると、あの大男の仲間たちが、気を取り直して襲って来るだろう。

　無用の戦いは、この男の望むところではない。

「今夜は野宿か……」

　灰色の男は一人ごちると、ニヤリと笑った。




「ティーエ！」

　灰色の男が去ってから、ラクシはまだ茫然と立っているティーエのもとにやって来た。

　いざとなったら、助けに飛び出すつもりではいたが、ラクシの出る幕は無かった。

　灰色の男の一人舞台だ。

「大丈夫かよ」

「はい……なんとか」

「なんで、あんなバカなまねするんだ？」

「わたしは、あの人に血を流させたくなかったんです」

　ティーエの言うあの人、とは、灰色の男のことだ。

「ひと目見ただけで、わたしは、あの人に惹ひかれていました」

「うん……おれもだ」

　ラクシは、始めから、灰色の男に肩入れしていた。

「でも、おまえさあ……」

　ラクシは、ポンとティーエの肩を叩たたいた。

「炯けい眼がんだなあ。あいつの勝ちを、予測するなんて……」

　ラクシは、少しだけ、ティーエを見直したようだ。

「しかし、あいつ、すごい腕だ」

　それから、二人はラクシの服を買い、宿に入った。




「ラクシ、ラクシ……起きて下さい」

　揺すぶられて、ラクシはやっと目覚める。

　暗いが、すぐ側にティーエがいることは分かった。薬草をいつも身に付けているせいか、植物の清すが々すがしい匂いがする。

「おまえ……何する気だ？」

　ラクシは、枕の下に入れた短剣に手を伸ばす。

　この年になるまで、命の危険を感じることはあったが、別の意味の身の危険を覚えたのは、初めてのことだ。

　ラクシは、まったく気にしてはいなかったが、ティーエもまた男であることに間ま違ちがいはない。

　あまりに美し過ぎるが……。

「ラクシ……」

　ティーエは、ラクシの耳元で囁ささやいた。

「誰だれか、この部屋に来ます」

「誰が？」

　今は、真夜中のはずだ。

　ラクシは訝いぶかしむ。

「どうやら、この宿の主人のようです。他にも、二、三人……」

「二、三人……」

「はい。どうやら、狙ねらいは、わたしたちのようです」

「おまえと、おれ？」

　そう言えば、この宿に入った時、宿の主人が、やけにジロジロと二人の姿を見ていたが……。

「はい」

　闇の中で、ティーエが頷うなずくのが分かった。

「わたしに知らせてくれた霊が言うには、この宿の主人が、さっき、何人かの男たちと相談していたんだそうです」

「霊……」

　ラクシは、まだ少しぼんやりしている。

「かれ等は、わたしたちを襲って、金目のものを取った上で、わたしとあなたを奴隷に売るつもりのようです」

「やれやれ……」

　ラクシは首を振った。

「泥棒宿どころか、強盗宿か……」

　そう言ってから、ギョッとする。

「霊……」

「はい。この辺をさ迷っている霊ですが……」

　ラクシは、飛び起きた。

　完全に目が覚めた。

「おまえ、霊と話が出来んの？」

「もちろんです」

　ティーエは、こともなげに言う。

　最近、やっと、霊と話の出来ない人間の方が遥はるかに多いということに気付き始めたところだ。

「あなたは、出来ないんですか？」

「出来る訳、無いだろ！」

　ラクシは叫んだ。

「シーッ……」

　ティーエは、掌てのひらでラクシの口を押える。

「どうしますか？　ラクシ」

「どうするって？」

「あの人たちは、もう、この部屋の近くまで来ています」

「早くそれを言えよ」

　ラクシは、枕元の蠟ろう燭そくを手探りで見付け出すと、火付け道具で、カチカチと火を付けた。

　すぐに明るくなり、密みつ蠟ろうの匂いが辺りに漂ただよい始めた。

　蜂の巣を原料にした蠟燭なのだ。

「寝たふりをしろ」

　ラクシは言った。

「ベッドで横になってるんだ」

「はい……ラクシ」

「後は、おれに任まかせろ」

「はい」

　ティーエは、自分のベッドに戻り、毛布を被かぶった。

　宿の一室だ。

　ラクシは、久しぶりに屋根の下で安眠出来ると喜んでいたのだが、一難去って、また一難だった。

　やがて、部屋の外に複数の人の気配がすると、

　カチリ……。

　微かすかな音がして、ドアが開いた。

　手にランプを持った男が、先頭になって、三人の人影が次々と滑すべり込んで来た。

　ランプは、小型の壷つぼに持ち手を付けたような形で、ラントの油にバムというアシの一種から取った繊維で作る灯とう心しんを差し込んである。

　主人たちは部屋に入ると、明りが付いているので、いくらか驚いたようだが、用心のために、蠟燭を付けたまま眠る旅人も多い。

　二人の若い旅人は、よく眠っているようだ。

　大たい抵ていの砂漠の旅人は、久しぶりの屋根の下に喜んで、町の宿では熟睡する。

　宿の主人は、その中の、少人数で無防備な者だけを、ごくたまに襲うのだ。

　翌朝になって、いなくなったことを、誰も気にもとめないような相手だけを……。

　主人は、五〇歳前後の瘦やせ型の男だ。他の二人は、もう少し若く、体格がいい。この町のごろつきだろう。

　主人はまず、ティーエの方を覗のぞいた。

　静かだ。よく眠っているようだ。

　主人はつい、その顔にしばらく見惚れていたが、やがて配下の一人に合図する。

　目を覚まさないうちに、さるぐつわをして、縛ってしまおうというのだ。

　主人と男は、そろそろと毛布を剝はぎ取ると、丸めた布を、さっとティーエの口の中に突っ込んだ。

　ティーエは微かに目を開けたが、そのまま動かずにじっとしている。

　主人と配下が、それを訝いぶかしんでいる隙すきは無かった。

　ラクシのベッドの毛布を剝はいだもう一人の男が、

「いない！」

　と、低く叫んだからである。

　毛布の下にあったのは、ラクシの身体ではなく、丸めた外ハ套ザだったのだ。

　男が叫んだ時、ラクシは既に、ティーエのベッドの足元辺りに立っている男の後ろにいた。

　木のベッドの下に隠れていて、這はってドアの方に回ったのだ。

　ガチッ！

　鈍にぶい音がしたかと思うと、男はもう昏こん倒とうしている。

　ラクシが、鞘さやに収めたままの剣で後頭部を殴なぐったのだ。

　急所は、剣の師から叩き込まれている。

「あっ！」

　主人が叫んだ時は、もう遅い。

　ラクシは、一歩踏み込むと、主人の鳩尾みぞおちを剣の柄で思い切り突いていた。

　相手は二人の少年だと思って、甘く見ていた上に、よく眠っていると考えていたから、何の構えも出来ていない。

　二人目も、あっと言う間に床に沈んだ。

　三人目は、さすがに腰の剣に手を掛ける。

「バーカ……」

　ラクシは、小声で嘲あざけった。

　男は剣を抜き、打ち掛かる。

　ラクシは、軽々とした身ごなしでそれをかい潜くぐると、パッと後ろに回り、飛び上りざま、両手に構えた剣で、男の頭頂部を思い切り殴った。

　むろん、まだ刃は鞘さやの中にある。

　男は、声も無く気を失って崩くずれた。

「まだ息してる？」

　ラクシは、ティーエの側に行くと、口の中の布切れを取ってやった。

　さすがに、宿の主人は素速い。ティーエは、もう両手を縛しばられていた。

　ラクシは、その縄を解ほどくと、さっそく宿の主人たちを縛って回る。縄の用意はたっぷりしてあった。

　いくらラクシでも、寝込みを襲われたら、目も覚めないうちに、ぐるぐる巻きにされていただろう。

　ティーエが気付かなかったらと思うと、いささか、ゾッとした。

　今日はいろいろあって疲れていた上に、久しぶりのベッドだ。ドアの錠を内側から掛けた後、やはり少し気が緩ゆるんでしまったのだった。

「チッ……」

　ラクシは、自嘲するように舌打ちした。

　錠は、いくら内側から掛けても、外から動かせるように細工がしてあったに違いない。

　それぐらいのことが、見抜けなかったとは……。

「ティーエ、支し度たくしろよ」

　ラクシは、ベッドに腰を掛けたまま、ぼんやりとラクシを見ていたティーエを振り返った。

「支度……」

「この町を出るんだ」

「町をですか？」

「今のうちにさ。きっと、こいつらには、まだ仲間がいるはずだ。気付かれると、面倒だろ。もうじき、夜が明ける。まだ寒いけど、仕方ないや」

　ラクシはさっさと荷物を纏まとめ始めている。

　ティーエも、すぐにそれにならった。

「この人たちは、どうしますか？」

　ティーエは、足元の男たちを示して言った。

　三人が、気絶しているだけだということは、始めから分かっている。

「放っとくの。ちゃんとさるぐつわもかましといたから、人が来るまでは分からない。その前に、さっさとこの町を出ようってのさ」

「あのう……宿代は、どうしましょう」

「アホか、おまえは……」

　ラクシは、天井を振り仰あおいだ。




　ほどなく、町の門の外に、二人の姿があった。

　夜明け前の、最も寒い時である。

　ラクシはしっかりと外套の前を合わせると、背を丸めた。

「うっ……さむっ」

「これから、どうしますか？」

　ティーエが尋ねる。

　二人は、まだ行く先を話し合ってはいない。

「おまえは、どこに行くつもりなんだ？」

　とにかく、二人は歩き出した。

　立ち話の出来る気温ではない。身体を動かした方がいいのだ。

「そうですね……ひとまず、この砂漠を横断して、ト・アデルから、アドリエに入るつもりなんですが」

「砂漠を横断……」

　ティーエが、あまり簡単に言うので、ラクシは、しばらくそのルートを頭の中で描いてみた。

「砂漠を横断！」

　ラクシは叫んだ。

　それは、直線コースを行ったとしても、一か月以上かかる道だ。

　だが、今はもう、最も近いルートを通るのは無理だろう。

　大陸の気候は変化を続けている。

　この北部砂漠地帯は、じわじわと緑の農業地帯を侵しん食しよくし、広がりつつある。

　そればかりでなく、砂漠の地下水脈が次々と涸かれているので、砂漠そのものも死につつあるのだ。

　だから、水脈の涸かれたオアシス都市は、次々と住民が去り、廃はい墟きよと化している。

　旅に必要不可欠な、井戸も、あちらこちらで涸れている。

　現在、この砂漠を旅するには、次の井戸が涸れていないか、次のオアシスの町がまだあるかを確かめながら進まなければならないのだ。

　もともと、この一帯は砂漠ではなかった。

　一〇〇〇年以上前は、緑滴したたる、豊かな穀倉地帯だったのだ。

　気候の変化は、既にこの大陸の繁栄期から見られたが、著いちじるしく変化したのは、ここ一〇〇〇年間だった。

　氷河期が完全に終ってみると、海面は何メートルも上昇している。

　大陸は、もともと北回帰線の下に位置するが、世界から氷河が無くなると、平均気温が徐々に上昇するだけでなく、大気の動きそのものも変化した。

　氷に包まれた世界の中で、唯一温暖だったこの大陸で、人々は農耕を覚え、文明を築き上げて来たが、大陸そのものは、文明の進化とは逆に退行していたのである。

　氷河期は完全に終った。

　気候、海流、何もかもが、徐々にではあったが変化して行ったのだ。

　そして、それに加えて地殻の変動が活発になる。

　大地震が各地を襲い、活火山だけではなく、休火山までが噴火した。

　それが、政治体系すらも崩す。

　一〇〇〇年前の、第一次大災害の時代以前まで、大陸は、都市国家の共和国連合として統一されていたのだ。全すべての国が共和国であり、民主政治を標ひよう榜ぼうしていた。

　しかし、大災害をきっかけとして、共和国連合の結合は崩れ、各地に様々な政治形態の国々が誕生していった。

　そうして、今の世界がある。

　まさに群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの時代だった。

　それに、気候の変化による砂漠化が、追い打ちをかけているのだ。

　農地が減少すれば、それだけ生産力が低下するのだから。

　人々は、少しでも豊かな土地を手に入れようとやっきになる。




「砂漠を横断ね……」

　ラクシは、呆あきれてティーエを見つめた。

「地図はあんの？」

「一応、現在もまだ涸れていない井戸とオアシスの印はついていますよ」

「最新情報って訳か。そいつを手に入れるの、高くついただろ」

「病気を治療してあげたら、お礼にくれました」

「なるほどね」

　ラクシは言った。

「面おも白しろそうだ」




　灰色の男は、密ひそかに近付く微かすかな足音と、人の気配に気付いていた。

　複数の人間だ。

　こちらは、焚たき火の前に座っている。

　そこに足音を殺して近付こうというのだから、正体は知れていた。

　盗賊か、刺し客かくか……。

　灰色の男は、大剣を引き寄せ、いつでも立ち上れるように片膝を立てた。

　そろそろ夜が明けようとしている。

　東の空は、しらじらと明るくなった。

　ハイダ・アテンを出て、しばらく行った辺あたりだから、まだ岩石砂漠の只ただ中なかである。

　襲って来ようとしている者たちは、岩山に姿を隠しながら、じりじりと近付いて来るのだ。

〝囲まれたか……〟

　灰色の男は、両手を大剣に掛け、いつでも引き抜けるように構えた。

　カサ……。

　ザッ……。

　微かな音、そして息使い。

　襲撃者たちは、なかなか仕掛けて来ない。

　辺りは、どんどん明るくなって来る。

　シュツ！

　突然、何かが空気を切る高い音がした。

「ハッ！」

　灰色の男は、逞たくましい腕を一振りする。

　手首に巻いた厚手の革ベルトに、細いものが突き立っていた。

　矢だ。

　男は、意識的にそれを受けたのである。

〝しまった！〟

　男は思った。

　こちらから仕掛けるべきだったのだ。

　かれらは、明るくなるのを待っていた。弓矢の用意をしていたからだ。

　今、矢を放った射手は、それほどの腕ではない。だが、何人が弓を持っているか、それでこちらの運命も決まるのだ。

　同時に、何方向からも矢を射られれば、避け切れない。

　手首の矢を引き抜くと、男の身体は、もう動いていた。

　敵の矢を封じなければならない。

　それには、血路を開いて、岩山に入ることだ。

　男は立ち上り、矢の飛んで来たのとは、反対方向に走った。

　最も近い岩陰に飛び込む前に、またも矢が飛んで来る。

　真横だ。

　男は大剣の鞘で矢を払うと、剣を抜きながら岩の後ろに飛び込んだ。

　既に剣を構え、体勢十分の敵が待ち構えている。

　大剣と中剣。

　刃の長さが全すべてを制した。

　男は着地する前に大剣を払って相手の中剣を叩き折ると、その勢いで横に倒れた敵の胴を地面に串くし刺ざしにした。

　それでも加減している。

　地面深くに剣を差し込んでしまうと、引き抜くのに時間がかかるし、第一刃が傷いたむ。

　この辺りは岩山だが、地面は風に運ばれて来た砂が踏み固められたものだから、比較的柔やわらかい。

　だが、その下は、数十センチで岩盤にぶつかるだろう。

「おーい、こっちだ！」

　すぐ近くで大声をあげている。

　男は、声の方に走った。

　敵が諦あきらめるまで、一人ずつ血祭りにあげて行く他はない。

　あるいは、全員を倒すまでか……。

　一人……また一人。

　男は敵を倒して行く。

　弓を持った者の姿はまだ無い。

　どこにいるのか。

　四人目の男の胸を大剣で貫いた時、灰色の男は、相手の顔に見覚えがあることに気付いた。

〝あいつらだ！〟

　ハイダ・アテンで殺した男の仲間の中にあった顔だ。

〝では、復讐か……〟

　仲間の大男を殺された仕返しに来たのだろうか。

「おい、ここにいるぞ！」

　また所在を確かめられた。

　考えている隙すきはない。

　シュツ！

　また矢だ。

　上からだ。

　男はまた手首でそれを受けた。

〝しまった！〟

　上に回られてしまった。

　シュツ！

　もう一方からも矢だ。

　男は、地面を一回転すると、剣をざっくりと地面に突き立て、左手首の皮ベルトに手をやった。

　矢を引き抜くためではない。

　ベルトの中から、掌てのひらに入るぐらいの細長いものを引き抜くと、そくざに投げる。

　手投剣だった。

　男の武器は、大剣だけではない。

　手首の皮ベルトは、この手投剣をそれぞれ五本ずつ仕込んである。だから、矢も通さないのだ。

「あっ！」

　黒い稲いな妻ずまのようなものが、岩の上の矢を放ったばかりの敵の喉のど笛ぶえに深々と突き立った。

　射手は、そのままもんどり打って岩から落下した。

　男は、それを見届けもせずに、大剣を引き抜くと、走った。

　動いていなければならない。

　弓は、少なくとももう一ひと張はりはある。

　横の方から射た相手は、もう姿を隠してしまっている。

　静止すれば、当る確率が高くなるのだ。

「おい、こっちだ」

「右の方に回ってるぞ！」

「先回りしろ！」

　声は、少なくとも三人の敵がいることを示している。これが全員ではあるまい。だが、この数倍の人数ということはないだろう。

　全員が、男のいる辺りに駆け寄って来ているはずだ。

　追いつめ、矢で手傷を負わせてから、総がかりで倒す。

　作戦は見えている。

　脱出は、難しい。

　広い所に出れば、すぐに弓で狙ねらわれるのだ。

　シュッ！

　また矢が飛んで来た。

　真後ろだ。

「うっ！」

　男は呻うめいた。

　とうとう、避け切れなかった。

　矢は、左の肩の後ろ側に突き立った。

　それでも、男は立ち止らずに走る。

　目の前に人の姿がある。

　ためらわずに走り寄り、大剣を振り上げる。

　ザクッ！

　相手は逃れようと背を向けたが、大剣はその肩口から胸までを切り裂いた。

「ヒューッ！」

　口笛を吹くような悲鳴は、肺の息が漏もれる音なのかもしれない。

　シュッ！

　また、空気を切り裂く音。

　男はその方向を見る。

　近い。五メートルほどだ。

　男は、胸で矢を受けながら、大剣を力一杯投げた。
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　その先には、今、矢を放ったばかりで、体勢の不十分な射手がいる。

　剣は、弓を真中で叩き折りながら、射手の胸板に突き刺さり、その身体を数メートル後ろに吹っ飛ばした。

　柄の一部までもが、射手の胸の中に隠れ、刃の切きつ先さきは、後ろに数十センチも突き出していた。

　矢は、男の胸に立っている。

　服の下に、皮の胴着を着ているが、至近距離だったので、皮を突き抜け、皮膚の所で止っていた。

　チクチクする程度だが、皮膚を傷付けてはいるのだ。

　男が大剣を手放したことを知って、三人の男が姿を現わした。

　おそらく、これで全員だ。

　大剣は無い。しかも、灰色の男は手傷を負っている。




　大剣の所に走ろうと思ったが、それは諦あきらめざるを得ないようだ。

　三人目は、その方向から現われた。

「ボイス・マグヌス……」

　三人目の男が、言った。

「とうとう年ねん貢ぐの納め時だな」

「おれの名を知っている……ということは」

　さきほどの決闘の怨うらみなどではない。

「刺客か！」

「その通り」

　灰色の男……ボイス・マグヌスは短剣を引き抜いた。

　左手が痺しびれて来ているが、片手でも、短剣ひとつで、この三人を倒す余力はまだ残っている。

〝おかしい……〟

　だが、おかしいのだ。

　痺れが、全身に回り始めている。

　腕や足から力が抜けて行く。

　汗が、目に入りそうになり、ボイスは短剣を持った手で額ひたいをぬぐった。

〝おかしい……〟

　息が切れている。

　この程度のことで、息を切らしたことは無い。

　目に汗が入った訳ではないのに、視野が狭まって来ている。

「毒が回って来たな」

　三人目の男が言った。

　この男が、中心人物だろう。

　背は中ぐらいだが、がっちりとした体格で、年の頃は四〇前後だ。

　もう一人は、ボイスほどではないが、大柄な男。もう一人は、中肉中背だが、機き敏びんそうだ。

「毒……毒矢か」

　なるほど、刺客なら、そのぐらいの用意はしているだろう。

　それを見抜けなかったのが、不覚というものなのだ。

「走り回ったから、余計早く回るのさ」

　中肉中背の男が言った。

「後は、おまえの指輪を持って、トリニダ王国に行くだけだ」

「大金になる」

「おれの命……トリニダの宰さい相しようはいくらで買うんだ」

「一〇万セティ……」

「一〇万セティ……」

　ボイスは呟つぶやくと、ニヤリと笑った。

「それは、ずい分はり込んだものだ」

　一〇万セティといえば、金貨で一〇〇枚。一生贅ぜい沢たくが出来る。

　ボイスは、ガックリと地に両膝を突いた。

　目はますます霞かすんで来ている。

　三人の男は、ここでボイスに手を出す気はない。

　完全に毒が回り、動けなくなるのを待てばいいのだ。

「では、トリニダの宰相に会ったら、こう言ってくれ」

　ボイスは、とうとう、地面に両手を突き、蹲うずくまった。

「甥おいのボイスが、よろしく言っていたと……」

　ボイスは、そのまま動かなくなった。







　五章　隠れ里




「おれが止とどめを刺すぞ」

「おれがやる」

「待て、完全にくたばってからでいい」

　他の二人の男を、三人目の男が止めた。

「しかし、ぐずぐずは出来ない」

「もう日が昇のぼっちまった。誰だれか通りかかるとヤバい」

「すぐそこが道だし、こんなにゴロゴロ死体があるんだ」

　二人の男は口ぐちに言うと、ボイスに近付き、足で蹴けって、ボイスを仰あお向むかせた。

　ボイスは長々と大地に横たわる。

　全身から、血の気が失うせていた。

　肩の矢が、ボイスの体重を受けて途中で折れたが、ボイスの顔は動かない。声ももう漏もれない。

「くたばったかな」

　三人の男は、目でボイスの指を探った。

　印章を仕込んだ金の指輪。

　それが、この男を殺したという証拠になる。

　左手の中指のものが、それに違いない。

「よし、止とどめだ」

　大柄な男が言うと、剣を両手でしっかりと構えた。

　バッ！

　突然、ボイスは飛び起きざま、短剣で男の喉のどを横薙なぎにすると、すぐ側そばの中背の男に体当りする。

　むろん、短剣はしっかりと胸の辺あたりで構えている。

　グシュッ！

　剣は柄つかまで通った。

「わあっ！」

　中背の男は、大きな悲鳴をあげた。

　三人目の男は、一瞬、茫ぼう然ぜんとした。

　毒の回った身体からだで、ここまで動けるとは。

　ボイスは、三人目の男に向って手投剣を投じた。

　だが、その行く先を見届けることは出来なかった。

　気力も、ここまでだ。

　ボイスは、そのままドッと前のめりに倒れた。




「わあっ！」

　大きな悲鳴に、歩いていたティーエとラクシは、足を止め、顔を見合わせた。

「近いな」

　ラクシは言った。

「その岩の後ろだと思います」

　ティーエが、行く手に聳そびえる大きな岩を指差した。

　町を出てから、ずっと岩だらけの道を辿たどって来て、初めての岩山だ。

　低く、丘きゆう陵りようという程度だが、麓ふもとの辺あたりは、崩くずれた大岩がゴロゴロしており、中には数メートルのものもある。

　野宿には、手頃な場所だ。

「嫌な空気です」

　ティーエは、微かすかに、その秀しゆう麗れいな眉を顰ひそめた。

「うん……血の臭においだ」

　ラクシが可愛かわいい鼻をヒクヒクと蠢うごめかす。

　岩陰から微かに血の臭いが漂って来ているのだ。

「盗賊かな、また……」

　ラクシは、腰の剣に手を掛けながら言った。

「やけに縁がある」

　だが、剣けん戟げきの音は聞こえて来ない。

　悲鳴もだ。

「終ったのかな……」

　ラクシは呟つぶやきながら、岩山に近付いた。

「うう……うう……」

　戦いの音の代わりに聞こえて来たのは、苦しげな呻うめき声だった。

「行ってみましょう」

　ティーエは、さっさと岩陰に向っている。何の用意も構えも無い。

「待てよ……」

　ラクシは、慌あわててそれに続いた。

　まだ用心棒のつもりでいる。

　最初にラクシの目に入ったのは、大柄な男の死体だった。

　横一文字に喉のどを切り裂かれている。

　そして、その隣となりに仰向けに倒れている男の腹部には、短剣が、背中に抜けそうなほど深く突き刺さっていた。

　腹部の負傷のせいか、この男はまだ生きていた。

　だが、唸うなっているのはこの男ではない。

　中背で体格の良い中年の男が、地面に両膝を突き、両手で顔を覆おおっていた。呻うめき声はこの男の口から漏れ出て来る。

　ティーエは、真まつ先さきにこの男に近付いた。

「誰だれだ？」

　呻いていた声が、しゃがれ声で言った。

「わたしは薬くす師しです。手当てを……」

　男はよろけながら立ち上った。

「いらん」

　男は、はっきりと拒絶する。

「でも……」

　手を外はずした顔は、血まみれだった。

　ボイスの手投剣は、男の左の目に突き刺さったのである。

　男は、まるで釘くぎでも引き抜くように、いまいましげに手投剣を引き抜いた。

「うっ……」

　代わりに、布を目に押し当てる。

　新たな鮮血が、すぐにその布を真しん紅くに染めた。

　男はカラリと手投剣を投げ捨てると、自分の腰の短剣を抜く。

「すぐに血を止めなければ……」

「どけ！」

　男はティーエを押しのけると、俯うつぶ伏せに倒れたまま、ピクリとも動かないボイスに近付いた。

　止とどめを刺そうというのだ。

　目を失った怨うらみもあるだろう。

　男は短剣を構える。

　その喉に、冷たいものが押し付けられた。

　ラクシの剣だ。

「どけ……」

　男は言ったが、もう力が無い。

「とっとと消えろよ。もう、これ以上、この人に手出しはさせない」

　ラクシは言った。

　少年だが、剣の扱い方から見ても、結構使いそうだ。しかも、男は片方の目を失った。勝ち目はない。

　せめて指輪を、と思ったが、ラクシは許さなかった。

　男はついに諦あきらめ、よろけながらこの場を去って行った。

「あいつ、命が助かったら、仕返しに来るかもしれないな」

　ラクシは呟つぶやいた。

　ティーエは、もう男の後ろ姿など一いつ顧こだにせずに、ボイスの脇に屈かがみ込んでいる。

「惜おしいな。こんな強いやつが、殺やられちゃうなんてさ」

「この人は、まだ生きていますよ」

　ティーエは言った。

「生きてる？」

　ラクシは、反対側に屈み込むと、ティーエの手元を覗のぞいた。

　ティーエは、矢傷を調べているところだった。

　肩の後ろだ。

「毒ですね」

「毒矢かあ、卑ひ怯きようなやつらだな」

「もう吸い出す段階ではありません。切開しなければ……」

　ティーエは、周りを見回した。

　燃え残りの焚たき火の、くすぶる匂いが鼻腔を突いた。

　ティーエは、自分の外ハ套ザの上にボイスを転がすように寝かせる。

　この大男だ。二人で力を合わせても、抱かかえて行くのは難しい。

　二人は、外套を担たん架か代わりにして、ボイスを焚き火の側に引き摺ずって行った。

　行く先々で、人が死んでいる。

　その度たびにラクシは、

「すげえ！」

　を連発した。

　一〇人近い。

　この男は、たった一人で悉ことごとく倒したのだ。

　焚き火の側そばにボイスを横たえると、ティーエはラクシに、すぐに火を起こさせ、短剣を借りて、刃を火で焼いた。

　ラクシは、短剣なら二本所持している。ティーエは、ボイスの手首の手投剣を見付けると、軽く火で炙あぶってから、慣れた手付きで傷口を切開し、鏃やじりを引き抜く。

　どす黒い液体が流れ出た。

　毒に汚けがされた血だろうか。

　ティーエは、更さらにその傷口に、良く焼いた方の剣を押し付ける。

　ジューツ！

　肉の焦こげる臭いがして、ラクシは思わず顔を背そむけた。戦いの修しゆ羅ら場ばは平気だというのに。

　ティーエは、胸の矢傷にも同様の処置を施ほどこす。

　胸の方は擦かすり傷だったというのに、青黒い瘤こぶのように脹はれ上っていた。

　切開が終ると、ティーエはすぐに薬を取り出し、水で練ってから、布にたっぷりと塗り付けたものを傷口に当てる。

　ラクシが見み惚ほれるほど手て際ぎわが良かった。

「この人、助かる？」

「まだ、なんとも言えません」

　ティーエは手を休めずに答える。

「でも、死相とか、そういうので分かるんだろ。昨日は、あのでっかいやつに死相が出てるって言ったじゃない」

「この人に死相は出ていません」

　ティーエは、ボイスの他の傷を捜さがしながら服を脱がせて行く。ラクシは、また思わず横を向いた。少年の恰かつ好こうをしているとはいえ、まだ一六歳にもならない少女なのだ。

　惚れ惚れするほどに逞たくましい、見事な肉体だった。

　筋肉が鉄のように硬かたい。

「でも、死相というのは、とても難しくて、気き紛まぐれなものなんです」

「気紛れ？」

「ええ……昨日の人のように、はっきりと出る場合もあれば、死ぬ直前までまったく出ない人もいます。病気で死ぬ人は、何か月も前からはっきり出る場合が多いですが」

　ボイスの身体に、他に大きな傷は無かったが、細かいものは数え切れないほどである。ティーエは、その全すべてに薬を塗って行った。

　傷の手当てが済すむと、ティーエはボイスの身体の上に、ボイスのものとラクシのと、二枚の外ハ套ザを掛ける。

　砂漠の旅では、もともと、外套は毛布も兼ねているのだ。

「助かるといいな」

　ラクシは、心から言った。

「この人は生命力が強い。大丈夫でしょう」

　ティーエはそう言うと、また別の袋から薬の粉末を出して水に溶といた。

「それは、どこにつけるの？」

「これは、飲ませるんですよ」

　ティーエは言った。

「心臓を強くする薬です。それに、解げ毒どく作さ用ようもあります。傷口に塗った方は、毒を吸い出すもので、ケイローンの秘伝です」

「ケイローン……？」

「わたしの育ての親で、師でもある人です」

「おまえ薬くす師しに育てられたのか」

「はい」

　ティーエは頷うなずいた。

「親はどうしたの？」

　ラクシの問いに、ティーエは答えなかった。

　ただ、微かすかに頰ほおを崩くずした。

　それは哀かなし気げに見えたので、ラクシは口を噤つぐんだ。

　言いたくないことは、訊きかないことだ。

「でもさ、どうやって飲ませるの？」

　ラクシは、話をもとに戻した。

　ボイスは意識が無いのだ。

　ティーエは、ほとんど分からないほどに笑うと、薬を自分で一口飲んだ。

　別に味を確かめている訳わけではない。

　ティーエは薬を口に含んだまま、顔をボイスに近付けると、片手でその鼻を抓つまんだ。

　ボイスは、僅わずかに口を開く。

　ティーエは、その美しい唇をボイスの口にそっと当てた。液体が流れ込んで行く。口から口へ……。

「うう……」

　ラクシは、思わず目を瞑つむる。

　見てはならないような気がした。

　意識の無い者に薬を飲ませる、当り前の方法だというのに……。

　ティーエは、すべきことをし尽くしてしまうと、ボイスの傍かたわらを離れ、火の側に座った。

　あとは、待つだけだ。

　焚き火は、燃え尽きようとしている。

　もう火は必要無いのだ。もう日は高い。これから、酷暑がやって来るのだから。




　ラクシは、自分がよく、病人の傍らで夜を過ごしたことを思い出していた。

　病気なのは、兄だった。

　兄は生まれつき病弱で、しばしば熱を出した。

　ラクシは、たった一人のこの兄が好きで、いつも心配して、夜中に付き添ったものなのだ。

　でも、ラクシはなかなか朝まで起きていられない。大たい抵てい、明け方には、兄のベッドに顔を伏せてうとうとしてしまうのだ。

　いつも身体を動かしている質たちのラクシは、昼間は目一杯活動しているのだから。

　剣の稽けい古こ、山に入っての木の実や果物探し、友達との遊び……。

　友達と言っても、ほとんどが男の子で、遊びも、すぐに剣や武術の稽古になる。

　誰一人、ラクシには敵かなわない。

　木の実や果実、茸きのこなどを探すのは、子供たちの仕事だった。

　遊びではない。

　重要な食料で、木の実は特に、タンパク源になる。

　山里の生活は貧しい。

　それは、イタール大公アルン家の人々も同じだった。

　この瘦やせた土地で、全すべての食料を自給自足しなければならない。

　新イタール公国は、他国との交渉を一切断っていた。

　それも、この国の背負う、苦にがい歴史と状況のせいである。

　一五年前まで、イタール公国はこの土地ではなく、東方の砂漠の際きわにあった。

　豊かな土地、いくつもの泉、加えて、砂漠地帯と東の農業地帯を結ぶ要かなめであることから、交易の中心地として栄えていたのだ。

　一応、大陸東北部の雄、アドリエ王国の臣という形は取っていたものの、完全な独立と繁栄を誇ほこっていた。

　だが、それも、強国アドリエの前では、あっけなく潰つぶされてしまう。

　イタールの重要性と富とに目を付けたアドリエは、様々な手を使って、イタールを手中に収おさめようとした。

　イタール公、アルン・アード一三世は、イタールの民の血を流すことを潔いさぎよしとせずに、都市の城門を開き、自みずから都市を去ったのだ。

　大公一族と、大公を慕したい、共に都市を出た、女、子供を含む数一〇〇人の人々は、一年近い流浪の果てに、やっとこの土地を見付け出し、落ち着いたのだった。

　大陸の中央部に位置する、中央山岳地帯の、東端に当る。

　ここまでは、アドリエの力も及ばない。

　平和は保たれていた。

　ただ、どうしようもなく貧しい。

　冬になると、腹を空すかした赤ん坊の泣き声が、この小さな公国内のあちらこちらで聞こえた。




　ラクシは、そんな赤ん坊の声で目を覚ます。

　また、兄の枕元に付き添っていて、うたた寝をしていたのだ。

　兄の手は、優しくラクシの肩に置かれていた。

「兄上、起きておいでになったのですか？」

　父、アルン・アード一三世亡なき後、名目だけの大公位を継ついだ、ラクシの兄、アルン・ハラド四世は、ラクシより五歳年上だった。

　雪こそ降らないものの、この山里の冬は寒い。

　暖炉で思い切り燃やせる火だけが、この里の唯一の贅ぜい沢たくと言えるかもしれない。

「また、赤ん坊が泣いている」

　ハラドは言った。

「哀かなしい声だ」

「はい……」

　大公とその妹といえども、飢うえている赤ん坊に、何もしてやることが出来ない。

　穀物は、住民の年齢、体重に応じて、平等に分けられる。アルン家の人間も、その例外ではなかった。

　むろん、自ら、そう決めたのだが……。

　家畜は、羊毛を取るための羊、そして荒れ地に強い山や羊ぎ。山羊の乳からは、チーズやバターを取る。

　牛も馬も飼えない。

　第一、段々畑が多いので、牛や馬の耕すような農地は無いのだ。

「ラクシ……もうわたしに付いていることはない。熱は大分下った」

　噓うそだった。

　その美しい顔は、熱のために汗ばみ、顔や頰に毛髪が貼はり付いている。黒い瞳がキラキラと輝くのも、熱のせいなのだ。

「もう少し冷やしましょうか」

「ラクシ、部屋に帰っておやすみ」

「わたくしは、ここにいたいのです」

　昼間、仲間の少年たちといる時は、男のなりをして、すっかり男になり切ったような乱暴な言葉を使って、駆け回っているラクシだったが、この兄と母の前でだけは、ちゃんと上品な喋しやべり方に戻るのだ。

　母や兄の気品がそうさせるのだろう。

　父、アルン・アード一三世は、一〇年前にこの世を去った。

　だから、余計にこの兄が懐なつかしいのかもしれない。
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　兄と妹は、やはり顔立ちが良く似ていた。

　兄ハラドも、ラクシと同じ赤銅色の肌をして、少々目尻の吊つり上った、キリリとした美貌の持ち主だ。

　だが、雰囲気はずっと柔にゆう和わだった。

「ラクシ……」

　ハラドはベッドの上で身を起こすと、その掌てのひらをラクシの頭の上に置いた。

「おまえは、この里を出た方がいい」

「里を！」

　ラクシは、ハッと顔を上げる。

「そうだよ。外の世界に出て行くんだ」

「嫌いやです！」

　ラクシは叫んだ。

「母上や兄上を残して、みんなを残して、出て行かれる訳がありません」

「ラクシ……おまえの身体には、素す晴ばらしい生命力が満ちている。この、沈滞した小さな宇宙は、おまえには狭過ぎる」

　こんな小さな世界でも、人々の間には反目があり、争いがあった。

　派は閥ばつまでがある。

　それは、昔のイタール時代から引き摺ずって来た悪あしき幻影だった。

　だが、その派閥が、この小宇宙に争いを引き起こそうとしていることは、ラクシも気付いていた。

　ラクシはそれを嫌きらった。

　外の世界に憧あこがれなかったと言えば、噓うそになる。

　だが、どうして、母や、この病弱な兄を置いて出て行かれるだろう。

　新公国の住民の中には、新天地を求めて出て行った者もいた。貧しい仲間のために出稼ぎに行き、金を持ち返る者もいる。

　そういう者たちから、諸国の話を聞き、ラクシは目を輝かせたものだったが……。

「おまえも知っているように、もとの重臣たちは二派に分かれている。そのうちの一派は、病弱なわたしを廃し、おまえを大公にと望んでいる」

「知っております」

「バカな話だ」

　若い大公、ハラドは哀し気に苦笑した。

「名目だけの大公位など、いつでも、欲しい者にくれてやる……」

　ハラドは、妹をじっと見つめて言った。

「しかし、おまえをそんなことに巻き込みたくはない。おまえに、こんな愚かな重荷を押し付けたくはないのだ」

　ハラドのラクシを見る眼は、いかにも愛いとしげだ。ラクシは、今は娘らしく女の服を着て、長い髪を背中に垂たらしている。

「だが、かれらには、拠より所が必要だ。それが大公なのだ」

「拠り所……」

「みんな苦しい。拠り所が無ければ、生きる気力を失ってしまうのだよ」

　ハラドは、妹の手を握った。

「わたしは、おまえにそんな重荷を負わせたくない。おまえは、外の世界に出て行って、精せい一いつ杯ぱい好きなことをするんだ」




　兄の言葉を聞いて、ラクシの心は揺れ動いた。

　ラクシには分かったのだ。

　誰だれよりも外の世界に憧れ、この里から出て行きたがっているのは、兄のハラドなのだと。

　だが、病弱なハラドには不可能だ。

　せめて、エネルギーに溢あふれたラクシを……。

　それが、ハラドの願いなのだ。

　しかし、さすがにこの里を出る決心はつきかねた。

　そして、ついにあの日が来たのだった。




　この新公国での大公は、せいぜい村長か町長ぐらいのものでしかない。

　だが、幸か不幸か、人々の精神的支柱という役割ばかりが、以前の大公国以上に重いのだ。

　二派に分かれた重臣たちのうちの、ラクシ擁よう立りつを画する一派が、ついに若い大公に退位を迫ったのだった。

　ハラドは久しぶりに体調が良く、執務室にいた。

　執務室と言っても、木と石とで作られた粗末なものである。

　それでも、大公の家は、この里で最も大きく立りつ派ぱなのだった。

　二〇歳になったばかりの大公に、もとの重臣たち八人のうちの五人までが退位を求めてやって来た。

「わたしでは、大公は務つとまらないか？」

　予想していたことだ。

　ハラドは落ち着いていた。

「おまえたちは、何を望んでいるのだ？」

　ハラドは机の上に片かた肘ひじを突いて問う。

「アルン・アーダに兵を率ひきいさせ、もとのイタールを取り戻させようとでも思っているのか？」

　アルン・アーダが、ラクシの本名で、ラクシは母方の氏族名から取った呼び名だ。

　イタール再興……。

　重臣たちが、それを願っていないと言ったら噓うそになるが、夢でしかないことは、皆、良く知っていた。

「何な故ぜ、皆で力を合わせない。新しい畑を開かい墾こんし、生産力を上げる方が、今の我々にとっては重要なことのはずだ」

「しかし……われらは活力を求めているのです。子供らは飢え、民は絶望しています。ラクシさまのお力が必要なのです」

「絶望するのは、貧しさのためだ。貧しさから抜け出すのは、みんなの力なのだ。大公などはお飾りに過ぎない」

　ハラドは微かすかに唇を歪ゆがめ、笑った。

「わたしは、アルン・アーダを飾りものにする気は無い」

「殿下！」

「どうしてもとおっしゃるのなら、われらは」

「何をする気だね。わたしを幽ゆう閉へいするのか……殺すのか？」

　ハラドはクスクスと笑った。

　大公を幽閉するような洒しや落れた建物など、この公国には無い。

「分かっている。わたしから、大公位の印である印章と宝冠を取り上げて、ラクシに与えるだけだろう」

　ハラドは、真ま面じ目めな顔に戻って言った。

「だが、宝冠の宝石はもう無いよ。都ま市ちに持って行かせて、売ってしまった」

「売った……」

「一昨年の冬は、それで誰も飢え死にしなかったのだ」

「殿下！」

　重臣たちの気力は、一瞬失せたようだ。

　そこに、事態を知らされたラクシが駆け込んで来た。今はいつもの少年の服を着ている。髪だけが長い。

「兄上！」

　ラクシは、兄と重臣たちの間に立ちはだかると、手にしている剣の柄つかを握にぎった。

「ラクシ……なにも、騒ぐほどのことではないよ」

　ハラドは、頰ほお杖づえを突いたままで言った。

「いいえ……兄上」

　ラクシは、突然、ハラハラと涙を零こぼした。

「わたしは、許せないのです。兄上のお心も知らず……この愚かな者たち……」

「それも仕方がない。みんな、疲れたのだ。故郷を離れて、もう一五年も経たつのだから」

　二〇歳になったばかりの若い大公はこう付け加えた。

「わたしも、疲れた……」

　ラクシは、突然サラリと剣の鞘さやを払った。

「ラクシ……」

　訝いぶかしむ大公と重臣たちの前で、ラクシは自分の長い髪を摑つかむと、プツリとそれを断ち、重臣たちの足元にそれを投げ出した。

　自慢の、長くまっすぐな黒髪である。

「わたくし、アルン・アーダは、今から女を捨てます。そして、この国を出て行きます」




　ラクシを止めなかったのは、兄の大公と母だけだった。

　ラクシは、数日後、宣言した通りに、新イタール公国を出しゆつ奔ぽんしたのだった。




「ううっ……ううっ……」

　目の前に横たわった、灰色の肌をした男が唸うなっている。

　だが、ラクシの耳には、まだ赤ん坊の泣き声が聞こえていた。

　新イタール公国を出て、もう半年以上経たつ。

　始めのうちは、元のイタール人のつてを頼って、いくつかの町に滞在していたのだが、それでは、何の自由でもないということに、ラクシは気付いた。

　むろん、ラクシはイタール公女だ。各地に散らばったイタール人たちは、喜んでラクシを迎え入れてくれるが……。

〝人を頼る生活に、本当の自由なんか無い……〟

　ラクシは、そう思い始め、思い切って、一人で出て来たのだった。

　何かがあるはずだ。

　自分がしなければならない、何かが……。




　炎えん熱ねつの昼が終り、夜が来ようとしている。

　地面はまだまだ熱いが、風は冷たくなり始めていた。

　紫の黄昏たそがれである。

　ラクシは、ティーエに言われないうちから、燃料の枯れ枝などを集めてきて、火を焚たいた。

　傍かたわらの美しい連れは、ときどき怪我人の様子を見る他は、ほとんど動かない。

　時として、息さえしていないのではないかと、心配するほどだ。

　実は、ティーエは〝気〟をボイスに集中しているのだが、ラクシには分からない。

　ティーエの気の力に感応することが出来れば、ボイスは毒を克服できるのだ。




「うっ……うっ……」

　目を開くと、世にも美しい顔が真近にあり、自分を覗き込んでいた。

〝女神か……〟

　と、ボイスは思う。

　やはり、自分は死んだのだろうか。では、目の前の美しい顔の主は、黄よ泉みの国の女神なのだろうか……。

「気が付きましたね」

　女神と思った、目の前の美び貌ぼうの主は、少々細いが、若い男の声でそう言った。







　六章　陰謀




「ボイス、ボイス、逃げて、早く逃げて……」

　悲しい声がする。

「おまえだけは……おまえだけは……」

　母の声だ。

「行け、ボイス、ぐずぐずするな！」

　兄だ。

　ボイスは走っている。

　血刀を下げて走る……。

　走る……。




「大丈夫ですか？　一人で薬を飲めますか……飲ませてあげましょうか」

　優やさしい声だ。

　一度目覚めたものの、また水の底に引き込まれるように意識を失ったのだが、それは、ほんの一、二分だったようだ。

　ボイスは目を開け、ティーエと名乗った、この美しい命の恩人の顔を見上げた。

　反対側に、可愛かわいいその連れもいる。

「いや……もう大だい丈じよう夫ぶだ。自分で飲める」

　ボイスは、この美しい薬くす師しこそ、ハイダ・アテンの町で、自分の勝ちを予言した少年だったことを、ともすれば霞かすみそうな意識で、やっと認識していた。

　ボイスは、ティーエの助けを借りて、少し起き上ると、一息で薬を飲み下した。

　香りは良いが、苦い薬だった。

「これは、何の薬だ？」

「発汗を促うながす薬です。汗と一緒に、毒を体外に流してしまうのです。もう少し、水を飲むといいでしょう」

　幸い、水はハイダ・アテンの町で、たっぷりと汲くんで来ている。

　ボイスは勧められるままに、水も飲み干した。

　命の恩人だ。

　命は、助けた者のものなのだ。

「それにしても、あんたが薬師だったとは……あんたたちが、ここに来合わせたとは……おれも、運がいい」

　また、身体からだを横たえてから、ボイスは言った。

「あなたとは、また会えると思っていました」

　ボイスに外ハ套ザを掛けてやりながら、ティーエは言った。

「一目見た時、あなたとは強い縁えにしがあるのだと気が付いたのです。だから、決闘を止めようとしました」

「縁か……」

　ボイスは呟つぶやいた。

　人には、様々な縁があるものだ。

　親子、兄弟もそうだ。友もそうだ。そしてまた、敵も……。

「目を瞑つむって下さい。あなたは、この薬の効果で、これから沢たく山さんの汗をかきます。かなりの高熱も出ます。苦しいでしょうが、これが終れば、すぐに元通りの身体になって、動けるようになりますよ」

「いつまでかかる？」

「朝には、ケロリとしているでしょう」

「朝か……」

　ボイスは、ニヤリと笑った。




「ボイス……ボイス……」

　母の声がする。

　哀かなしげだ。

「どこに行っていたのです？」

　ボイスは、いつものように、仲間たちと剣や馬の稽けい古こだった。

　母も、それは知っているはずだ。

　だが、今日の母の様子は、尋常ではなかった。服は、外出着のような上等なものに着替えている。

「どうなさいました？　母上……」

　ボイスは、一七歳になったばかりだった。

　既すでに、同い年の仲間たちよりは頭ひとつ背が高く、体格も良い。

　剣も馬も、もう誰だれもボイスに敵かなう者はなかった。

「お父様が……お父様が……」

　母は、ボイスの厚い胸にすがり付いた。

「王宮で囚とらわれておしまいになったのです」

「囚われる……」

　父、ストゥル・ランドはこのトリニダ王国の宰さい相しようだ。

　その父が囚われるとは、どういうことだろう……。

　母は、小柄な女性だった。一七歳のボイスが、片手で抱き上げることが出来るほどに……。

　もっとも、ボイスの背丈は、一七歳で、既に一九〇センチ近かったが……肌の色は薄い赤銅色だ。

「母上、どういうことなのですか？」

　ボイスは屈かがみ込み、母に尋ねた。

「それは、おれが説明してやろう」

　そう言ったのは、兄のストゥル・ラティムだった。兄もまた良い服を着ている。

　ボイスの本名はカイエ・アトゥス・ストゥル・マグヌス。

　ボイスは綽あだ名なで、〝大きな者〟という意味である。

　大陸西部の中ほどにある王国トリニダは、平和な国だったはずだ。

　少なくとも、これまでは……。

「ボイス」

　兄のラティムは話し始める。

　兄は人並みよりちょっと背が高いという程度だから、ボイスよりはかなり小さい。

「父上が、この一〇年ほど、ずっと先に立ってこの国の改革をしておいでになっていたことは、知っているな」

「はい。兄上……」

　ボイスは、態度だけは小さい。

「おまえも知っている通り、この国だけでなく、大陸全土で気候がおかしくなって、特にこの西部と、北部では砂漠化が進んでいる」

「それも、よく知っています」

　兄、ラティムは、ボイスよりも七歳年上で、そろそろ、父の仕事を手伝っていたのだ。

「このトリニダ王国も、過去三〇年で、国土の一割近くが、乾燥地と化してしまった」

「はい……」

「生産力が落ちれば、国が衰える。父上はそれを心配なさって、思い切って改革に着手されたのだ」

　トリニダは、中部山岳地帯から流れ出る大河アンセル河のほとりにある古い王国だ。

　いくら砂漠化の波に洗われようと、治水さえ完かん璧ぺきなら、農地を減らさないばかりか、増やすことすら出来るのだ。

　だが、それには、思い切った改革が必要だった。

　いくつもの運河や、農業用水を築き、新しい農地を開かい墾こんしなければならない。

　財政の引き締しめ、漁業の組合ギルドとの話し合いを始めとして、工事労働者の確保、費用の捻ねん出しゆつなど、様々な難問があった。

　父、ランドは、常に思い切って古い体質にメスを入れ、問題を解決してきた。

　農業改革は成功した。古い体質の膿うみを流しながら……。

　改革の成功を喜び、称賛する者も多いが、それ以上に敵を作りもした。

　農業改革の成果は、すぐにはもたらされない。豊かな実りは、二年、三年後からなのだ。

　確かに、現在の財政は苦しいが、数年後には、この苦しさも終るはずだ。

　しかし、ずっと押え続けられていた改革反対の保守派や、父に怨うらみを持つ者が、ここのところの財ざい政せい逼ひつ迫ぱくに対する不満を背景に勢いを盛り返し、宰相ストゥル・ランド糾きゆう弾だんを始めていた。

　ボイスは、それも知っている。

　だが、なんと言っても父、ランドはこの国の宰相だ。それも、何百年も続いて来た大臣の家柄の当主なのだ。

　その父が、王宮で捕えられるとは、どういうことなのか……。

「反対派ですか？」

「反対派は、父上に汚職の濡ぬれ衣ぎぬを着せたんだ。改革の資金の一部を着服したと……」

「そんな……あんなに苦労されて、やっと捻ねん出しゆつした資金を！」

「それどころか、父上は、一部私費すら投じておられる」

「では……父上の無実は、すぐに……」

「ボイス……この陰謀の主謀者、誰だと思う？」

　ラティムは顔を顰しかめた。

　ボイスとはまったく違って、白面の貴公子といったタイプである。

　学問に長じ、ゆくゆくは宰相ともなる人物と目されていたのだが……。

　ラティムの問いに、ボイスはただ首を振った。

　いくら、王国の青年団一の使い手といっても、身体が大きく、しっかりしていると言われても、ボイスはまだ一七歳の少年に過ぎないのだ。

　政治のことなど分からない。

　これまで、宰相の次男坊として、のほほんと育って来たのだ。

「主謀者は、叔お父じ上だ」

「えっ！」

「叔父、ラドゥ・ランテル殿……」

「そんな……馬ば鹿かな！」

　ボイスは叫んでいた。

　叔父ランテルは、現在では、やはり古くからの名家、ラドゥ家を継いでいるが、父の実の弟なのだ。

　確かに、近頃では、父の反対派に回ったという話を聞いてはいる。

　しかし、今でこそ疎そ遠えんになってしまったものの、叔父は、以前はボイスを可愛がってくれた。三つ年上の従兄いとことも、よく一緒に遊んだものだった。

「本当だよ、ボイス」

　兄は苦々しげに言った。

「叔父上が、横領の証拠を揃そろえたんだからな。叔父上は、宰相の地位を狙ねらっているんだ。そして、国王は、このストゥル家の財産を……」

「国王陛下！」

「国王は、国王さえ抑える実権を持っている父上に、不満をお持ちになっておられたんだ。しかも、この一〇年、改革のために、王家の出費も極きよく力りよく抑えられてきた」

　国王は、小柄で小心な人物で、ストゥル・ランドの後ろで、影の薄い存在だった。

　それでも、ランドに絶大な信頼を置いていたはずだったのだが……。

「ボイス……これは政変でも、派は閥ばつ争あらそいでもないんだ。国王と叔父上を中心とした、父上排はい斥せきの陰謀なんだよ」

「では……では、おれたちは、どうすればいいんです？」

　突然の事態を、ボイスはまだよく吞のみ込めてはいない。

「逃げるのよ、ボイス」

　母が言った。

「逃げる？」

「そうだ。逃げるんだ。おまえが戻って来るのを待っていた」

「どうして？」

「王と叔父上が、兵を差し向けたという知らせが入ったばかりだ。もうじき、ここにやって来る」

「兵……」

「守備隊と、近衛部隊だ」

「近衛……」

　守備隊とは、このトリニダ王国の首都トリニダの守備部隊で、警備組織も兼ねているから、捕えた宰相の屋敷にやって来るというのも、まだ分かるのだが、近衛隊は、王の身辺警護のためにある部隊ではないか。

「かれらは、わたくしたちを捕えに来るのではないのですよ、ボイス」

　母は言った。

「わたしたちを殺し、この屋敷を没収するつもりです」

「では……急がなければ」

　ボイスは言った。

「逃げましょう、母上。そして、父上をお助けしなければ……」

「逃げるのは、おまえだけだ、ボイス」

　ラティムが言った。

「えっ！」

「わたくしとラティムは、逃げないことに決めたのです。いいえ、とても逃げ切れないからです。でもボイス、あなた一人なら、逃げられる。この場を脱出することが出来るはず」

「いやです。一人でなんて！」

「おれと母上は、おまえの足手纏まといになる」

「そんなことはありません。わたしが、きっと母上と兄上をお守りします。一緒に逃げましょう」

　ボイスは、必死な面持ちで言った。

「ボイス……」

　ラティムは、優しい目で弟を見た。

　その目には、同時に、強い決意のきらめきがあった。

「おまえ一人でも、逃げ切れないかもしれないのだ。これは賭かけだ」

「兄上……」

「賭けをする時は、最も勝ち目のありそうなところを選ぶものだ」

　ラティムは、年に似合わず、こうと思ったら一歩も引かない頑がん固こなところがあった。

　そうなると、梃てこでも動かない。

「行くんだ、ボイス。そして、いつか、父上の汚名を晴らせ」

「奥方さま、若さま！」

　突然、ドアが開いて、家か令れいが走りこんできた。

　三人がいるのは、玄関を入ってすぐのホールで、いつもは、嘆たん願がんや陳ちん情じように来た市民たちの待合室として、人で一杯になっている所だった。

　家令は、外を見張っていたのだ。

　屋敷に残っているのは、この男を入れた数人で、他の使用人も奴隷も、既に全員を去らせてある。

　ボイス一人が、何も知らず、戻って来るのが遅れたのだ。

「やって来ました。兵隊が、邸やしきを囲み始めました」

「そうですか……おまえも、早くお逃げ」

　家令は、ニッコリと笑うと、首を振った。

「ボイス、ぐずぐずしてはいられないぞ、早く逃げるんだ」

　ラティムは、懐ふところから大きな金袋を取り出すと、無理にボイスの懐にねじ込んだ。

　ボイスのために、用意しておいたものに違いない。上等の服に着替えていたのも、死を覚悟していたからなのだ。

「ボイス……」

　母は数秒、ボイスを抱き締めた。
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　一生分の思いを込めて……。

「行け、ボイス、ぐずぐずするな！」

　兄は叫ぶ。

　外から、只ただならぬ音が聞こえていた。

　号令する声、大勢の足音、武器の鳴る音……。

「いやです、いやです！」

「ボイス、ボイス……逃げて、早く逃げて……」

　ガン、ガン！

　外から、扉とびらを壊す音が響いて来た。

　すぐに、兵がここになだれ込んで来るだろう。

「行くんだ、ボイス！」

　ラティムは、近くに置いてあったランプを取ると、油を撒まき散らす。そして、その筋を、中庭に面した窓辺のカーテンまで引いた。

　母が、待っていたように、それに燭台の火を落とした。

　炎が上ると、たちまち燃え広がり、ボイスと、母と兄とを隔へだてる。

「ボイス、行きなさい」

　炎の向こうで、母は強く言った。

　バリッ！

　ドアが破壊され、兵がどっと邸に侵入して来た。

「いたぞ！」

「殺せ！」

　兵は殺到したが、炎に阻はばまれる。

　ボイスだけが、取り囲まれた。

　もう、カーテンや、木の家具に火が付いている。

　兄は更さらにランプの油を撒いた。

「ああ……ボイス、ボイス……」

　炎の中で、母は呟いた。

「おまえだけは……おまえだけは……」

　二人は、自みずからの身体にも油を注ぐ。

「母上！」

　母と兄とは、炎に包まれた。

　ヒュッ！

　剣が風を切る音がする。

　ボイスは、軽くそれを躱かわした。

　いくら図体が大きいとは言っても、まだ少年のボイスまでも殺そうとしているのだ。

　もともと無実の者に罪を被かぶせた。

　確かな証拠をあげられ、反論されては、かえって自分たちの身に火の粉が降りかかる。

　そのためには、逮捕しようとしたら、抵抗したということにして、家族を抹まつ殺さつしてしまうに限るのだ。

　皆殺しにすれば、復讐をする者もいなくなる。禍根を残すことはない。

　ザッ！

　槍やりが繰り出される。

　ボイスはそれを避けながら、槍を摑つかむと、ぐっと引いた。

　槍を持っていた兵は、堪たまらず、もんどり打って倒れる。

　ボイスはそれを奪い取ると、大きく一振りした。

　兵が持つ、短い槍だ。

　今のボイスは、護身用の短剣しか身に付けてはいない。槍は、手頃な得え物ものだ。

　ブーン……。

　ボイスはそれを振り回しながら、玄関に向った。

　今は、母と兄の言いつけ通り、この場を逃のがれるしかない。

〝何があっても、脱出してやる。死ぬもんか！〟

　ボイスは、心の中で叫んだ。

　ブーン。

　ボイスの槍に、包囲していた兵たちは一歩退しりぞく。二、三〇人はいる。

　ボイスが、年少ながら、この国で一、二を争う使い手であることは誰もが知っていた。

　競技大会で、何度も優勝しているからだ。

「気を付けろ！」

「こいつは、強いぞ……」

「一いつ斉せいに掛かれ！」

　兵は、それぞれ槍や中剣を構えると、一気に殺到した。

「わっ！」

「ギャアアッ！」

　悲鳴が湧わき起こった。

　ほとんど同士打ちだ。

　ボイスは、近くに居た兵を引き寄せると、その男を楯たてとして身を沈めたのだ。

　兵たちは、その男に剣を突き、お互いに槍を刺し合った。

　ボイスは、楯にした男の中剣を奪い取ると、まだ茫ぼう然ぜんとしている、ドアの側そばの兵を一刀のもとに切り伏せ、その身体を飛び越える。

　ボイスには、戦いに対する、天性の勘かんがあった。

　ボイスは、壊された扉の向うから覗のぞこうとした男の首を、一撃で切り落とし、その胴体を蹴倒した。

　入口に、兵たちが駆け寄って来る。

　後ろの、室内からもだ。

　ボイスは剣を振るい、奪った槍で突いた。

　その姿は、まさに鬼き神しんのように映ったかもしれない。

　弱じやつ冠かん、一七歳だった。

　ボイスは兵を倒し続け、走った。

　どんな風にして、窮きゆう地ちを脱したのか、今でも完全に思い出せないほどなのだ。

　ただ、いつの間にか屋敷の裏に達していた。

　裏は大河アンセルである。

　ボイスは、躊ちゆう躇ちよせずに、河に飛び込んだ。

　河の水は、ここ数日の雨で増水していた。

　ボイスは流された。

　河の流れは速い。

　それでも浮いていることは出来た。それだけの体力はある。

　やがて、ボイスが這はい上った岸は、他ならぬ父が運河を造り開発した一帯だった。

　この辺あたりの農民は、ボイスの父、ランドに、測り知れないほどの敬愛の念を寄せている。

　ボイスは、匿かくまわれ、やがて国外に脱出した。

　しかし、ボイスが、父が処刑されたことを知ったのは、その開かい墾こん地ちにいた間のことだった。

　いつの間に負ったのか、ボイスは右頰に大きな傷を受けていた。




　それが、今も頰に残る傷なのだ。

　ボイスは、決して自らの生い立ちを他ひ人とに語ることは無いが、この美しい薬師は例外かもしれないと思った。

　いつか、話すこともあるだろう。

　また、熱が高くなり始めている。

　全身が汗で濡れていた。

　熱があるというのに、冷たい汗だ。




　ボイスは微かすかに呻うめいている。

　もう、熱のために意識は無いようだ。

　ラクシは焚たき火に時々枯れ枝をくべ、ティーエはボイスの全身の汗を拭ぬぐった。

　どす黒い色の付いた汗だった。

　毒素が混まじっているのだ。




　やがて、曙しよ光こうが地平線を明るく染め始める。

　太陽が、喘あえぎつつ昇ってきた。

　いつものように、天は抜けるように青い。

　やっと寒気が去り、冷たかった風も、微かな熱気を含み始める。

　ボイスは目を覚ました。

　既に、熱はすっかり下っている。

「目が覚めましたか」

　ティーエが言った。

　この美少年は、一昼夜、ほとんど寝ていないはずだ。だが、この爽さわやかさはどうだろう。

　ボイスは起き上った。

　身体が軽い。

　もう、痺しびれはすっかり去っていた。

「どうですか？　身体の動きは……」

「まるで、噓うそのようだ。毒にやられていたなんて……」

　ボイスは、本当に驚いている。

　生き返るというのは、このことかもしれない。

「虫の一種から取ったものだと思います。神経毒ですよ」

「だから、痺れが先に来たのか」

「神経毒は、全身を麻ま痺ひさせ、やがてその麻痺が心臓に及ぶのです」

「危あぶないところだった」

「助かったのは、あなたの生命力の強さです」

「違う。あんたのおかげだ」

　ボイスは、強く言った。

「おれは、あんたに借りが出来た。命の借りだ」

「わたしは薬師です。当然のことをしたまでのことですよ」

「いや……命の借りは、命で返す。それが、おれたちの掟おきてだ」

「どっかで聞いたな、その掟……」

　ラクシが呟つぶやく。

　ボイスは、巻かれていた包帯を取り、左手首の内側を示す。

　手投剣を仕込んだ皮ベルトで、常に隠されている手首の内側には、長径二センチほどの刺青いれずみがあった。

　それこそが、大剣牙虎サーベル・タイガー紋。世に名高い、自由戦士の紋章だった。

「自由戦士！」

　ラクシは飛び上った。

「あんた、自由戦士だったのか！」

　そして、溜ため息を吐つき、うっとりとボイスを見上げた。

「どうりで、強い訳わけだよな」

　自由戦士……。

　それは、畏い敬けいの念と共に語られるべき名称だった。

　自由戦士とは、どこの国家、共同体にも属さない傭よう兵へいで、自由戦士組合ギルドに所属する者だけを指す。

　全土が麻のごとくに乱れ、各地に帝国、王国、公国等の他に、大たい抵ていは僭せん主しゆが実権を握ってはいるが、民主制の形態を取った国など、様々な国が乱立している時代だ。

　ほとんどは都市国家だが、各国家、都市間の争いも絶えず、必ずどこかで戦争をしているという状態なのである。

　そういった国々を渡り歩く傭兵は、数多くいた。

　都市国家の方も、常時多数の軍を維持する経済力は無い。戦時だけ、そういった傭兵を搔かき集めることになる。

　だから、中には金次第でどこにでも傭やとわれたり、時には寝返ったりするような、質たちの悪い傭兵もいるのだった。

　しかし、自由戦士は、そういった傭兵たちとは、まるで違っていた。

　自由戦士は、一流の腕と精神力を持ち、組合の掟を遵じゆん守しゆする鉄の男たちなのである。

　組合の掟には、むろん、一度契約し、傭われれば、金、情等、何があろうと、決して寝返らないこと。たとえ、その国が敗北し、壊滅したとしても、契約事項は遂すい行こうすること等がある。

　掟は、必ず守られる。

　掟を破った自由戦士は、組合の戦士によって制裁される。むろん、死だ。

　たとえ地の果てまで逃げようとも……。

　こういう男たちだからこそ、自由戦士は、どこの国でも絶大な信頼があり、破は格かくの金額で傭われることになる。

　その掟の中にあるのが、

〝命の借りは、命で返す〟

　というものなのだ。

　つまり、命を助けられた者は、助けた相手の命を助け返すか、その相手のために命を棄すてなければならない。

　ボイスは、そのことを言っているのだった。

「自由戦士……」

　ティーエは呟つぶやく。

「自由戦士って、なんですか？」

「おっとっと……」

　ラクシは、ガックリと肩を落とした。

　ティーエと付き合っていると、疲れる。

　ボイスも、不思議そうな顔で、この二人の全くタイプの異なった美少年を見比べた。

　世に名高い、自由戦士を知らないとは……。

「こいつ、そういうことは、ぜんぜん無知なんだよ」

　ラクシは呆あきれながら言った。

「薬師としては、いい腕してるみたいだけれど……」

「済みません」

　ティーエは、素直に言った。

「わたしは、山を下りてから、まだ三月と少しなので、あまり世の中のことを知らないのです。おまえに必要なのは、体験することだと、養育者も言いました」

「体験……」

「はい。わたしはまだ、本当の生活を知らないのです。養育者は、そう言いました」

「養育者……」

　親は、とボイスも尋たずねそうになったが、止やめておくことにした。何か、複雑な事情があるのだろう。

　誰でも、否いや応おうなく、それぞれの過去を背負っているのだから。




　とにかく、ボイスはこの二人と行動を共にすることにした。

　借りを返すまで、だ。

　だから、いつ迄までになるかは、分からない。

　ラクシは、まだティーエの用心棒をするつもりでいる。強力な相棒が加わってしまったが、自由戦士と共に戦うチャンスがあるかと思うと、心が躍おどるのだ。

　自由戦士は、剣を扱う少年たち全すべての憧あこがれだった。

　もっとも、ラクシは少女なのだが……。

　自由戦士と共に戦う。

　その機会チヤンスは、幸か不幸か、すぐにやって来ることになる。




　日が昇のぼり、少し気温が上って来ると、三人は岩山を出発した。

　ボイスは、体力こそ完全に回復はしていないものの、もう旅をしても良い身体になっている。

　ティーエの少々ゆっくりした足取りに合わせて歩くのは、解げ毒どくのために体力の消しよう耗もうしたボイスには、ちょうど良かった。

　故国トリニダを後にして一〇年。ボイスの足は、いつもトリニダに背を向けていた。

　いつの日か、父の汚名を晴らしたいとは思うのだが、国王までが絡からんでいたのだ。そう簡単に行くとは考えられない。

　国王ばかりでなく、父と共に改革を進めた重臣たちまでが、見て見ぬふりをした。

　もしも父たちの復讐をするならば、トリニダ王国そのものを揺るがすことをしなければならないのだ。

　それには、ボイス一人の力では無理だった。

　ボイスは国を出てから、諸国を巡めぐっているうちに、生活のために傭兵となった。

　その腕と度胸そして、父、ランド譲ゆずりの潔いさぎよさ……。

　やがて、ボイスは自由戦士の仲間に誘われ、数々の資格を試された後、組合ギルドに加入する。

　弱冠、二一歳の時だった。

　それからの、自由戦士としての日々。

　ボイスは更さらに剣技を磨みがき、肉体を鍛きたえ上げて来た。

〝いつかは、父上の汚お名めいを……〟

　その思いを、心に抱いだいたまま、時は過ぎる。

　だが、忘れていない者が他にもいたのだ。

　ラドゥ・ランテルそして、その息子のザティムだ。

　叔父と従兄……。

　そして、陰謀の立役者。

　ランテルたちは、ボイス一人が脱出したことに気付き、その復ふく讐しゆうを恐れた。

　何人もの刺客を傭い、諸国に放ったのだ。

　この一〇年間で、ボイスは叔父たちの寄よ越こした刺客と数度遭そう遇ぐうし、悉ことごとく倒した。

　叔父たちは、諦あきらめないばかりか、褒ほう賞しよう金きんを増やしているようだ。

「一〇万セティか……」

　ボイスは呟つぶやいた。

「はい……」

　隣となりのティーエが、ボイスを見上げる。

「なんのことですか？」

「いや……なんでもないんだ」

　一〇万セティは大金だ。

　一〇万セティのためなら、何でもやる人間がいるだろう。

　どんなに汚きたないことでも……。

　この少年たちを、巻き込まないといいが……。

〝まあ……当分は出会うまい〟

　これから、更に砂漠の奥に踏ふみ込むことになるのだから。

　岩だらけの丘きゆう陵りようがずっと続いていた。

　道は、その丘陵に沿っていた。

　ラクシは、二人より少し先を進んでいる。

　ボイスは、ティーエから、この元気の良い少年が、実は少女だということを聞かされて、心底びっくりしたばかりだ。

　誰が見ても少年に見える。

　確かに、良く見ると、美しい華きや奢しやな顔で、手足にも、あまり筋肉が付いていずに、すんなりしているのだが……。

　ティーエは、突然足をとめた。

「ラクシ、戻って下さい」

　ラクシに声を掛ける。

「どうした？」

　ボイスが尋ねた。

　ティーエは、どこか別の所に神経を集中しているように見える。

「誰かが、待ち伏せしています」

　ティーエは、虚こ空くうを見つめながら言った。

「どこで？」

　まだ、ボイスは人の気け配はいを感じない。

「この先……」

　ティーエは、前方の大きな岩を指差した。

「あの岩の陰です」

「本当に待ち伏せか？」

　どうしてそれが分かるのか、ボイスは不思議だった。

「だと思います。今、ちょうどここを流れて行った霊が、教えてくれました」

「霊！」

「こいつさ、霊と話が出来るんだって」

　戻って来たラクシが説明した。

「おれには、霊なんてもんが本当にこの世にいるかなんてこと、分かんないけど……こいつの言うこと、当るよ」

「流れて行った霊……」

　ボイスは、ティーエの顔をしげしげと見た。

　この少年の極めて稀まれな瞳が、いつもこの世ならぬ何かに向けられているように見えるのは、そのためなのだろうか。

「霊は、とても気き紛まぐれなので、いつも情報をくれる訳わけではないのですが、時どき、親切なものがいて、色々なことを教えていってくれます」

　ティーエは言った。

「今、通り過ぎて行ったのは、この辺りで盗賊に殺された人で、わたしたちに気を付けるように警告してくれたのです。霊は、よく、風に乗って流れることがあります。精霊たちも、風が運びます」

「風が……」

「はい。風は全ての基本です。宇宙オリハを満たし、精霊を運びます」

　三人は、すぐにまた歩き始めた。

　道はひとつだ。

　進むか、引き返すか……。

　引き返しても、待ち伏せをしている者たちは追って来るだろう。

　狙ねらいは何か……。

　盗賊だろうか。

　岩を回ると、三、四人の男たちが、バラバラと飛び出し、三人の行く手を塞ふさいだ。むろん皆、剣を帯おびている。

「済みませんが、わたしたちを通してくれませんか」

　ティーエは、いつもの調子で言った。

「おまえたち二人は、通ってもいい。われわれが用があるのは、その大男だ」

　更に、二人の男が岩陰から現われる。

　その一人を見て、ラクシとボイスは思わず声をあげた。

「あっ！」

「おまえは……」

　二人のうちの一人は、中背の、がっちりとした男だったが、片方の目から頭にかけて包帯をしていた。

　その包帯は、どす黒くなった血で汚よごれている。

　あの男だった。

　昨日ボイスを襲い、只ただ一人残った、リーダー格の男だったのだ。







　七章　魔術




「悪運の強いやつだ。あの毒が利きかなかったとはな」

　昨日の男が言った。

　弓を持った者はいない。

　再びボイスを襲撃するにしても、作戦を変えたのだろうか。

「あなたは、ちゃんと目の手当てをしていませんね」

　ティーエは、男とボイスが睨にらみ合っているのを無視して言った。

「ちゃんと治療しないと、良い方の目も失明する危険がありますよ」

「目の礼をしてからだ」

　昨日の男は、傷のせいで歪ゆがんだ顔をティーエに向けた。歪んでいるだけではなく、どす黒く変形している。

　ティーエは、ボイスに向けたこの男の、すさまじい憎悪の念を感じた。

「この男を殺し、金を手に入れれば、大陸一の医者にかかることも出来る」

「そんなに長くはもちません。わたしが手当てをしてあげましょう」

「おまえが？」

「わたしは、薬師ですから」

「そうか……」

　男は、残った方の目でティーエをしげしげと見た。

　ティーエは、例によってすっぽりと外ハ套ザに身を包んでいるのだが、この少年の美び貌ぼうは、町で見て知っている。

「では、この大男を殺してから、してもらおう」

　昨日の男は、行く手を塞ぐ四人の仲間に合図した。

　男が二人、ティーエに手を伸ばす。

　二人の少年を引き離しておいて、ボイスを倒した後でゆっくり料理するつもりなのだ。

　ラクシには、ボイスに止とどめを刺すのを邪じや魔まはされたが、まさかそれほどの腕とは思っていない。

　シュバッ！

　ごく微かすかな音がしたと思うと、金属がきらめいた。

「わっ！」

　ティーエに手を出そうとした男の一人が、腕を押え、屈かがみ込んだ。

　手首から上、一〇センチほどの所を切り裂かれている。

　すぐに血が噴き出し、地面を汚した。

　むろん、ラクシの抜き打ちだ。

　これでも、手て加か減げんはしている。

「こいつに手を出すと、死ぬぜ」

　ラクシは、残る三人に言った。

　意外な伏ふく兵へいに、三人は茫ぼう然ぜんとしている。

　ほっそりと小柄な美少年だというのに……。

「おれは、こいつの用心棒なんだからな」

「このガキッ！」

　昨日の男が止めるいとまもなく、残る三人は剣を抜き、一いつ斉せいにラクシに切り掛かった。

　グイッ！

　ボイスはティーエの腕を摑つかむと、自分の後ろに退しりぞかせ、スラリと大剣を抜いた。

「ラクシ、退さがれ！」

「よしっ！」

　ひょいと身を躱かわして、三人の剣を避けてから、ラクシは後ろに大きく飛んだ。

　直後に、ボイスは大剣を両手に構え、ぐるりと横に振る。

　ガッ！

　ガッ！

　一メートル以上ある重い剣は、空気を切る。

　そして、男たちをも……。

　三人の男の一人は、胸を、肺まで切られ、後ろにどっと倒れた。

　もう一人は、顎あごを砕かれていた。

　そして、大剣は三人目の肩に喰い込んで止とまった。

　ボイスは、それを引き抜く。

　血ち飛沫しぶきが上った。

　ラクシは、その噴ふん水すいを避さけてから、自分の剣をその三人目の男の胸部に突き入れた。

　心臓だ。

　男は、すぐに絶命した。

「あわわ……ああっ……」

　顎を砕かれた男は、顎を押えたまま、地面に這はいつくばる。

　命が助かったのは、ただの幸運だ。

「こんなはずじゃ……」

　腕を切られ、地面に座すわり込んでいた男が、茫然と呟つぶやいた。

「約束が違う……」

　どうやら、この四人の男は、ただの使い走り程度だったらしい。

　ということは……。

　剣を構えながら、ボイスは昨日の男に向きあった。

　昨日の男の隣に立っている、小柄な初老の男こそが、曲くせ者ものということになる。

　昨日の男は、四人の仲間が、あっという間に片付けられても、眉まゆひとつ動かさなかった。

「なるほど……」

　男は言った。

「そこの薬師は、たいした腕前らしいな。たった一日で、ここまで回復させるとは」

　男はじっと、ティーエを見つめる。

「おれも、治療してもらおう。有あり難がたくな」

　昨日の男は、そう言うと、黙って立っている隣の男に、目で合図した。

　男は、微かすかに頷うなずくと、両掌を組み合わせる。

「気を付けろ」

　ボイスは言った。

　突然、日が翳かげった。

　雲ひとつなかったはずなのに……。

　ティーエは頭上を見上げる。

　黒い雲があった。真黒な雲だ。

　それは、降りて来ると、たちまち三人を包んだ。

「わっ！」

　ラクシが叫ぶ。

「なんだ？」

「ラクシ、動かない方がいい」

　ボイスは言うと、じっと立っているだけのティーエを、自分の後ろに引き寄せる。

　すぐに、何も見えなくなった。

　真の闇だ。

　ボイスは立っていた。

　後ろにいるティーエの気配は感じる。

　だが、ラクシはどこに行ったのだろう。

　少女でありながら、かなりの腕前だ。そして、素す晴ばらしい身の軽さ……。

　気が短いのだけが、玉に瑕きずだ。

　それにしてもこの闇……。

〝呪まじない師か……〟

　ボイスは考えた。

　昨日の男の隣にいたのは、呪い師だったのだ。

　いくら自由戦士のボイスでも、呪術に剣では立ち向えない。気力だけだ。

〝何が出るか……〟

　ボイスは、全身の神経を研とぎ澄まして、待った。

　ヒタ……、

　ヒタ……。

　音が近付いて来る。

　ヒタ……、

　ヒタ……。

　足音のようだが。

「危あぶない、ボイス！」

　後ろのティーエが叫さけんだ直後、

　ヒュッ！

　何かが風を切る音が聞こえた。

　ボイスは、反射的に飛び退る。

　紙一重のところを、何かが掠かすめて行った。

　ボイスは、大剣を構える。

「ボイス、剣を使ってはいけません」

　ティーエが早口で言った。

「ラクシです。あなたを殺そうとしているのは、ラクシなんですよ」

「ラクシが……」

「霊に取とり憑つかれてしまったのです」

「霊に……」

　むろん、あの呪い師の仕し業わざに決っている。

　困ったことになったと、ボイスは思った。

　この真の闇の中で、ラクシは容よう赦しやなく剣を振るう。だが、ボイスには反撃が出来ないとなると……。

「ゴセン、ゴセン……クエイル、アトルト……」

　後ろで、ティーエが何かを呟く声が聞こえた。

　フッ……。

　風が出て来ている。

　黒い雲が急速に薄れて行くのが分かった。

　光が射して来ている。

　ショッ！

　目の前で金属が光る。

　ラクシの剣だ。

　ボイスは、大剣で一応それを受け止めてから、その大剣を地面に突き刺し、短剣を鞘さやごと抜いた。

　大剣を使えば、ラクシに怪け我がをさせてしまう。

　雲は完全に晴れた。

　ラクシの姿が見える。

　ラクシは、すぐ目の前にいて、今しも剣を振り上げ、躍おどりかかってくるところだった。

　シュッ！

　ガチッ！

　ラクシの剣を、ボイスは短剣で受け止めた。

　シュッ！

　シュッ！

　ラクシは手を休めない。

　素す速ばやい。

「ほう……」

　初老の呪い師が、目を細めてティーエを見つめる。

「おまえもか……」

　ティーエは、ハラハラして、この同士打ちを見守っている。

　ギャア、ギャア……。

　ギャア、ギャア……。

　急に空が騒がしくなった。

　見上げたティーエの目に、大きな鳥の姿が映る。

　禿はげ鷹たかだ。

　数十羽はいる。

　呪い師が集めたのだ。

　普通、呪い師は顔に染料を塗り、それぞれの流儀に従った羽根飾りを、髪に付けているものなのだが、この男は、ごく普通の恰かつ好こうをしている。

　だが、その呪術は、かなりのレベルと見て間違いはないようだった。

　ヒューッ！

　風を切って、禿鷹が舞い下りて来る。

　ティーエを狙ねらっているのだ。

　禿鷹は、普ふ段だんは死肉に群がるやつらなのだが、今は、この呪い師にコントロールされている。

　シュッ！

　ガチッ！

　ボイスは、ラクシに怪我をさせないようにその攻撃を避けるので精せい一いつ杯ぱいだ。

「ハル、ハル……シュスラム……バハル……」

　ティーエは、再び何事か唱となえると、指先で空中に大きな形を描いた。

　四角と、円とを組み合わせたようなものだ。

　聖霊文字である。

　聖霊文字は、精霊たちを使役する時にその威力を発はつ揮きする。呪術には、必要不可欠なものなのだ。

　ティーエは、急降下して来た禿鷹に向って、その細く優美な手を差し伸べた。

　禿鷹は、鋭い喙くちばしと爪つめとを持っている。

　だが、禿鷹はティーエを傷付けはしなかった。

　優しく、その手に留とまったのである。

「お帰り」

　ティーエは禿鷹に話しかける。

「みんな、自分のナワバリに帰るんだよ」

　ラテル山で、動物たちを友として育ったティーエだ。禿鷹たちが受けている呪力さえ断ち切ってしまえば、すぐに手て懐なずけることが出来る。

「さあ……お行き」

　禿鷹は飛び上った。

　高く高く……。

　そして、しばらく上空を旋回すると、やがて一羽、また一羽と姿を消して行く。

「なかなか、やるな」

　呪い師は、嬉うれしそうな顔をした。

　自分の呪力に自信を持っているのだ。

「ティーエ……」

　ボイスは、不思議な面持ちで一瞬ティーエを振り返った。

　ラクシの攻撃はまだ続いている。

　呪い師は、口の中でブツブツと呪文を唱えると、印を結び直した。

「ハッ……」

　ラクシの動きが突然止む。

　誰も動かない。

　沈黙が重々しく降りて来た。

　ジーン……。

　やがて、ボイスは耳鳴りを覚える。

　頭が、急に痛み始めていた。




「おまえも、呪まじない師か？」

　初老の呪い師が言った。

「いいえ……」

　ティーエは首を振る。

「わたしは、薬師です。呪まじないを生業なりわいにはしません」

　この世界では、医師は医療だけでなく、呪いもするのが常だった。病人に取とり憑ついた悪霊を祓はらうという訳わけなのだ。ティーエが、自分を薬師と言うのは、呪いを使った治療を行わないからである。

「だが、なかなか使うじゃないか」

　ティーエは言った。

「魔術は学びました」

「魔術……」

　男は、一歩退く。

「どこで学んだ？」

「ケントウリ族のケイローンに……」

「ケントウリ族！」

　ケントウリ族、それは、幻まぼろしの半神族ではないか。一〇〇〇年の昔、才能ある者に魔術を教えたという。

「噓うそをつけ！」

　呪い師は怒って叫ぶと、ますます固く手を組んだ。




　ティーエの視野の中で、ボイスが地面に刺した大剣を引き抜くのが分かる。

　ブーン！

　突然、ボイスはそれを振り回し始める。

「いけない！」

　ティーエは叫んだ。

　ラクシまでが、巻き込まれるおそれがあるからだ。

　あの、大剣の威力である。




　ザワザワ……。

　風が鳴り始めていた。

　何かを鳴らしているのではない。

　風自体が鳴っているのだ。

　ボイスは、闇の中に立っていた。

　いつの間にか、闇に包まれていたのだ。

　ジーン……。

　まだ頭痛がし、耳の底が鳴った。

　ゴゴッ……。

　足元が、ムクムクと動く。

　ゴゴッ！

　突然、ボイスの数メートル先の地面がパックリと割れ、中から、何かもやもやとしたものが、蠢うごめき出した。

　真暗なはずなのに、何な故ぜかそれだけが良く見えるのだ。

　ボイスは、大剣を引き抜き、構えた。

　やがて、蠢くものの実体が見えて来る。

　ボイスには、それが何であるのか、よく分からなかった。

　異様なものだ。

　全身が、皺しわというか、襞ひだのようなもので覆おおわれている。

　灰色で、クラゲのような質感だった。動くたびに表面が波打っている。

　巨大だ。

　球をグニャグニャに崩くずしたような形だが、直径五、六メートルはある。

　それは、完全に地上に上って来ると、ボイスに向って動き出した。

　ズズ……ズズ……。

　ゆっくりと地面を這って来る。

　ちょうど、ナメクジが這うように、地面はヌラヌラとした液体で濡れる。

　ズズ……ズズ……。

　どこが頭部なのかも分からない。

　いや、そんなものは始めから無いのかもしれない。

　ズズ……ズズ……。

　もう目前まで追っている。

　小山のようだ。

　ボイスは試しに剣を突き入れてみた。

　ブヨッ！

　それは身じろぎをするように波打った。

　だが、それだけだ。

　ボイスの剣は弾はね返された。

　剣を受け付けないのだ。

　ズズ……。

　それはまた進んだ。

　ザッ、

　ザッ……。

　ボイスは剣を振るう。

〝だめだ……〟

　剣は、やはり弾ね返され、皺しわだらけの表面だけが脈打った。

　ズズ……、

　ズズ……。

　ボイスは退かず、剣を構えると、身体ごとぶつかった。

　グシュ！

　やっと、ボイスの剣はそれに突き通る。

　だが、抜くことは出来なかった。

　ただ、突き通っただけのことなのだ。

　それだけではない。

　剣を体内に引きずり込み始める。

　ボイスも共に……。

〝いけない！〟

　ボイスは、大剣を手放そうとした。

　だが、まるではり付いたように剣は手から離れない。

　ズブ……。

　ボイスの両手は、剣ごとその灰色の小山にめり込んだ。

　ズブ……ズブ……。

　肘ひじが、腕が……そして肩が引きずり込まれて行く。

　ズブズブ……。

　やがて、ボイスの全身が、その中に吸い込まれた。




　ラクシは、剣を構え、じっとしていた。

　あいつ等が、また襲って来る。

　不思議な生き物だ。

　人の姿をしながら、翼つばさがある。

　本来、人間の腕である部分が翼になっているのだ。

　それは、身長一メートルほどの、小さな人間だった。

　裸体である。

　頭髪も無い。頭部はスベスベとした肌が白く露出している。

　全身も、微かすかに青味がかった白で、腕の代わりの、鳥のような翼の色はくすんだ青だ。

　それが、ラクシを襲って来る。

　全部で七、八人いるだろうか。

　それとも、七、八羽と言うべきか……。

　ラクシは、肩で息をしていた。

　あまり剣を振り回したせいだ。

　本当なら、時間を稼ぎ、少し休まなければならないところなのだが……。

　相手は、得体の知れないものだ。

〝また来た！〟

　ギャア、ギャア！

　ギャアッ……。

　それは、紛まぎれもない鳥の声をあげて、ラクシの回りを飛び始める。

　ラクシは、砂漠の真中に居る。

　周りは、青い高い、空気の硬質な空と、赤茶色の砂のみだ。

　ギャアッ！

　ギャア、ギャアッ……。

　七、八羽集まったそいつ等は、ラクシの回りを飛び、隙すきを見て急降下する。

　口をパックリと開く。

　大きな牙きばが覗のぞいている。

「わっ！」

　ラクシは、さっと避さけ、剣を振った。

　ヒョイッ！

　鳥……いや、鳥人は軽く避さけると、また上空に戻って行く。

　次も、また次のやつもそうだ。

「畜生……きりが無い」

　いくら剣を振るっても、軽々と躱かわされてしまうのだ。
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　これでは、いつかラクシが疲れてしまう。

　ヒュッ！

　また一羽が急降下して来る。

「エイッ！」

　ラクシは、剣を突き出した。

　ヒョイ……。

　そいつは剣を躱かわすと、ラクシの隙を突いて、肩にガップリと嚙かみ付いた。

「わっ！」

　激痛だ。

　ラクシは、剣を肩の辺りで横に薙なぐ。

　バザッ！

　そいつは飛び去った。

　シュッ！

　ラクシの肩から、鮮血が迸ほとばしった。

　鳥人は、ラクシの肩の肉を嚙み千ち切ぎって行ったのだ。

「あっ……」

　ラクシは、蹲うずくまる。

　ヒューッ！

　風を切って、次の鳥人が急降下して来た。




「危ない！」

　ティーエは叫んでいた。

「二人とも、剣を振るうのを止めるんです」

　しかし、ボイスもラクシも、おのおのの剣を振り回し続けている。

　二人が見ているのは幻覚だ。

　呪術が取り憑つかせた霊の見せる幻覚なのである。

　しかし、このまま剣を振るい続けていれば、いつかはお互いの身体を傷付けるばかりか、殺し合うことにもなりかねない。

「フフフ……」

　呪い師は笑った。

「どうする？」

　ティーエはチラリと呪い師を振り返る。

「おまえに止められるか？」

「あなたは、どうしても……」

「わしも、金がほしい」

　呪い師は、傍かたわらの男を顧かえりみて言った。

「金は山分けの約束だ。その大男を殺せば、一〇万セティになる」

「お金のために、平気で人を殺あやめるとは……」

　ティーエは哀かなし気に言った。

「ケイローンは言いました。呪術も魔術も、人を救うために使うものだと……あなたのは、もう呪術ではない。それは邪術です」

「何と言われようと構わん」

　男は言った。

「わしは、神殿を追い出された身……金がほしい」

「神殿……」

　ティーエは呟いた。

「では、あなたは、僧ホウだったのですね」

「それも、一〇年も昔のこと……」

　男は皮肉に口を歪ゆがめた。

「だが、わしの呪術は、セイタ神殿の正統を学んだもの。どこで学んだかは知らないが、生かじりの呪いなど、わしの力には通じんぞ」

　男は、ケントウリ族に魔術を学んだというティーエの言葉など、まるで信じてはいないのだ。

　それも、仕方のないことかもしれない。

　長い眠りに入ったケントウリが、人前に姿を現わすことは絶えて無く、今ではその存在すら疑われているのだから。

「セイタの神官……」

　ティーエはまた呟つぶやく。

　セイタは、星々の神、また、暦こよみと時を司つかさどる神と言われている。

　時の神秘性は、魔術にも深く関わっていることから、セイタ神殿の神官団の間では、魔術、呪術の研けん鑽さんが行われているのだ。

「では……光アトには勝てない」

　ティーエは言った。

「アトだと！」

　呪い師は驚きの声をあげた。

　アトとは、太陽神である。従って、光そのもののことでもある。

　ティーエの守護神、トバとは、兄妹にして夫婦とされている神だ。

　光の神アトがいて、闇の神ゴセンが存在する訳だが、地方によっては、その二つは、アトそのものの二面性と説く所もある。

　光は闇……。

　闇は光……。

　呪い師は、ティーエの使うものを、ごく普通の呪術だと軽けい蔑べつしていたのだ。

　民間で、呪術や祈き禱とうを行う呪い師は、せいぜい、闇の神ゴセンの配下である闇の精霊か悪霊を使役するだけだというのに……ゴセンそのものに祈るのは、かなり高等なのだった。ましてや、アトは……。

　ちなみに、闇の神ゴセンは、人間の心の暗黒面をも支配する。両性具有神と言われている。

「ゴセン……ゴセン……」

　ティーエは低く呪文を唱えると、空中に聖霊文字を描いた。

　ゴセンの、陽の聖霊文字だ。

　陽の聖霊文字を描くとき、闇ゴセンの支配は断ち切られる。

　闇の神は、別に魔神でも悪神でもない。ただ、闇を支配する神と言われる。

　だから、その支配を断つにしても、それなりの礼を尽くすのだ。

「ゴセン、ゴセン……クエイル、アトルト……」

　ティーエは呪文を唱えながら、腰の布袋の薬草をひと抓つまみ取り出すと、まず、ボイスに近付いた。

　ボイスは、まだ大剣を振り回している。

　幻覚で、あのブヨブヨとしたものの中に吸い込まれ、なんとか外に出ようと、切り裂いているつもりなのだった。

「ゴセン、ゴセン……」

　ヒュッ！

　ボイスの剣の切きつ先さきが、ティーエの身体の、一センチ先を掠かすめた。

「ゴセン……」

　ティーエはまだ口の中で呟く。

　ヒュッ！

　また剣が振られる。

　ティーエは、パッと飛んだ。

　退いたのではなく、ボイスの懐ふところへだ。

　信じられないほどの素速い身ごなしだった。

「ゴセン……お帰り下さい」

　ティーエは言うと、薬草の粉を付けた人差指の先で、ボイスの眉み間けんをトンと叩たたいた。

　額ひたいに、黄色い粉が付く。

　突然、ボイスの動きが止った。

　ボイスの全身が、まるで時が止まったように動かなくなる。

　ティーエは、それを見届けると、ラクシの所に行き、まだ幻覚で鳥人と戦っているラクシの額にも黄色い粉を付けた。

　薬草には、様々な働きがあり、呪術には不可欠だ。

　薬草によって、種々の精霊の好む匂いと、嫌うものとがある。

　ティーエが使ったのは、闇の精霊の忌いみ嫌うものだった。

　ボイスとラクシの動きは、完全に止った。

　ティーエは、呪い師に向き直る。

　呪い師は、早くも印を組み直し、別の精霊を呼んでいた。

　岩石地帯の上に積った砂が、舞い上り始める。

　遠い砂の地帯から風に運ばれて来た、粒りゆう子しの細かいものだ。

　ただの風ではない。

　風……つまり空気の精霊が、砂すな粒つぶを動かしているのだった。

　舞い上った砂は、ティーエの前に集まり、凝ぎよう縮しゆくし始めていた。

　どんどん固まる。

　何か、大きなものに成りつつあるのだ。

　ティーエは立っていた。

　ボイスとラクシの動きを封じた今、全神経を魔術に集中することが可能なのだ。

　呪い師は、何をするつもりなのか……。

　相手の出方を、まず見ることにした。

　砂は、ますます濃く、大きく固まっている。

　それは、巨大なフクロウだった。

　フクロウは、セイタ神の使いと言われている。

　クワッ！

　フクロウは高く鳴くと、翼を大きく広げた。

　バウッ！

　風が巻き起こる。

　砂混りの強風が、まともにティーエに吹き付けた。

　ティーエの身体は、滑すべるように、二、三メートル後退する。

　外套ばかりでなく、下の服までが、ハタハタと靡なびいた。

　しかし、ティーエは、微かに口元を綻ほころばせていた。

　風は、全すべての源みなもと。

　風神ハルこそは、太陽神アトの眷けん属ぞくなのだから……。

「ハル……」

　ティーエは呪文を唱え始める。

「ハル、ハル……マクム、クラム……オウム……」

　ティーエは、強風に吹かれながらも、聖霊文字を描いた。

　突然、風に舞い上っていた、ティーエの髪や服が動きを止め、サラリと垂たれ下る。

　風はまだ吹いているのだ。

　だが、ティーエの周りだけが、台風の目のように、無風状態になっている。

「ムッ……」
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　呪い師は、強く口を結ぶと、一心に精神を集中した。

　呪いに使う精霊は、使う者の呪力の強さに左右される。呪力は、天性のものだが、精神集中が、それを強めるのだ。

　クワッ！

　フクロウは、また翼を動かすと、ティーエの方に進んだ。

　クワッ！

　口を開け、ティーエに向って喙くちばしを突いて来る。

「セイタ……シュスラム」

　ティーエはフクロウの方に顔を向け、唇を丸くして微かに突き出した。

　まるで口笛でも吹くようにだ。

　だが、ティーエの口から吹き出して来たのは銀色に光る帯だった。

　まるで、天の川だ。

　銀色にキラキラと光る帯は、ゆったりと流れると、フクロウの身体の周りに巻き付き始めた。

　グルリ……グルリ……。

　幾重にも巻く。

　フクロウは、バタバタと翼を動かした。

　しかし、この銀色の帯から逃れることは出来ない。

　やがて、それは全身を、ミイラを包む布のようにグルグル巻きにしてしまった。

「セイタ……モテリ……ラテム……」

　ティーエの呪文は続く。

　星神セイタは、神殿の異端者ではなく、この美少年に加護を与えた。

　フクロウは……フクロウを形成していた砂は、一瞬にして、銀色の帯と共に崩くずれる。

　バッ！

　銀色の帯は、きらめきながら辺りに飛び散り、細かい砂は雨のように地面に降り注いだ。

「セイタ……」

　呪い師は呟くと、さっと屈み込み、大きな聖霊文字を地面に描いた。

　闇の神、ゴセンの許しを乞こう陰の聖霊文字、そして、風神ハルよりも、もっと曖あい昧まいな性格を持ち、呪術者に力を借すと言われる、風の呪術神、ラダンとラダクの夫婦神の聖霊文字だ。

　これは裏の呪術……もう、完全に邪術の領域だ。

　突然、辺りは沈黙に包まれる。

　ティーエは、立って待った。

　傍はた目めには、ただ何となく佇たたずんでいるように見える。スラリとして姿が良いので、まさに一幅の画だった。

　柔やわらかいサラサラとした髪が、微かに風に巻き上げられている。

　スーッ……。

　何かが、ティーエの足元で動いた。

　黒い影のようなもの。

　霧か……雲か……。

　それは、地面から少しずつ噴き出して来るのだ。

　ティーエの足元も例外ではない。

　だが、ティーエは動かなかった。

　全ての指を組み合わせる方法で、しっかりと掌を合わせている。

　いつでも、完全な精神集中に入れる状態だ。

　スーツ……、

　スーツ……。

　黒い煙状のものは、どんどん地面に湧わき出て来る。

　濃くなる。

　ゴセンの支配下にある、闇の精霊で、さきほどの黒雲とは性質を異にする。

　これは、闇の本質なのだ。

　やがて、闇は球となって、ティーエを包み込んだ。

　呪い師には見えなかったが、ティーエはその闇の中で、両掌を合わせたまま、腕で大きくゴセンの陽の聖霊文字を描く。

　キラリッ……。

　闇が光った。

　闇の精霊は、一瞬金色に輝く光の粒子に変化し、空中に消える。

　しかし、まだ地面からは、次から次へと黒い気体が噴き上って来るのだ。

　ティーエは、パッと大きく飛んだ。

　一飛びで数メートル。

　身が軽い。

　フウッ……。

　ティーエのいなくなった辺りの地面から、更さらに噴き出し続ける黒いものが、細長く上空に伸びた。

　まるで、植物の茎くきのようだ。

　黒い茎……。

　その先には、丸味を帯びた蕾つぼみ状のものもある。

　その蕾が、ティーエの方にぐっと垂れ下って来る。

　二、三メートルの所まで近付く。

　パッ！

　蕾は弾はじけるように開いた。

　スルスル……。

　中から無数の黒く細長いものが伸びて来る。

　闇の花の雄お蕊しべなのか、それは触手にも似た動きで、パッと広がると、吊つり鐘がね型がたの鳥籠のようにティーエを包んだ。

　そして、傘をすぼめるように収縮する。

　黒い触手は、ティーエの身体に絡からみ付き、締め上げる。

　だが、ティーエはただ微笑した。

　低く呪文を唱える。

　シューッ！

　触手が、突然、白い煙を上げた。

　まるで、強力な酸でも落としたように、あちらこちらから煙が上る。

　触手状のものは、踠もがいた。

　シューッ！

　シューッ。

　触手は、とうとうティーエを放し、スルスルと花の中に戻る。

　花は閉じ、出て来た時と、全く逆の動きをしながら、地中に消えて行った。

「よくも……」

　呪い師は言った。

　術は悉ことごとく破られた。

　呪い師は、傍らの男に向って顎を引く。

　男は、スラリと剣の鞘を払った。

　ティーエが精神を呪い師と魔術とに集中している間に、ティーエを襲わせようというのだ。

「愚おろかな……」

　ティーエの使うものは、もう呪いや呪術の域を遥はるかに越えているのだ。

　本当の魔術、それも強力な魔術なのである。

　呪い師には、まだそれが分からない。

　ティーエはしっかりと両掌を組み、大地を踏んで立った。

　すぐに完全な忘我の状態に入る。

　精神を精霊と一体化させる。

「アト……アト、アト、アマル、ハマル、ウマル……」

　それは光明神呪だった。

　光の神の配下の精霊、この世で最も強い力を持つ精霊を呼ぶものだ。その精霊は、並の呪術師には呼び出すことすら不可能なのである。

　突然、蒼そう穹きゆうから一筋の光が射して来た。

　光は、太い帯となり、天から垂直に下りる。

　それは呪い師と昨日の男の真上だった。

　二人の男は、光に包まれた。

「わっ！」

「ああっ！」

　二人の絶叫が響ひびき渡った。







　エピローグ




　ふと気が付くと、ボイスは砂粒にまみれて、地面に横たわっていた。

　大剣だけは、まだしっかりと握っていたが。

「ティーエ、ラクシ……」

　ボイスは起き上った。

　頭の中が、まだぼやけている。

　何か、異様なものの中に吸い込まれて、出ようと踠もがいていたことだけは覚えているのだが……。

〝あれは……あの男の呪じゆ術じゆつなのか？〟

　不思議な体験だった。

〝あんなことは初めてだ……〟

　ボイスは、さきほどのブヨブヨしたものの質感を思い出し、唇くちびるを歪ゆがめた。

　なまなましい。

　幻覚とはとても思われないほどだ。

〝それが……呪術か……〟

　ボイスは周りを見回した。

　低い、岩だらけの丘きゆう陵りようが続いている。

　天は高く青い。

　日はもう上空にあって、炎えん暑しよが始まりかけている。

　二人の男の死体が、まだ転がっていた。

　ボイスとラクシの倒した下っ端だ。

　かろうじて命の助かった二人は、ほうほうの体ていでどこかへ逃げ去ったのだろう。

　元の場所だ。

「ティーエ！」

　ボイスは、ティーエが立っている姿を見付け、駆け寄った。

　両掌をしっかりと組み、目を瞑つむっている。

「ティーエ……」

　ボイスは、ティーエの肩に手を掛ける。

　グラリ……。

　ティーエの身体からだは、突然、崩くずれるように倒れる。

　それを、ボイスが受け止めた。

　ボイスの手の中に、重みがかかる。

　ティーエは、意識を失っているのだ。

　白い頰ほおは、血の気を失って蒼そう白はくだった。

　もともと、白過ぎる頰ではあるが……。

「ティーエ、あんたも、やられたのか？」

　ボイスは、動かない顔に問いかけた。

「ティーエ……ボイス……」

　可愛かわいい声がする。

　完璧に、少年としてふるまう少女の声……。

「ラクシ！」

「ボイス！」

　ラクシは、ボイスに駆け寄り、その腕の中のティーエを見付けた。

「ティーエ！」

「大だい丈じよう夫ぶだ。気を失っているだけだから」

　ボイスは言った。

「気を……」

　ラクシは、不安そうに呟つぶやいた。

「ティーエも、呪術でやられたんだろう」

「呪術……」

「そうだ」

　ボイスは頷うなずく。

　だが、ラクシが霊に取とり憑つかれ、ボイスに切り掛かったことを話すつもりはなかった。

　それを知ったら、ラクシは傷付くだろう。

「呪術か……」

　ラクシは、自分に言い聞かせるように言った。

「だから、へんなもんが出て来たんだよな」

「おまえは、何を見た？」

　ボイスは尋ねる。

　呪術とはどんなものなのか。その片へん鱗りんなりと知りたい気がした。

「鳥……」

　ラクシは、形の良い眉を顰しかめる。

「鳥……」

「へんな鳥さ、人間の形しててさ……」

　あまり思い出したくもない。

「あれ……何かの精霊だったのかな」

「さあな……ティーエなら、知っているかもしれんが」

「ティーが……」

　ラクシは、ボイスの腕の中のティーエを見た。

　霊と話が出来るという、ティーエだ、おそらく色々なことを知ってはいるのだろうが……。

「でも……どうしたんだ？」

　ラクシは、額に手を翳かざして辺あたりをぐるりと見た。

　ボイスの言う通り、三人が呪い師の呪術で襲われていたのだとすると、どうして急にその攻撃が止やんでしまったのか……。

　当の呪い師……昨日の男の隣となりに居た、初老の男は、どこに行ってしまったのか。

　そして、昨日の男、本人は……。

「なんで、おれたち、助かったの？」

「さあ……」

　ボイスは首を振る。

　三人の周りは、何ごともなかったように静まり返っている。

「おれ、ちょっと偵てい察さつして来るよ」

　ラクシは、言い終らないうちに、もう歩き出している。

「気を付けろよ。おれから見えない所には行くな」

　ボイスは言うと、ティーエを抱かかえ上げ、近くの地面に下ろしてから、皮袋に入れた水を、その蒼白な顔に数滴垂らした。

「……ん」

　ティーエは、すぐに気付いた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい……」

　ボイスは、ティーエの背中に手を当てて起き上らせる。

「ラクシは……」

「その辺を偵察している。もう心配は無いと思うが……」

「はい……もう全すべて終りました」

　ティーエは、まだ、ぼんやりしているようだ。

「わたしは、気絶していたんですか？」

「ほんの二、三分だろう。立ったままだったよ。おれが見付けた時は」

「済みません」

　ティーエは言った。

「わたしは、まだ自分自身を完全に制せい御ぎよ出来ないのです」

「制御……」

　ボイスは首を傾かしげる。

　制御とは、なんのことなのだろう。

「おーい、ボイス！」

　ラクシが大声で呼んだ。

　見ると、ラクシは丘陵を少し登った辺りの岩の上で手を振っている。

　来いというのだ。

　さいぜん、呪い師たちが立っていた所に近いはずだ。

「何か見付けたようだ」

「行ってみましょう」

　ティーエは、ボイスの手を借りて立ち上る。

　まだ少しふらつくが、なんとか立って歩けるようだ。ボイスは、ティーエの腰に力強い腕を回した。

　ティーエとボイスは、ラクシのいる所に登って行った。

「どうした？」

　ボイスが尋ねる。

「いた、いた」

「誰が……」

「二人ともさ……ひどいことになってるよ」

　そう言って、ちょっと眉み間けんに皺しわを寄せると、ラクシは岩からピョンと飛び下りた。

　高さ二メートルほどある岩だが、下が砂地だし、身が軽いので、少しも苦にならない。

　三人は、岩の後ろに回った。

　岩の下に辿たどり着く前から、ティーエとボイスの耳には、微かすかな呻うめき声が聞こえていた。

　男が二人、地面に蹲うずくまっていた。

　ボイスとラクシには、しばらくその二人が誰だれなのか分からなかった。

　それほど変へん貌ぼうしていたのだ。

　だが、良く見ると、それは確かに、あの二人だった。

　呪い師と、昨日の男……。

　昨日の男は、頭から片方の目にかけて、血の滲にじんだ布の切れを巻き付けているので、すぐにそれと分かった。

　中肉中背で、がっちりとした体格の四〇がらみの男……。

　だが、今、その男はとても四〇代には見えなかった。

　身体全体がげっそりと衰え、顔ばかりでなく全身に深い皺が刻まれている。

　皮膚の色も、茶褐色から黒褐色になってしまっていた。

　それは、呪い師も同じだ。

　呪い師は地面にペッタリと座り込み、ぼんやりと虚こ空くうを見つめている。

　その肌色は、オリーブ色から、青みがかった黒褐色に染まり、皺だらけになった上、もともとごま塩がかっていた頭髪が、真白に変化していた。

　昨日の男の髪は、銀色になっている。それも、カサカサした感じの銀色だ。

　まるで、長年風雨と紫外線に晒さらされていたように……。

　昨日の男は、地面を這はい回っていた。

　呻き声は、この男のものだ。

「おおお……おおお……」

　男は手で地面を探る。

　まるで撫なでているように見えるが、そうではないのだ。

「あんた……」

　ラクシが声を掛ける。

　男は、初めて人がいるのに気付いたようだ。

「見えない……何も見えない……」

　男は、光を見てしまったのだ。

　ティーエが呼んだ、強烈な光を。

　呪い師も男と同じように光を見てしまっていた。

　虚空に向けられたその両眼は、白い膜まくを被かぶせたように白濁していた。

　呪い師の方が、受けたショックは強烈だったのだ。

　天から降りて来た光は、二人の皮膚を焼いたばかりでなく、網もう膜まくを焼き、呪い師の神経すらも焼き尽くしてしまったのだ。

　ティーエは、優雅な形の眉を顰しかめると、しばらくの間、二人の男から顔を背そむけた。




　その後、ラクシの止よせと言う言葉を無視して、ティーエは、二人の男の手当てをしてやった。

　だが、治ち癒ゆの望みは、まるで無さそうだ。

　日が暮れた頃、一行は、ちょうど反対方向からやって来た二〇人あまりの隊商に、二人の男を、ハイダ・アテンの町まで送ってくれるように託たくし、この岩山を後にした。




「何がどうなってるのか、さっぱり分かんないや」

　ラクシは、こころもち、その可愛い唇を突き出して言った。

「呪術だとか、なんだとか……あいつらが、急にあんなになっちゃったのも、訳が分かんないし……」

　ラクシは、ティーエのように一定の歩調で歩くのが苦にが手てらしく、すぐ、ティーエとボイスより先に進んでしまう。

「それに、おれとボイスの額に、絵の具みたいのが付いていた。いつの間にかさ……」

　ラクシは、知らない間に額に触れられたのが不満なのだ。

　これだけの身の軽さと、剣の腕を持ちながら、手も足も出なかったことを認めざるを得ないのだから。

「あれは、絵の具ではなく、薬草です。ラクシ」

　ティーエが言った。

「薬草……どうりで、良い匂においがしたな」

　ボイスが呟つぶやく。

「薬草は、霊と深い関わりがあるんです。霊の好む匂いもあれは、嫌うものもあります。あれは、悪あく霊りよう除よけの薬草ですよ」

「……ってことは、おまえの仕し業わざか」

　ラクシは、怒ったように言った。

「はい……済みません」

　ティーエは、本当に済すまなそうに言った。

　どうやら、ボイスとラクシの命を助けたらしいというのに。

　ボイスは、それを見て、微笑した。

　笑うと、この男の引き締まった顔に温か味が出る。

「しかし……何が起こったんだ？」

　ボイスは、この美しい少年が、その鍵を握っているような気がした。

「それは……」

　ティーエは、言いにくそうだ。

　何と説明したら良いのか……。

　山を降り、人間の世界で暮らすようになって、まだ四か月も経へてはいないティーエにとって、人間たちの感情や心理を理解することは、苦しい。

　ラクシは、何を怒っているのだろう。

「あの人たちは、自分たちの施ほどこした呪まじないのせいで、ああなってしまったんです」

「自分たちの施した呪い？」

　ボイスは首を傾げる。

「つまり、こういうこと？」

　横からラクシが言った。

「自分たちの呪いの力が、逆にあいつらに向ってしまったの？」

「呪いの使い方を間違えたのか？」

「はい……」

　ティーエは頷うなずいた。

　ティーエが認めたのは、呪い師が、邪術を使ったということで、それが使い方を間違えたという意味だ。

　ボイスの言うこととは少し違っている。

　だが、ティーエはそれ以上の説明をしなかった。

　自分の力で、あの二人の男を、あんな目に遇あわせてしまった。あれほどに、強力な精霊を呼ぶ必要はなかったのではないか……。

　ティーエは、そのことにとまどいと、罪の意識を覚えていた。

「まっ……いいや」

　ラクシは、もうすっかり機嫌を直している。

「とにかく、無事に済んだんだもんね」

「そうだな」

　二人の少年を見比べながら、ボイスは言った。

　今のティーエの話で、納得した訳ではない。

　だが、今、何もかもをこの命の恩人から聞き出す必要は無い。

　これから、しばらくは一緒に旅行をすることになるのだから。

「あんたの、次の目的地は、ハイダ・エクンだったな」

「はい、そうです」

　ティーエは頷く。
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「それから、砂漠を横断して、ト・アデルから、アドリエに入るんだってさ」

　ラクシは、半なかば呆あきれて言った。

　もっとも、自分も共にその旅行をするつもりなのだが……。

「はい……」

　ティーエは何の感情も付け加えずに言った。

「そこに、わたしの運命が待っているのだそうですから」




　夜が更ふけて寒くならないうちにと、三人は降るような星の下を進む。

　月も出て、かなり明るくなっていた。

　ボイスは、傍かたわらを黙々と歩く少年の美しい横顔を眺ながめる。

　アウル・トバティーエ、そうこの少年は名乗った。

〝トバティーエとは、トバ女神に捧げられた者という意味です〟

　ティーエはそう言った。

　少年は確かに、月の滴しずくが天から降り注いで造り上げたかのような美しさだ。

〝おれは、また、こいつに命を助けられたらしいな〟

　少年の横顔に一瞬見み惚とれながら、ボイスはそう思った。

　道は、夜の中で、銀色に輝きながら続いている。

　もうじき終る岩石砂漠を抜けると、その先には、砂ばかりの地帯、もっと過酷な砂漠が広がっているはずだった。







　あとがき




　やっと終りました……。

　今年は、始めからずっと、やけに忙しくて、未いまだにまとまった休みを取っていない。

　それどころか、週七日、休み無しという日々が続くというありさまです。

　はっきり言って疲れました。

　それでも、この作品を書いていた間は、かなり楽しんでいました。

　なにしろ、前から書きたかった部分でしたから。

　ドラゴン・マガジンの方に、都合で載せることが出来なかったのですが、風の大陸の構想は、まず、この部分から考えていました。

　もっとも、その前に、プレ風の大陸というか、前身のようなものが存在するのですが……。

　それは、朝日ソノラマから、三年前に刊行されたＳＦホラー『バミューダ霊海ドーム』という作品です。

　これは、近未来の物語で、バミューダ三角海域トライアングルの海底に眠る、超古代大陸の遺跡を発掘していると、超古代の悪霊が蘇よみがえってしまう、というストーリーなのですが、その超古代大陸こそ、風の大陸、アトランティスなのです。

　海底に設置した、ドームの中での発掘……。

　そのために、私は自分のアトランティスとも言うべき大陸と、その歴史を考えました。

　もちろん、小説の中に書き込まれたのは、その一〇分の一以下に過ぎませんが……。

　そして、その歴史は、現在では一〇〇倍もに脹ふくらんでいます。

　大陸には、数一〇〇〇年の長い長い歴史があるのです。

　超古代……。

　霊と語ることの出来る人間が、まだ数多くいた時代。

　精霊たちと、人間たちの交流が、普通に行われていた時代……。

　その時代を背景に、この先、どんな物語が展開されるか……自分でも楽しみです。

　私は、大学では史学科に籍を置き、西洋古代史を勉強していましたので、トインビーのように、〝文明〟単位でものを考えるのが好きなのです。

　文明……。

　それも滅びに向っている文明です。

　ティーエ、ボイス、ラクシの三人は、滅亡に向いつつあるこの大陸で、やがて、自分たち一人一人の運命を知ることになります。

　それが、どのような運命になるのか。

　現在のところ、作者のみが知っています。

　編集者の方たちにも、内緒にしてます。

　ムフフ……。

　とにかく、それは次し第だいに明らかにされますので、ドラゴン・マガジンの連載で読んで下さい。




　話は元に戻りますが、本当に疲れました。

　今年、私はもう書き下ろしを五冊と、短編集を二冊出していますが、一〇月、一一月、一二月、三か月で、本書を含めて、書き下ろしがあと六冊出る予定なんですよ……。

　自分で怖い。

　まあ……病気にならないように、気を付けつつやっています。

　でも、ここ一月で三キロも瘦やせてしまった。

　別に、風の大陸のせいではないですけど……。

　私は、この先、生き永ながらえて行かれるでしょうか……。




　何な故ぜ、本書に描かれた「風の大陸」の最初の部分が、ドラゴン・マガジンに連載されなかったか、という内幕を暴ばく露ろするのは、止めておきますが、一つだけ言い訳させていただきます。

　ラクシです……。

「何故、ラクシは女の子、しかもお姫さまだったんだ?!」

　と、ラクシ・ファンの女の子たちから、お叱しかりを受けています。

　でも、私が、ドラゴン・マガジンの創刊号用に書いた最初の原稿では、ちゃんと、

〝男装をしている美少女〟

　と、なっているんですよ。

　それなのに、編集部の人が言いました。

「女の子だっていうのは、伏せといた方が面おも白しろいんじゃないですか」

　根が素直な私は（誰だれだ、舌を出すのは！）、

「はあ……そうですね」

　と、答えました。

　それで、しばらくの間、ラクシは少年していたのです。

　だから、ラクシ・ファンの皆さま、怨うらむなら、担当のＯ氏を怨んで下さいね。

　私は、Ｏ氏には、ここのところ、

「ごめんなさい」

　と言いっ放しなので、丑うしの刻こく参まいりは出来ませんから……。

　それというのも、この忙しさのために、原稿を渡すのが、大幅に遅れてしまったからです。

　済みません……

　イラストのいのまたさんも、ごめんなさい。

　でも、やっと終りました。




　一九八八年　十月


竹河　聖












風かぜの大たい陸りく




第一部　邂かい逅こう編へん








竹たけ河かわ　聖せい
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